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乱☆恋５


婚約者は16人!?





舞阪　洸
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　得能正太郎


　　　地図製作　アフターグロウ




　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







第１章　そして十一人が残った……よく頑張っただろ、俺は


第２章　俺たちの戦いはここからだ……いや、まだ終わらないからな


第３章　そして戦いは終わった……これで大団円か!?


ちょっとした後日談









　あとがき
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　　　　１





　リディア王国王おう太たい子し、リカルド・ライアス・リディアが十六人の婚こん約やく者しや巡めぐりの旅を始めてから、すでに一年近くが経過していた。





　リカルドは十六人の婚約者全員との顔合わせを半年以上も前に終えていた。


　婚約者巡りの旅の結果、彼は十一人の婚約者と婚約を継けい続ぞくさせることになった。


　逆に言えば五人の婚約者とは継続が叶かなわなかったわけだが、その理由は様々で、各王家の複雑な事情も絡からむし、当人同士の微び妙みようなやり取りも絡むので、ここで詳しよう述じゆつするのは避さけておく。


　ともあれリカルドには、すべての婚約者を一いち巡じゆんしてなお十一人もの婚約者が残ったことになる。


　旅を始める前は、もしかすると半数近くが、最悪の場合、十人以上の婚約者と婚約関係が決けつ裂れつするかもしれないと思っていただけに、これは予想を遥はるかに上回る好結果だといってよかった。





　　　　２





　さて、ここでリカルド王子の婚約者を改めて見ておこう。





★婚約者その一：セフィア・セレニゥス・シュールティス


　シュールティス王国の元第六王女。リカルドが彼女の城を訪問中にシュールティス王国で謀む反ほんが勃ぼつ発ぱつし、彼女の父王が第二王子に討うたれるという大事件が起きた。結果、彼女は国を追われ、リカルドに庇ひ護ごされることとなった。


　そのときにリカルドはセフィアに、国を奪とり戻もどし、王女の地位も奪り戻してやることを約束していた。





★婚約者その二：ユーリ・ユァン・ハン


　イ・ウー・ハン国の元王女。先天的な資質が絡むある事情から今は王女ではなくなっている（主に肉体的に）。


　リカルドは、ユーリが王女に戻るために協力することを彼女に約束していた。





★婚約者その三：エルメンネッラ・ノリスノーラ・ローゼゥス


　ロサ・ロゼ王国の第三王女。怠たい惰だな見た目と気まぐれな言動はどうやら作り物らしく、その本質は危険な策士である。将棋スカツシエを能よく指し、やはり将棋好きのリカルドとは好勝負を繰くり広げた。





★婚約者その四：セイラ・セリーン・サンクトファウレ


　サンクトファウレ王国の第四王女。三度の飯より剣けん術じゆつが好きという剣術馬ば鹿か。リカルドの護衛に就ついた姫き士しアイオリッタの剣の腕うでに惚ほれ、リカルドよりもアイオリッタに夢中になった困り者。





★婚約者その五：メッシナ・メッセ・オレンダム


　オレンダム王国第四王女。なかなか自分の下もとを訪おとずれないリカルドに業ごうを煮にやし、エリュシア、レムリエルを誘さそってリカルドに「遭そう遇ぐう」するために策を練り実行に移した。行動力に富んでいて、性格も見た目も漢おとこらしい。超ちよう絶ぜつ的に優すぐれた「耳」を持っている。





★婚約者その六：エリュシア・エラン・エランドル


　エランドル王国第五王女。なかなかリカルド王子が訪れないのに業を煮やし、メッシナに誘われ、リカルドに「遭遇」するための策に荷担した。我わが儘ままで自己中心的に見えるが、意外と好人物……かもしれない。





★婚約者その七：レムリエル・レムレル・レースティス


　レースティス大たい伯はく国こく第三伯女。なかなかリカルド王子が訪れないのに業を煮やし、メッシナに誘われ、リカルドに「遭遇」するための策に荷担した。幼い見た目にも拘かかわらず、格かく闘とうの腕前はずば抜ぬけている。が、ちょっと思考力に難あり。





★婚約者その八：ネゥラ・センテルノ・ゼーテルネ


　ゼーテルネ大たい公こう国こくの王女で三つ子姉妹しまいの真ん中。十六人の婚約者の中ではもっとも年ねん齢れいが低くて、まだ子供といってもいいくらいだ。お茶目というか悪戯いたずら好きというか、自分が楽しいなら他人が苦労しても平気という、傍はた迷めい惑わくな無む邪じや気きさを誇ほこって（？）いる。三つ子三姉妹が外見では区別できないほどそっくりという特とく徴ちようを活いかした難問を繰りだし、リカルドを悩なやませた。


★婚約者その九：ミノリ・ミアーシャ・ミネア


　アレフネー郷きよう国こくの第三王女。農業こそが国の大本、畑作こそが人の生きる道という家訓によって育てられたため、いつでも、どこに行っても開かい墾こんしたがる。


　リカルドが彼女の城への訪問を先延ばししているうちに、彼女のほうからリディーアウゲン城へ押しかけてきた。


　ミノリ曰いわく、「リディア王国は土地を無む駄だにしている。まだまだ新しい農地を開かい拓たくできるはずです」。


　勝手に「リディーアウゲン城周辺の新規農地開墾計画」なるものをリカルドに押しつけると、「また来ます。それまでに畑地を増やしておいてください。効率的な作物育成法は改めてお教えします」と言って帰っていった。


　さすがのリカルドも呆あつ気けに取られて突つっ込こむことすらできなかったという。





★婚約者その十：エファ・フィアラ・ラフィラ


　ラフィラ商国の第四王女。ラフィラ王家は元が商人から成り上がった家系だけに、国を挙げて商業を奨しよう励れいしている。国都も交通の要よう衝しように位置しており、東西南北の旅人や商人が集つどって賑にぎわっている。


　王子や王女も商売に長たけていて、リカルドは初顔合わせの直後にエファの居城の郊こう外がいでとれる新しん鮮せんな野菜や魚ぎよ介かい類るいを買わされた。


　さっそくそれをネゥネゥが料理したところ、エファが大絶賛、ネゥネゥを料理人として雇やとって城下に食事処どころの店を出したいとせがんできた。もちろんリカルドとしては断るしかなかったのだが。





★婚約者その十一：アマネ・アマネス・アマゾネシス


　アマゾネシス女王国の第二王女。代々女王が治める国で、王家も女系優先である。国を挙げて武芸に力を入れており、軍の主力も女子だけの部隊だ。


　アマネは一軍を率いる女将軍で、アイオリッタとも互ご角かくに渡わたり合ったほどの剣の腕。


　その話を聞いたセイラが「ボクも負けてはいられない」といきり立ち、三日三晩に亘わたってアイオリッタを追いかけ回したらしい。


　武を貴たつとび文を軽かろんじる家風なのでリカルドとはそりが合わないかと思いきや、意外にも意気投合して婚約継続となった。





　リカルドとミノリ、エファ、アマネ三人の初顔合わせだけを取りあげても優に一冊分の分量があるのだが、ここでは割愛させていただくとして先を急ごう。
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　リカルドは全員と顔合わせを済ませた後も、リディーアウゲン城に居着いたセフィアやユーリ、セイラを除く八人の下を何度も訪れ、あれこれと相談していた。


　が、それはべつに、結ゆい納のうの手て筈はずを調ととのえるとか、婚礼の日取りを打ち合わせるとか、そういう理由だったのではない。


　では、リカルドが王女たちとどんな話を必死になって進めていたのかというと。


　彼はセフィアとの約束＝「シュールティス王国を奪り戻してセフィアを元の王女の地位に即つけてやる」を守るための準備に奔ほん走そうしていたのである。


　そして婚約者巡りの旅を始めてからおよそ一年後の今日、彼は父王へ首しゆ尾び（と決意）を報告するために、王都リーディンス城を訪れたのだった。


　リカルドは一年間苦楽を共にした仲間を伴ともなっていた。





　侍じ従じゆうのマリウス。


　姫士のアイオリッタ。


　ニンジャのカオルゥ。


　料理人のネゥネゥ。


　国を追われて以来、身分を偽いつわり、リカルドの侍女として側そばに侍はべっていたセフィア。


　セフィアの元侍女長リィシャ。


　王女に戻る機会を逃のがさないよう、いつもリカルドと一いつ緒しよにいないといけないユーリ。


　ユーリの侍女ギ・アナ。


　アイオリッタと一緒にいたいがためにリカルドの旅について回るという奇き矯きような手に出た王女セイラ。





　男一人と女子八人を引き連れ、リカルドは久しぶりに父王の居城、リーディンス城へ足を踏ふみ入れた。





　　　　４





　朝早くに自分の居城、リディーアウゲン城を出たリカルド一行は、夕刻前には王都リーディンス城へ到とう着ちやくしていた。


　王宮にある王族棟とうの──といっても小こ振ぶりな館やかただ──自身専用の部屋に落ち着いたリカルドは、王宮詰づめの侍女が淹いれてくれたお茶を飲んで寛くつろいでいた。


　今夜の晩ばん餐さんは父王と摂とることになっている。


　リカルドはそのときに、あの話をしようと決めていた。


　侍女が部屋から退出していくと、畏かしこまった様子で控ひかえていたセフィアとユーリが体勢を崩くずした。


　父王にはすでに話をしてあるが、たとえ王宮の者でも父王以外にはセフィアやユーリのことは秘密にしてあるため、他人の目があるところでは、ふたりとも侍女の真ま似ねを続けている。


　リカルドはふたりに座るよう促うながし、リィシャとギ・アナにふたりの分のお茶も用意してくれと頼たのんだ。





「やれやれ、半日以上も狭せまい馬車の中に押し込められて揺ゆられ続けるのは窮きゆう屈くつで堪たまらん。いつまで経たっても慣れんな」


　長なが椅い子すに腰こしを下ろしたセフィアは、そう言って上体を伸のばした。
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　するとユーリが。


「僕は平気ですよ」


「なんじゃと？　ユーリ殿どの、これ見よがしに自分だけ我が慢まん強づよい的な、忍にん耐たい力がある的な、体力がある的な、そんないい恰かつ好こうをするつもりか？」


「いえいえ、いい恰好とかではなくて。僕、一日、二日くらいならふつうに歩きますよ？　ほら、僕の国、山国ですから。窮屈だろうと、馬車に乗れるなら御おんの字じです」


「む、むうぅ」


　セフィアは腕うで組ぐみして低く唸うなった。


「吾われは一日歩き続けたら死んでしまうぞ。もう少し足腰を鍛きたえるべきか？」


　セフィアが眉まゆを顰ひそめてリカルドのほうを見た。


「いや、あまり気にするな」


「そうか？　歩けん上に馬車に乗っても不平不満を垂れ流す吾にリカルド殿は愛想を尽つかしたりはせんか？」


「しないって」


　リカルドは苦く笑しようしてそう返す。





　セフィアとユーリは、リカルドの婚こん約やく者しや巡めぐりの旅にずっとつき合ってきた。


　つまり一年に亘って一緒にいたわけで、ふたりはとても仲良くなっている。


　いるのだが、リカルドをあいだに挟はさんだ競争心だけは少しも衰おとろえることがなく、そこがリカルドには嬉うれしいやら困ったやら。





　まぁ、それはさておいて。もういい加減、このふたりの窮屈な状じよう況きようもなんとかしてやりたいんだよな。セフィアのほうはいずれ近いうちに……。


　来きたるべきそのときのことについてリカルドが思案を巡らせていると、料理人の服に身を包んで料理帽ぼうを被かぶったネゥネゥがやってきた。


　例によって例の如ごとく、料理服の帯に何本もの包丁を差しているのが、勇ましいというか危ないというか、ちょっと評価に困る微び妙みような出いで立たちだった。





「王子様」


「おう、ネゥネゥか。どうした？」


「わたし、晩餐の支度したくがありますので、厨ちゆう房ぼうに行って雉きじます」


　行ってきじます……ただ単に行ってきますと言いたかっただけだな。っていうか。


「え？　なに？　今日の晩餐、ネゥネゥが作ることになってるのか？」


「いえ、そういうわけではありませんが、ここに戻もどってきた以上、黙だまって見ている分わけ葱ぎもいきませんし。これでもわたし、王宮のお抱かかえ料理人で酢すから」


　分葱もいかない……わけにもいかない、か。


「そうか。でも、俺の城からここまで馬車に揺られて、さっき着いたばかりじゃないか。疲つかれてないか？」


「疲れてはいませんよ、王子様。仮に少しくらい疲れていたとししゃも、料理ができないほうが精神的に疲れてしまいます唐から揚あげ」


　いたとししゃも……いたとしても、か。というか、相変わらず見事な料理人魂だましいだな。


「そうか。ネゥネゥがそうしたいのなら止めはしないよ。行ってくるといい。ネゥネゥが晩餐の料理を作るんだったら、それはそれで楽しみが増えるってもんだからな」


「ありがとうございます。では、行ってきます」


　一礼したネゥネゥが弾はずむような足取りで部屋から出ていくと、入れ替かわるようにアイオリッタが部屋に入ってきた。





　旅装を解いた彼女は、王宮姫き士しとしての鎧よろいに別室で着替えてきたところだった。


　もちろんというかなんというか、セイラ王女も一緒である。


　彼女のことは王宮内の主立った者なら知っているので、サンクトファウレ王国の王女として振ふる舞まっても問題はない。


「どうした、アイオリッタ？」


「これから国王様のところへ帰き還かんのご挨あい拶さつに参る」


「あ、そうか」


　元々アイオリッタは父王の近衛このえ部隊に所属する姫士で、リカルドが婚約者を巡って旅をすることになったとき、父王が護衛にと付けてくれた者だった。


「アイオリッタも原隊復帰……だな」


「復帰はともかく、まずは国王様にご挨拶をしておかないとならんからな」


「わかった。行ってこい」





　いそいそとした足取りで部屋を出ていくアイオリッタを見送ったリカルドが、その場に残ったセイラに顔を向ける。


「セイラはいいのか？」


「いや、さすがにボクが一緒に行っては不ま味ずいだろう？」


「ん……まぁ、そうか」


「国王様には改めて晩餐の席でご挨拶させていただくよ」


　リカルドと父王の晩餐には、リカルドの婚約者であるセフィア、ユーリ、セイラも同席する予定になっていた。


「じゃあ、こっちへ来てお茶でも飲めよ」


　軽装鎧に身を包んだままのセイラは、パンと手を打つと、その場でくるっと回った。


「ありがたく頂ちよう戴だいしよう」


　相変わらず芝しば居いがかった奴やつだな。まぁ、一年近く一緒だと、もう慣れたけどな。


　リカルドは、ふぅと小さくため息を吐ついた。





　マリウスは、


「王宮にいる馴な染じみの女性に声をかけてきます」


　と言って、着いた直後に休む間もなく館から出ていってしまった。


　ホントにあいつは、そっち方面になると疲れを知らないな。


　一方、カオルゥはカオルゥで、リカルドが王宮に入ったのだからもう護衛をする必要もないわけで、自分本来の持ち場に戻っていた。


　というわけで、いまリカルドの部屋には、セフィアとユーリ、そしてセイラという婚約者三人がいるだけだった。


　リカルドはあまり王都に来ないから、王宮のこの部屋を使うことも滅めつ多たにない。室内には卓たくや椅子、書き物机や書しよ棚だながあるくらいで余分な物は一いつ切さい置かれておらず、随ずい分ぶんと素そっ気けない印象だ。


　久しぶりに訪おとずれた自分用の部屋を見み渡わたしたリカルドは、これまでの苦労を半ば懐なつかしい思いで振り返っていた。





　それにしても、いろいろとあった一年だったな。長かったような、あっという間だったような。


　初めてセフィアに会ったのがそもそもの始まりだった。そこでシュールティス王家の謀む反ほん騒そう動どうに巻き込まれたのが、後のリカルドの行動を決定づけたといっていい。


　おかげで今、こうしてセフィアやユーリ、セイラと一緒に親父おやじの王宮に来ているわけだ。縁えんとは不思議なものだな。巡り合わせとは奇き妙みようなものだな。長かったような短かったような旅も今日で終わりか。そして明日からは別の旅が始まるだろう。もしかすると、今まで以上に厳しく辛つらい旅になるかもだが……やり遂とげなくちゃあな。


「どうした、リカルド殿？」


「どうかしましたか、リカルド様？」


「どうかしたのかい、リカルド王子？」


　回想に耽ふけり、そして明日を夢想していたリカルドは、ふと気がつくと三人の婚約者に顔を覗のぞき込まれていた。


「ああ、いや、なんでもない」


　リカルドは小さく首を左右に振った。


「ちょっと、これからのことを考えていてさ」


「そうか」


　セイラが難しい顔で頷うなずいた。


「本当にやるつもりなんだね、リカルド王子」


「やるさ。それがセフィアとの約束だったからな。そのために一年間かけて準備してきたんだ」


　リカルドは三人の顔を見つめて言った。


「セフィアは覚かく悟ごを決めたか？　ユーリとセイラは手伝ってくれるんだよな？」


　三人は力強く頷いた。


「覚悟など、吾は疾とうに決めておる。リカルド殿どのが約束してくれたあの日にの」


「もちろんお手伝いさせていただきます。これは僕の意思だけでなく、女王様も同じ考えですので」


「あの女王様が手伝ってくれるのは、とても力強いよな」


「ボクも手伝うとも、リカルド王子。これでも兵を率いて戦うくらいの力量はあるつもりだよ。もっとも、それほど多くの兵数を揃そろえられるわけではないけどね」


「ああ、感謝する、セイラ」


「ところで、リカルド王子」


　セイラが真しん剣けんな顔になったので、リカルドも思わず居住まいを正す。


「なんだ？」


「リカルド王子の戦いに、アイオリッタ殿は参加しないのだろうか」


「ああ……それか。どうだろうな、無理なんじゃないか」


　セイラの肩かたが少し落ちたように見えた。


「そうか」


「元々あいつは国こく王おう子飼いの姫士だからな。俺の戦いに参加する立場にはない」


「そうか。ま、仕方がないな」


　顔を上げたセイラは、うんうんと何度も頷いた。


「アイオリッタ殿がいなくとも、ボクは全力を尽つくす。手て抜ぬきはしない。心配しなくてもいいとも、リカルド王子」


「いや、心配なんかしていないよ」


　と応こたえたものの、相変わらずセイラがアイオリッタのほうばかりを見て、自分のことを正当に評価してくれていない気がするリカルドとしては、ちょっとだけ面おも白しろくなかったりもするのだが。


　まぁ、それはいいや。いま大事なのは、どうやって国王おやじの奴を説得するかってことだ。もしできなければ、仕方がない、そのときは……。


　リカルドはある決意を胸に秘ひめ、晩ばん餐さんのときを待った。
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「よし、そろそろ行くか」


　身支度を調ととのえたリカルドが立ちあがった。


　身内とはいえ、国王との晩餐に向かうのだから、彼も正装だ。


　長いチュニックの上にダルマティカを着用し、室内にも拘かかわらず長マントを身に着け、細身の筒つつ袴ばかまを穿はいている。


　セフィア、ユーリ、セイラも長なが椅い子すから立ちあがる。


　セフィアとセイラは装そう飾しよくの多い優ゆう雅がな長なが衣ぎぬに身を包んでいた。


　ひらひらした裳も裾すその服を着るのは躊躇ためらわれるユーリは、持参した艶あでやかな色合いの民族衣い装しよう──上から下まで一体になった前合わせの絹製の衣装だ──を着て帯を締しめていた。


「じゃあ、俺たちは晩餐に行くからな、マリウス」


　とリカルドが声をかけると、馴染みの女性どころか、手当たり次し第だいに女性に声をかけて戻ってきたマリウスは──その割に成果がなかったとがっかりしていた──丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎを返してきた。


「はい、行ってらっしゃい、王子」


　細身の筒袴にリネンの下着──上着の下に着る服という意味合いだ──を着て、その上からネルの上着を羽織っているマリウスは、なるほど女子が放ほうっておかないだろうというくらいには好男子に見える。


　こいつのこの見せかけに騙だまされた女子はいったい何人……いや何十人もいるのだろうな。


　と思いつつ、リカルドはマリウスに釘くぎを刺さすのを忘れない。


「おとなしく留守番していろよ？」


「言われるまでもありませんけど？」


「ふらふらと出歩いて、王宮の侍じ女じよを誘ゆう惑わくして歩くなよ？」


「いやだなぁ、そんなことしませんよ。少なくともここでは」


　だろうな。今度この王宮で何か問題起こしたら、おまえ、国を追放されるかもしれないもんな。


「んじゃ、行ってくる」
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　リカルド、セフィア、ユーリ、セイラの四人が食卓について国王の登場を待っている。


　ここは国王専用の食堂で、こうしてリカルドを始めとする王族が王宮を訪れたときや、王都を訪れた他国の王族や高官、大商人などの賓ひん客きやくをもてなすときに使われる部屋だ。





　ほどなくして、リカルドの父、リディア国王が現れた。


　年の頃ころは三十代後半といったところだろうか。飄ひよう々ひようとした印象で、いかにも国王というような威い厳げんはあまり感じられない。


　初めてお目見えしたときに、セフィアは「あの気さくさが好もしいのじゃ」などと言っていたが、息子むすこのリカルドとしては、どうなんだろうなという評価を下さざるを得ない。


　こいつの場合、気さくというより馴なれ馴なれしいって言ったほうが合ってるからな。


「やぁ、リカルド、元気にしてた？」


　ほらな。これがうざいんだよ。


　リカルドはため息を吐つくと、


「ああ、元気だよ」


　とおざなりな返事をする。


　国王が食卓の前に立つと、侍女が大きな背もたれのついた椅子を引いてやる。


　にこにこと笑いながら、国王は静かに椅子に腰こしを下ろした。


「セフィアちゃんもユーリちゃんもセイラちゃんも、みんな相変わらず可愛かわいくて、リカルドが羨うらやましいねぇ」


「お、お誉ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくでございます」


「ありがとうございます」


「国王様もご健けん勝しようのご様子で何よりです」


　椅子から立ちあがった三人がそう言葉をかけながら丁寧に低頭した。


「ああ、堅かた苦くるしい挨あい拶さつは抜きにして。はい、座って座って」


「「「ありがとうございます」」」


　三人はまたも一礼して、その後、静かに腰を下ろす。


「じゃあ、運んで」


　国王が侍女に言葉をかけると、侍女は隣となりの配はい膳ぜん室へと退さがっていった。





　少しして、配膳用の手押し車を押した給仕服姿のネゥネゥと、同じく手押し車を押した給仕服姿の侍女数名が現れた。


　汚よごれた料理服のままでは失礼だということで、ネゥネゥも給仕服に着き替がえたのだろう。


　ネゥネゥは国王の下もとへ、リカルドやセフィアのところには侍女たちが、それぞれ手押し車を押して近づいていく。


「お待ちどおさまです」


　国王の横に手押し車を止めたネゥネゥは、上下が何段かに区切られた手押し車の中から料理の盛られた皿を取りだして、手て際ぎわよく国王の前の食しよく卓たくに並べていく。


「鶏とり和あえずの第だい一いち陣じんでございます」


　いや、和えてあるだろ、これ。


　侍女が並べていく自分の分の皿を見ながら、リカルドは思わず内心で突つっ込こんでしまう。


　並べ終わったネゥネゥが恭うやうやしく一礼すると、眼前に並んだ皿と、そこに盛りつけられた料理を見み渡わたした国王が、


「これこれ、これを待っていたんだよ」


　と言って揉もみ手てをした。


「リカルドが連れていっちゃったから、ネゥネゥちゃんの料理を食べられなくて寂さびしくってねぇ」


「おい！　俺がネゥネゥを無理やりさらっていったみたいな言い方するなよ。ネゥネゥはあんたが付けてくれたんだろうが」


「あれ、そうだっけ？」


　しらばっくれやがって、こいつは。


「まぁでも、ネゥネゥちゃんが王宮に戻もどってきてくれたからいいんだけど。またこうして、美お味いしい料理を食べられる」


　国王はそう言って両手を広げ、食卓に並んだ料理の数々を満足そうに見渡した。


　そんなネゥネゥの今夜の献こん立だては。





　牛の肉にく塊かいの炙あぶり物。


　魚ぎよ介かいと茸きのこの炒いため物。


　新しん鮮せんな野菜の蒸むし物。


　黒麦のパン。


　豆と鶏肉のスープ。


　サラマンダーの肉の焼き物。


　新鮮な果実を搾しぼった果か汁じゆう。


　葡ぶ萄どう酒しゆ。


　などなど。





　ちなみに、サラマンダーの肉だが。


　リカルド一行が最初にシュールティスへ行く途と中ちゆうで遭そう遇ぐうした場所一帯がサラマンダーの棲せい息そく地であることが確かく認にんできていたから、今日のためにわざわざネゥネゥが出向いてサラマンダーを狩かってきたのだった。





「いやぁ、ネゥネゥちゃんの料理は、見て、匂においを嗅かいだだけで涎よだれが止まらないね。ねぇ、リカルド？」


「ん？　ああ、そうだけどさ。でもな、ネゥネゥは俺の城からここまでやって来たばかりなんだから、あんまりこき使うなよ」


「いえいえ、王子様、これはわたしが進んでやっ蛸たことですのでお気にな皿さらズッキーニ」


　やっ蛸と……やったこと、か。そして、な皿ズッキーニ……は、なさらずに、か。飛ばしているな、ネゥネゥの奴やつ。


「いやぁ、ネゥネゥちゃんの料理食材駄だ洒じや落れも相変わらず冴さえているねぇ」


　冴えてるかぁ？


　と思うリカルドだが、そこは突っ込まないでおく。


「けど、ネゥネゥちゃん」


「はい、国王様？」


「給仕服の裳裾はもう少し短いほうがもっと料理が美味しくなると思うんだけど」


「そうで生しよう姜が？」


「そうだとも」


「では、今度はもう少し短い給仕服で登場することにいたします」


「おい、待て。裳も裾すその長短と料理の美う味まさがどう関係するって言うんだ！　ネゥネゥも、こいつのスケベ心を満足させてやることなんかないんだぞ。どうせ料理を盛った皿を並べてるときに裳裾を捲めくってやろうとか、そんな不ふ埒らちなことを考えてるだけなんだから」


「えぇっ、そうだったんですか？」


　ネゥネゥがマジマジと国王のほうを見ていると。


「どうしてわかったの？」


「わからんほうがどうかしてるだろっ！」


「リカルドも一いつ緒しよに捲る？」


「えぇっ？　王子様まで一緒になって!?　でしたら、超ちようみじ貝かい給仕服に着替えます」


「いやいや、ちょっと待てぇ……」


　ぞくぅ。


　何やら怖おぞ気け立って、リカルドが隣に座るセフィアに目をやると。


「ほほう。リカルド殿どのはネゥネゥの裳裾を捲りたかったのか。さようか。吾われの裳裾は捲ろうとせんのになぁ」


「おま……何を言って……」


「リカルド様、僕の着物は、捲らなくても簡単に前が割れますから、お気軽にどうぞ」


「おまえも適当なこと言ってんじゃねえ！」


「ふむ、困ったな。ボクはそこまでリカルド王子にいい思いをさせる気はないのだけれど、セフィア殿とユーリ殿がそこまでするというのなら、ボクも黙だまって見ているわけにはいかないかな。どうだろう、リカルド王子、ボクも短裳を着たら捲る気になるかな？」


「捲らねえよっ！」


「セフィア殿とユーリ殿とネゥネゥは捲るのにボクは捲らないというのは、ボクに対する侮ぶ辱じよくではないだろうか」


「誰だれの裳裾も捲らないって言ってんだよっ！」


　あ～～、も～～、こいつらは。


　リカルドは頭を抱かかえそうになってしまう。


「あっはっはっ、モテモテで羨ましいねぇ、リカルド」


　いや、笑い事じゃないんだって。マジで。本当に。


「あ、あの、王子様、わたし、着き丈たけはどのイクラい短くすればいいのですか？」


　どのイクラい……どのくらいか。


「って、そういうことじゃなくてぇぇ！」


　余計なことを言うなと、リカルドは殺人光線を発射しそうなほど鋭するどい視線をネゥネゥに向けたが。


「おぉっと、手が滑すべった」


　セフィアの手元からフォークが飛んできた。


「おわぁっっ!?」


　リカルドが食卓に乗せていた手を引っ込めると。


　びぃぃ～～ん。


　食卓に突き刺ささったフォークが震ふるえている。


「あっ、危ないだろうが、セフィア！」


「これはすまんことをした。つい手元が滑ってな。わざとではないので許してくれ」


　今のどこがわざとじゃないと言い張るかな、こいつは。


　とうとうリカルドは本当に頭を抱え込んでしまった。


「あっはっはっはっっ」


　国王の高笑いが食堂に響ひびき、さすがのセフィアも居住まいを正す。


「あぁぁ、大変失礼いたしました。お許しくださいませ、国王様」


「いやいや、気にしなくてもいいですよ、セフィア王女。ユーリ王女もセイラ王女も」


　正確に言うと、ユーリは今、王女じゃないんだけどな。まぁ、その辺の事情も国王には教えてあるんだから、今さら説明し直さないけど。


「さて、そろそろ晩ばん餐さんを始めないと、せっかくのネゥネゥちゃんの料理が冷めてしまう。いただこうじゃないか」


「……だな」


「では、わたしはこれで失礼いたします。どうかごゆっ栗くりと堪たん能のうなさってください」


　丁てい寧ねいに頭を下げたネゥネゥが、侍じ女じよたちと共に配膳室へと退がっていく。


　あいつ、どんなときでも料理食材駄洒落を止やめないのな、とリカルドはむしろ感心した。
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　こうしてリディア国王とリカルド王子の晩餐が、王子の婚こん約やく者しや三人を交えて始まった。


　料理を作ったのはネゥネゥなので、その味は保証付きだった。


　四人はネゥネゥの料理に舌した鼓つづみを打ちながら、当たり障さわりのない会話を続ける。





　やがてネゥネゥ以下が、料理の第二陣じんを運んできて。





　四人はそれもあらかた平らげ、和わ気き藹あい々あいとした晩餐も終わりに近づいてきた。





　またネゥネゥたちが食堂に現れた。


　食後の焼き菓が子しに紅茶を運んできたのだ。


　侍女たちは済んだ皿をてきぱきと片付け。


　ネゥネゥが焼き菓子の載のった皿を配り。


　別の侍女が熱い紅茶の入った陶とう器きの器うつわと受け皿を食しよく卓たくに置いていく。


「胡桃くるみと干ほし葡ぶ萄どうの焼き菓子でございます。黒砂糖で甘く焼いてありますので、紅茶に合う果か糖とう思います」


「ありがとう、ネゥネゥちゃん。料理、美お味いしかったよ」


　と国王が声をかけると。


「ああ、美味しかった。さすが、ネゥネゥだ」


　とリカルドが続いた。


　セフィアも、


「うむ、ネゥネゥの料理には一年近く世話になったからな、もう舌も慣れたはずじゃが、こうして王宮の食卓で食べると、また格別の味じゃな」
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　と誉ほめそやし。


　ユーリやセイラもネゥネゥの料理を持ちあげた。


　ネゥネゥは照れくさそうに四人に向かって頭を下げた。


「ありがとうございます！　作った料理を誉ほめられるのがいちばんの幸せです。わたしも一年間、皆みなさまに料理をご提供させていただけて、とても楽しかったです。貴重な食材や新しい食材などを見つけたりもできましたし」


　そう言って笑ったネゥネゥの笑顔えがおがリカルドには眩まぶしかった。


「いやぁ、やっぱりネゥネゥちゃんの料理は美味しいよねぇ。リカルドがネゥネゥちゃんを連れていっちゃったから、どうも毎日の食事が寂さびしくてねぇ」


　国王がそう言うと、すかさずリカルドが突つっ込こんだ。


「だから！　ネゥネゥは、あんたが付けてくれたんだろ！　俺がさらっていったみたいな言い方をするなと、あれほど！」


「付けたあと、ちょっと後こう悔かいしてねぇ」


　ふん、ざまぁみろ。


「おかげで俺はいつもネゥネゥの料理を食べられてありがたかったけどな」


　とリカルドが言うと、またもやネゥネゥが嬉うれしそうな、恥はずかしそうな、照れくさそうな笑みを浮うかべる。


「それも今日で終わり。明日からは以前のように、毎日ネゥネゥちゃんの料理を食べられるからいいや」


「もう今夜から食べてるだろ」


　とリカルドが突っ込むと。


「いや、今夜は君たちとの晩餐だから、特別だよ。食材だって、けっこういい物使ってるんだよ？」


「ああ、そうだな。そこはありがたいと思ってるよ」


「ってことで、明日から、またいつもの食事をよろしく頼たのむね、ネゥネゥちゃん」


「はい、国王様、お任せください」


「ん、じゃ、退さがっていいよ。ご苦労様」





　国王自みずから料理人に声をかけるか。さすがにリカルド殿の父君という感じかの。リカルド殿が相手の身分に拘かかわらず分け隔へだてのない対応をするは、この父君からの薫くん陶とう……ということかの。


　俯うつむき加か減げんのまま、それとなくリカルドと国王の様子を窺うかがっていたセフィアが感心する。


　国王が特別なのか、リディア王家の伝統なのか。いずれにせよ興味深いところじゃの。





「では、失礼します」


　深々と低頭したネゥネゥが食堂から退出していく。


　これでネゥネゥの作る料理ともお別れか。ちょっと料理食材駄だ洒じや落れが鬱うつ陶とうしかったけど、料理や味付けは絶品だったから、今夜が食べ納めかと思うと少し残念だな。ネゥネゥだけじゃなくて、アイオリッタもカオルゥも、元の持ち場へ戻もどっていっちゃうんだな。


　ある種の感かん慨がいと共にリカルドは、給仕服に身を包んだネゥネゥの後ろ姿を見送った。


　一年間に亘わたって一緒に苦労を重ねてきた仲間とも今日でお別れかと思えば、リカルドもやはり一いち抹まつの寂しさを感じないわけにはいかない。


　最初の頃ころは自分に突っかかってくるばかりで辟へき易えきしていたアイオリッタでさえ、明日からは滅めつ多たに顔を合わせることもなくなるのだと思うと、なんとなく残念に思えてくるから不思議なものだ。


　でもって、どうでもいいマリウスだけが俺の城に残るわけか。もうあいつも、この城へ返してもいいんじゃないか。


　リカルドがとりとめもなくそんなことを思っていると。


　国王が呼び鈴りんを鳴らして侍女を呼んだ。
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　直すぐにひとりの侍女が現れた。


　その侍女も給仕服姿だったが、裳も裾すその丈たけが先ほどの侍女たちよりもかなり短かった。


　こちらが国王の趣しゆ味みを忠実に反映した衣い装しようだとするのなら、やはり血は争えないというところか。


　国王は空の酒しゆ杯はいを手にして軽く振ふった。


「紅茶はもういいから、葡ぶ萄どう酒しゆをくれるかな」


「はい、国王様」


　侍女は食卓の脇わきに置いてある手押し車から葡萄酒の瓶びんを持ちあげ、国王の酒杯へと注いでやる。


　侍女の両手が塞ふさがった隙すきを狙ねらって、国王が彼女の裳裾をぺろっと捲めくった。


「今日も可愛い下帯だね」


　国王は侍女の裳裾を捲ったまま裳裾の中を覗のぞき込んでいる。


　やはり裳裾が短いのは国王の趣味じゃったか！　というか、あの父にしてこの子ありといったところか!?　いやいや、リカルド殿どのはあそこまで手が早くはないの。というより、むしろ遅おそいのではないか？　未いまだ吾われに対して手も足も出そうとはせんのじゃからな。もう少し、こう、積極的に来てもいいのではないか？　リディーアウゲン城にいるときなど、吾は侍女の恰かつ好こうをしておるというに、どうして裳裾のひとつやふたつ捲りにこんのじゃ!?　リカルド殿が捲りに来るのであれば、吾も限界ぎりぎりに小さな下帯とかで出で迎むかえてやったのに……って、いやいやいや。出迎えるとか、何を言っておるのじゃ、吾は！


　セフィアが内心で盛大にひとりノリ突っ込みを繰くり広げている向こうでは、まだ国王が侍女の裳裾を捲りあげていた。


　ところが侍女は国王の悪戯いたずらにもまったく動じない。ゆっくり静かに葡萄酒を酒杯に注ぎ終えると、丁寧に酒瓶を卓上に置き、それからおもむろに国王の手を払はらい除のけた。


　なかなか肝きもが据すわっている侍女である。


「晩餐のお席でお行ぎよう儀ぎが悪うございますよ、国王様」


「僕は元から行儀が悪い男だしね」


　などと嘯うそぶいて、国王はなおも裳裾を捲ろうと手を伸のばす。


　侍女が手を払う。


　国王は払われた手をまた伸ばす。


　侍女がまた払う。


　伸ばして。


　払って。


　伸ばして。


　払って。


　やがて二人の手の動きが、目にも留まらぬほど速くなっていき。


　ぱし、ぱし、ぱし、ぱし。


　格かく闘とう技ぎの稽けい古こでもしているかのような光景が現出する。


　さすがのセフィアやユーリ、セイラも呆あきれ顔だ。


　頭を抱かかえたリカルドは、思わず食卓に突っ伏ぷしそうになってしまった。


　こいつは。本当にこいつはもう。


「ほら、リカルド、君も手伝ってよ」


「何をだよ！」


「何をって、この娘この裳裾を捲るのを」


「ひとりでやってろ……じゃなくって！　その娘この言うとおりだろ！　晩餐の席でそんな下品な真ま似ねをするな！」


「そんなに気にしなくても。ここにいるのは身内だけなんだし」


「いや、他国の王女様が三人もいるだろ」


「君の婚こん約やく者しやなんだから身内みたいなものでしょ」


　あ、こいつらのことを、もう身内だって認めてくれるのか。


　セフィア、ユーリ、セイラのことを父王が身内と認めてくれたので、リカルドは喜んだのだが、直ぐに我に返る。


「身内だからって、あんたが下品な猥わい褻せつ行こう為いに及およんでいい理由にはならないぞ！　見ろ、セフィアたちも呆れて声を失ってるわ。なぁ、セフィア？」


「あ？　あ……あ～～そうじゃな。リカルド殿も少しは父君を見習って、可愛い婚約者に手なり足なり出してみたらどうじゃ？」


「は？　なに言ってんの、おまえ？」


「そうですよ、リカルド王子様。僕もリカルド様でしたら、いつでも脱ぬがされる覚かく悟ご完かん了りようしていますし」


「いやいやいや。だからなに言ってんの、ユーリまで！」


「ふむ。セフィア王女の言うとおりだ、リカルド王子。紳しん士しもほどほどにしておかないとヘタレ王子などというありがたくない異名を頂ちよう戴だいしてしまうよ？」


「だから！　セイラまでなに言いだすの!?　っていうか、どうしていつの間まに俺を責める流れになってんの!?」


「あっははは、セイラ王女の言うとおりだよ、リカルド。そんなふうに気取ってても駄だ目めなんだからね。可愛い女の子にはどんどん積極的に行かなくちゃ。ってことだから、君はそちらの婚約者三人の衣装を捲ればいいとぶぁあっっ!?」


　国王の顔面に侍じ女じよの掌しよう底ていが命中していた。


「エゥリちゃん、酷ひどいよ。僕が余よ所そ見みした隙に殴なぐるなんて」


「殴ったわけではございません。今の一いち撃げきは、わたくしから敬愛する国王様への愛を込こめた教育的指導に過ぎません。では、わたくしはこれにて失礼いたします」


　侍女は澄すました顔を崩くずさないまま丁てい寧ねいに一礼して部屋の隅すみに退がっていった。


「んもう、エゥリちゃんたら、いつも厳しいんだから」


　国王は右手で顔を撫なでながら左手を葡萄酒の入った酒杯に伸ばした。


　侍女エゥリの見事な対応に、セフィアやユーリ、セイラの顔に称しよう賛さんの色が浮かぶ。


　国王の顔を侍女が叩たたいて、それを国王が咎とがめもせんとは。なるほどな、これがリディア王家か。


　どうやらリカルドの父王が特別というわけではなく、リディア王家は代々臣下に対してこのように親しげで開けっぴろげな対応をしてきたようだ。


　その典型がこの国王ということなのじゃな。


　セフィアは感心すると同時に呆れもする。


　一年をリカルドと共に過ごし、ある程度までリディア王家の家風というものを想像していたセフィアだが、ここまで極きよく端たんとは思わなかった。


　まぁ、リカルド殿がそんな環かん境きようで育ったからこそ、吾はリカルド殿に助けられたと言えなくもないな。そこは父王様に感謝せんとならんが、しかし、このあとのことは……。


　セフィアが眉まゆを顰ひそめてリカルドに視線を向ける。


　それに気づいたリカルドは、たちまち表情を引き締しめた。


　ああ、そうだ。今は国王こいつの猥褻行為を責めてる場合じゃなかった。いや、責めたいんだけど、まぁいつものことだし。責めてると、何な故ぜか俺にとばっちりが来るし。


　これから話すことは、内容が内容だ。あまりおちゃらけた雰ふん囲い気きでは話し難にくい。


　リカルドは真ま面じ目めな顔になり、肝かん心じんの話をどうやって切り出そうかと国王の顔色を窺った……のだが。


　葡萄酒を口に含ふくんだ国王が、上うわ目め遣づかいにリカルドを見やった。


「で、リカルド、君、何か話があるんじゃないの？」


　国王おやじに先手を打たれた！


　リカルドは内心で舌打ちする。


　自分が話そうとすることを国王に見み透すかされているような気がして不ふ愉ゆ快かいになったが、そこは抑おさえておく。


「ああ、まぁ、あるんだけどな」


「聞くよ？」


　またもやおもむろに酒杯を口に運び、美う味まそうに葡萄酒を一口、二口と啜すすると、国王は酒杯を卓たく上じように戻す。


　微かすかに身じろぎをして緊きん張ちようを顔に浮うかべるセフィアやユーリを、国王は面おも白しろがるような顔で見やった。


　実際、国王は面白がっていた。


　婚約者を三人引き連れ、息子むすこが婚約者巡めぐりの旅の首しゆ尾びを報告に来た。その三人の婚約者とは一年ものあいだ一いつ緒しよに過ごしてきたのだという。


　父として国王として、彼女たちのことが気にならないはずがない。


　いや、気に入らないはずがないと言うべきか。


　リカルドのことを気に入ってくれた王女たちに、彼は感謝しているのだ。


　手当たり次し第だいというと少し大げさだが、実際、息子に十六人の王女との縁えん組ぐみを進めたとき、国王はこの中から果たして何人が残ってくれるだろうかと危あやぶんでいたのは事実だった。


　だから十一人の婚約者と婚約を続けることになったとリカルドが報告を寄よ越こしたとき、彼は驚おどろいたものだ。


　正直、リカルドがそこまでの結果を残せるとは国王自身も思っていなかったから、素す直なおに感心もしたし、少し誇ほこらしい気分にもなった。


　もっとも、十一人もの婚約者が残った以上、今後のリディア王国としての対応も微び妙みようで難しくなるのは事実だが、その辺はリカルドの才覚に任せようと思う国王である。


　十一人もの婚約者に婚約の継けい続ぞくを認めさせたのだから、そちら方面におけるリカルドの資質、才能といったものに、それなりの敬意を払ってもいいだろうと国王は思っている。


　それよりも今は。


　国王の興味は──言い方を変えるとそれは「不安」ということになる──別のところにあった。


　リカルドが婚約者たちと語らって何を画策しているのか、ということに。


　そして今日、その話をするために王都までやって来たのだということも見通していた。


　でなければ、すでに報告を済ませてある事こと柄がらを、改めて報告しに行くなんて言うはずがないだろうし。う～～ん、まぁだいたいのところは想像がつくんだけど。僕もそのための布石は打ってるしね。あとはリカルドがどの程度の覚かく悟ごで事に臨もうとしているのか……なんだよね。それによってはリディア王国としての対応も変わってくるからねぇ。


　いつもと変わらぬ平静な口調で話を始めたリカルドのことを国王はじっと見み据すえ、内心密かに思案を巡らせるのだった。





　　　　９





「……ってことで、十六人全員のところを回り終えたわけだが」


　長々とした経過報告を済ませたリカルドが、最後に結論を述べる。


「報告書に書いたとおり、十一人の婚こん約やく者と婚約を継続……という運びとなった」


「十六人中、十一人と婚約継けい続ぞくね」


　それまで難しい顔で話を聞いていた国王の表情が少しだけ和やわらいだ。


　リカルドは父王が何を言うつもりかと少し身構えたのだが、案に相そう違いして彼は、


「頑がん張ばったね、リカルド」


　と誉ほめてくれた。


　珍めずらしく表情と言葉が一いつ致ちしている。


「お……おお？」


　リカルドは少々拍ひよう子し抜ぬけの気分だ。


「十一人も残っていれば上出来じゃない？」


「い、いや、俺もそう思うけど。自分で自分を誉めてやりたいくらいだけど」


　リカルドは人知れず安あん堵どの息を吐はいて思わず本音を漏もらしてしまう。


「けど、意外だな」


　すると国王は焼やき菓が子しの盛られた皿に手を伸のばし、一つ抓つまむと、それを口に放り込んでから応えた。


「何がかな？」


「十一人じゃ少ないと言われるか、それとも十一人も残したら多すぎだって言われるかのどちらかかと思ってたんだけどな」


　国王は口の中の焼き菓子を軽く嚙かみ砕くだく。


「うん、甘くて美お味いしいね、これ」


　リカルドは逸はやり立たつ気持ちをいなされ、小さくずっこけた。


　それを横目で見たセフィアは、思わず声に出して笑いそうになるのを必死で我が慢まんした。


　はは。あのリカルド殿どのが手玉に取られておるわ。この国王に鍛きたえられたのだとすれば、なるほど、リカルド殿の胆たん力りよくが並外れているのもわかる気がするの。


　国王は、その上品な甘さを堪たん能のうするように口の中で焼き菓子を咀そ嚼しやくしていたが、やがてそれを呑のみ込み、顔をリカルドのほうへと向けた。


「そんなことは言わないよ」


　国王は、また葡ぶ萄どう酒しゆの入った酒しゆ杯はいに手を伸ばす。


「本音を言えば、半分も残ればいいほうだと思っていた。他の国と揉もめさえしなければ、二、三人でも仕方がないと思っていた」


　リカルドの顔が嫌いやそうに歪ゆがむ。


「本当に本音だな」


　葡萄酒の残りを飲み干すと、国王は部屋の片かた隅すみで控ひかえている侍女に合図を送った。


　すかさず侍女のエゥリが進みでて国王の酒杯に葡萄酒を注ぐ。


　さすがの国王も今度ばかりは空気を読んだらしく、エゥリが両手で葡萄酒の瓶びんを捧ささげ持もっているのに何もしようとしなかった。


　っていうか、それが当たり前だけどな！


　マリウスがやたらと王宮の侍女や貴族の子女などに手を出すのは、国王の手て癖くせの悪さに影えい響きようされたからではないのかと疑うリカルドだった。





　侍女エゥリが退さがるのを待って、再び国王が口を開いた。


「いやいや、しかし、十一人もの可愛い婚こん約やく者に囲まれて幸せ者だね、君は。本気で羨うらやましいと思っているよ」


　国王の顔は割と真面目で、皮肉なのかどうか判断がつかない。


　リカルドはジト目になって嫌みを言う。


「見たこともないのに、どうしてみんな可愛いってわかるんだ？」


「君、面食いだしね。実際、そこに座ってるお三方がとびっきり可愛いでしょ。だったら残りの八人もきっと可愛いでしょ」


　セフィアは嬉うれしそうな顔を隠かくさず。


「あぁ、いや、そんなことはありますぞ、国王様」


　ユーリは照れ照れと頭を搔かいて。


「そんなこと言われると、僕、赤面してしまいます」


　セイラは芝しば居いがかった顔で大きく頭を下げ。


「リディア国王様がこれほど正直なお方とは今まで知りませんでした。ボクの迂う闊かつさを、どうかお許しください」


　おいおい、こいつら、まんまと手玉に取られちゃってるよ。


　リカルドは小さく肩かたをすくめてみせた。


「……たしかにこの三人は可愛いけどな、みんながみんな、可愛いわけじゃないぞ。食えない奴やつとか手て強ごわい奴とか一ひと筋すじ縄なわじゃいかない奴とか面めん倒どうくさい奴とか、いろいろといるんだよ、これが」


　っていうか、セフィアやユーリやセイラは可愛いけど、じつは手強かったり扱あつかい難にくかったり気を使ったりするんだけどな。


　という内心の思いは微み塵じんも感じさせず、


「まぁ、それなりに頼たよりになる奴が多いのも事実だけど」


　とフォローしておくのも忘れない。


「そ。それはいいね。頼りになる王女様は、とても頼りになるものだからさ」


　なんだ、そりゃ。意味不明だっての。


「で？　経過と結果はわかったけど、君が話そうとする本題は、そこから先、未来のことなんでしょ？」


　リカルドは、ふぅと息を吐はく。


　やっぱり俺の思おも惑わくはお見通しか。だったら、あれこれと寄り道する必要もないな。飾かざる必要もない。単刀直入に行くか。


「そう、今後のことだ。実は俺、最初にセフィアと会ったとき、正確に言うと、セフィアと会って謀む反ほん騒さわぎで彼女が国を追われることになったときに約束したことがあるんだ」


　そこで言葉を切ったリカルドは、国王の顔を正面から見据える。


　国王は何も言わず、表情も変えず、上うわ目め遣づかいにリカルドを見ているだけだった。


　続きを話せってか。いいだろう、じゃあ本題だ。


「俺はセフィアにシュールティスの王女の地位を奪とり戻もどしてやると約束したんだ。だから俺は、婚約者巡りの旅が一段落した今、彼女との約束を果たそうと思っている」


　リカルドは、そこまでを一息で言い切った。


　国王の目が僅わずかに細められた。


「つまり？」


「つまり、王位の簒さん奪だつ者しやに対する戦いを始めようと思ってるってこと」


「君が？」


「俺がだ」


「シュールティスはそこそこ大きな国だよ。兵力も多い。たしかに謀反で王位を奪うばった現国王に対して潜せん在ざい的な不満を持つ者は多いだろうけど、顕けん在ざい的な反対勢力はいない。君に現国王を打だ倒とうできるほどの兵力があるの？　言っておくけど我が国にはないよ？」


「ああ、言われなくてもわかってるよ。リディアの兵を使うつもりはない……と言い切るつもりもないけどな。貸してもらえるなら、ありがたく借りるつもりだ。だけど、主力はリディアうちの兵じゃない」


「じゃあ、どこの兵力を使うつもり？」


　国王が、リカルドの隣となりに座っている三人にちらりと視線を走らせた。


　正確に言えば、ユーリとセイラにだ。


　ふたりは決意を目に漲みなぎらせ、胸を張って国王の視線を受け止めた。


「このふたりにも借りるけど、それだけじゃない。俺の婚約者全員から兵を借りて連合軍を組織する」


　国王が僅かに目を見開いた。


「そんなことが可能なの？」


「積極的な奴もいれば消極的な奴もいる。当然、各人で姿勢は違ちがうし、貸してくれる兵力にも多た寡かはあるけど、協力するという約束はみんなから貰もらってるんだ」


　国王は小さくため息を吐ついた。


「なるほど。ただ婚約者に会いに行ってるだけにしては時間がかかっていると思ったら、そんな企くわだてを進めていたんだね」


「まあな。この仕込みに半年以上かけたからな」


「でもリカルド、君の婚約者たちは協力してくれるとしても、それぞれのお国はどうなんだい？　各国の国王様や女王様も承知しているのかな？」


「そちらは王女様たちに任せてある。話を通してくれてる者もいるけど、まだ話を通していない国もある。もし駄だ目めだと言われた場合でも、裏からこっそり手を貸すと言ってくれてるから」


　ユーリが、国王様、と呼びかけて頭を下げた。


「僕の国、イ・ウー・ハン国は必ずリカルド王子にご協力します。といいますか、女王様がその気満々で、リカルド王子が兵を挙げたら必ず協力すると申しております。ですから、どうかリカルド王子の行動をお認めくださいませんか」


　今度はいきなりセイラが立ちあがった。


「国王様。ボクの国、サンクトファウレは、国として正式に兵を出すことはしませんが、ボクがボクの城の兵を率いて馳はせ参ずるのであれば父王も黙もく認にんしてくれます。ボクはリカルド王子やセフィア王女の力になりたいのです。ですから、この企てに参加させていただこうと思っております。どうかリカルド王子の企き図とをお認めください」


　セイラが身み振ぶり手振りを交えてそう熱弁すると、国王は感心した顔になって、マジマジとリカルドを見つめた。


　驚おどろいたな、リカルド。君、僕が思っていたよりずっと女誑たらしの素質があったようだねぇ。まぁ女の子に好かれるのは悪いことじゃない。っていうか、いいことだし。それより。


　国王が本当に驚いているのは、実はそこではなかった。


　自分の競争相手であるセフィア王女が国に戻り王女の地位を奪り戻すために、ユーリやセイラが尽じん力りよくしていることに彼は心の底から驚いている。


　それって、一いつ緒しよに旅をして回った者同士の紐ちゆう帯たい……なのかな。でも、他の八人の王女様まで協力してくれるというのが、驚きを通り越こして不思議だね。それが君の誠意の見返りというわけなのかな？


　国王の顔色を読み取ったのか、リカルドは先回りをして応えた。


「積極的にか消極的にかはともかく、各王女が俺の企てに乗ってくれたのは、要するに、彼女たちの国が『馬車に乗り遅おくれたくはない』ってことでもあるのさ」


「ああ、なるほどね」


　と国王は頷うなずいた。


「イ・ウー・ハンみたいに精強な軍を持つ国や、ロサ・ロゼやサンクトファウレみたいな強国が馬車に乗っているとなれば、自分たちだけが乗り遅れたくはないだろ？」


「謀反人を討うつ！　という大義名分のある馬車だしね」


「そう、そこも大事なことだったんだ。何しろ正義はこちらにある」


「正義じゃ腹は膨ふくれないけど、兵を起こす大義名分にはなるよね。利益はあとからついてくるものだし」


「そういうこと。もしかすると、また支配者が交代するかも……と思えば、新しい支配者候補に恩を売っておくのは大事なことだからな」


「新しい支配者ね。つまり、リカルドはセフィア王女を謀反人討とう伐ばつ軍の旗印に据すえようというわけ？」


　リカルドは、いいや、と首を左右に振ふる。


「セフィアよりも、御み輿こしに乗るのにもっと相応ふさわしい人がいる」


「誰だれ？」


「シュールティスの元第三王女、サイファ王女だ」


「おやおや。もうそこまで話をつけているわけか」


「第三王女の消息は割とすんなり摑つかめたから、早いうちに連れん絡らくを入れておいた。その後も何度かやり取りをしていたからな、こちらが用意した御輿に乗ることを快く引き受けてくれたさ」


「用よう意い周しゆう到とうだねぇ」


「そのくらいの下準備ができなきゃ、謀反人討伐なんか成功しやしないだろ」


　まぁそうなんだけど。この限られた時間で君がそこまでの準備をしてるというのが驚きだし、感心するところでもあるね。


「ところで、肝かん心じんの討伐軍の兵力はどのくらいになるのかな？」


「どうだろう、まだ不確定要素があるのでなんとも言えないけど、一万を少し越えるくらいは集められるんじゃないかな」


　国王はリカルドの計画が思った以上によく練られているのに感心したが、それでもどこかに遺い漏ろうがないかが心配だ。


　何しろこの企ての成否がリディア王国の未来を大きく左右することになる。一か八か、のるかそるかでは困るのだ。


　少なくとも成功確率が七割……いや八割はほしいところだよねぇ。


　そう思うからこそ、国王はリカルドの計画を詳しよう細さいに点検してやろうと考える。


　彼はまず、


「どこに討伐軍を集めるつもり？」


　と訊きいた。


「言い換かえると、どこに集結して、どこからシュールティスに攻せめ込むのか、ということだけど」


「討伐軍は集めない」


「へぇ？」


「元より各国の兵の寄せ集めだからな。一カ所に集めたからって、上う手まく共同作戦が遂すい行こうできるかはわからない。というより不安要素のほうが多い。だからひとつにまとめずに、それぞれの王女の部隊が数カ所から同時侵しん攻こうを図る……という方向で考えてる」


「う～ん、なるほど。でも、そうなると各部隊はせいぜい千とか二千でしょ？　シュールティスの現政権は少なくとも三千や四千は動かせるはずだし。それに、謀む反ほんに手を貸したサヴォイ王国の部隊もまだ駐ちゆう留りゆうしているし、総勢で五、六千くらいにはなる。有力諸しよ侯こうの兵まで動員できれば、もっと多くなるはずだよ？　各個撃げき破はされる虞おそれはないの？」


「そこが恐こわいから、数カ所から同時侵攻なんだ。敵の兵力を一カ所に集中させないようにってことさ。シュールティスの国土は割と広いから、例えば四、五カ所から一いつ斉せいに侵攻すれば、兵力の集中運用はできないだろ？　仮に兵力を集中投下してきた場合、それと対たい峙じする部隊は無理をせずに退ひく。代わりに他の地域が手て薄うすになるから、他の部隊がより内部まで侵攻できる。まぁ、押したり引いたりしながら敵の部隊を引きずり回し、その間かん隙げきを衝ついて地方の都市をこちらに引っ張り込みながら包囲の輪を縮め王都へ迫せまる……っていうのがこっちの戦略だ」


「なるほどね。意外といいかもね、それ。ただ、地方の都市が頑がん強きように抵てい抗こうしてきた場合、戦略の全体構想が崩くずれるけど？」


「こちらには第三王女と第六王女がいるからな。そこはなんとかなると踏ふんでる。やはり現国王のセルヴィンが謀反人だというのが大きい。積極的に彼を支えようとする有力諸侯は少ないだろう。その辺の感かん触しよくは得ているんだ。それに、討伐軍は周辺諸国が送ってきた連合軍だから、早々にセルヴィンに見切りをつける有力者も出てくるだろうし、こちらからも積極的に招降を図る」


「ふぅん、なかなか考えているじゃない。第三王女様と第六王女様の看板がどこまで利きくかは出たとこ勝負だけど……思ったより成功確率が高いかもね。ただ、そうはいっても、もうひとつかふたつ、駄だ目め押おしになるような何かがあるといいんだけど」


　国王がそんな感想を言うと。


「駄目押しとまではいかないけど、ひとつ、有力な情報があるんだ」


「ん？　それは何かな？」


「さっきユーリが、イ・ウー・ハンの女王様、ユゥ・ノス・ノルデ・イル・ハン様が協力してくれるって言ったけど、どうやら女王様自らが兵を率いてこの戦いに乗りだしてくださるようだ」


　というリカルドの言葉に、国王が目を剝むいた。


「本当に!?」


「本当だよ。噓うそだと思うならユーリに訊いてみろ」


　国王の視線がユーリを捕とらえると。


「本当でございます、国王様。女王様はシュールティスの現国王にいたく腹を立てておりまして、イ・ウー・ハンの部隊の先頭に立つと申しているのです」


「それは心強い話ですが……なぜ女王様がそこまで入れ込んでいらっしゃるのか、どうもよくわかりませんね」


　すると、リカルドが、


「ああ、それはだな」


　と横から口を挟はさんだ。


「シュールティスで謀反が起きたとき、俺はセフィアの城にいただろ。で、セフィアを連れて逃にげだすときにちょっとした小細工をしたわけだけど」


「ああ、セフィア王女がイ・ウー・ハンへ逃げ込んだと見せかけた、あれだね？」


「そう、それ。おかげでセルヴィンの手の者がイ・ウー・ハンへ押しかけて、『セフィア王女を差しだせ』と無礼かつ強きよう硬こうに申し入れてきたそうだ。で、ユゥ・ノス・ノルデ・イル・ハン女王様は、そのことにかなりご立腹の様子だったから、その意い趣しゆ返がえしってことなんじゃないかな」


「ふぅん。君の小細工が今ごろになって効果を発揮したってことか。まさかここまで読んでいたわけ？」


「まさか。さすがにそこまで読めるわけがない。あとあと何か役に立つことがあるかも、とは思っていたけど。予想以上に物事が上手く回ってくれたってことだな」





　将棋スカツシエの指し手は、明確な読みの裏付けがない場合でも、直感だけで指すことがよくあるという。


　盤ばん面めん全体を見み渡わたして相手のどこを攻めればいいのか、あるいは自じ陣じんのどこに手を入れればいいのかを瞬しゆん時じに判断するのが直感だが、それは大たい局きよく観かんと言い換えてもいいだろう。


　大局観に優すぐれた指し手なら、一手一手を深く読まなくても正しい取しゆ捨しや選せん択たくができるし、将来のあるべき姿を構想できるのだ。


　リカルドの放った序盤の一手は優れた大局観に裏打ちされた一手だったから、そのときには明確に読めていなくても、後々──いま現在──に効果を発揮したと、そういうことである。





　う～～ん、いい指し手になったものだねぇ、リカルド。


　国王は内心で低く唸うなった。感心した。


　十六人中、十一人もの婚こん約やく者しやと関係を継けい続ぞくさせてきたし、これなら安心して国を任せられる……かもねぇ。


　もっとも、国王はいま直すぐリカルドに任せるつもりはない。


　それはもう少し先の話だ。


　それまでリカルドには、優れた王となるために、もっと勉強してほしいし、もっと経験を積んでほしいとも思っている。


　そのためには……今回の謀反人討伐の企くわだてなんかも経験を積むにはいいかもしれないよねぇ。おまけに、成功すればシュールティスとは強固な同盟関係にも匹ひつ敵てきするような絆きずなができあがるわけだし。


　失敗したときの危険度も無視はできないが、それよりも成功したときにリディア王国が得る利益の大きさに国王は魅み力りよくを感じた。


　とはいえ冷れい徹てつな現実主義者である国王のことだ、もたらされるであろう利益がどれほど大きくても、実現の可能性が低ければ乗りはしない。


　だが、今回はリカルドの策が成功する確率は、親の欲目を除いても、かなり高いと判断した。


　であれば、やらせてみるのも面おも白しろいかな。


　ここに来て国王の心は決まった。


「うん、いいんじゃないの。思い切ってやってみれば？」


「お？　そ、そうか」


　リカルドは些いささか拍ひよう子し抜ぬけの顔になる。


　国王おやじの奴やつ、随ずい分ぶんあっさりと認めやがったな。まぁ、こいつのことだ。べつに俺の熱意にほだされたとか、そういうことじゃあ絶対にないはずだから、いちおう俺の計画の有効性を理解してくれたってことなんだよな。


　国王が認めてくれた以上、基本的な路線は間ま違ちがってはいないはずだと、リカルドは意を強くする。


「でも、もしも万が一失敗したら。いや、失敗しそうになったら」


　国王は目を細めてリカルドを見つめる。


「僕は君を見捨てるかもしれないからね？」


「こ、国王様、それは……」


　思わず腰こしを浮うかせたセフィアが身を乗りだすのを、リカルドが押し留とどめた。


「いいんだ、セフィア。そのくらいは覚かく悟ごの上だ」


「だが、リカルド殿どの……」


　リカルドはセフィアの耳みみ許もとで囁ささやくように言う。


「国王が認めてくれなきゃ、どうせ俺はリディアを飛びだすつもりだったしな。そのときはセフィアが俺を婿むこ養よう子しに迎むかえてくれるんだろ」


「それはそうじゃが。というか、あれは話の流れでそう言っただけで、本気でリカルド殿が国を飛びだすとは思うてはおらんぞ。そこまでしてもらっては吾われも心苦しいしの」


「馬ば鹿かだな。ここまで事を大きくしたんだ、そのくらいの覚悟もなしに事を成し遂とげられるはずがないだろ」


「しかし……」


「それにな、セフィア。俺が国こく王おうでも同じことを言う。だから国王あいつの言うことに一理あるんだ。むしろ当然なんだ。いざというときには国王あいつが俺を切り捨ててくれる。その担保があるからこそ、俺は思い切ったことをやれるんだよ」


「さ……さようか。吾にはよくわからん感覚じゃが。まぁリカルド殿がそう言うのなら、吾が口を出す問題でもないのかもしれんな」


　リカルドは国王に向き直り、にやっと笑った。


「ってことだから、それは俺も承知の上だと思ってくれ」


　国王は真ま面じ目めな顔で静かに頷うなずいた。
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「さてと。リカルドがそこまでの覚悟を見せてくれたのなら、こちらもそれなりのことをしてあげないとね」


　リカルドが不ふ審しんそうな顔になる。


「何をしてくれるって言うんだ？」


「そうだね。たとえば今、僕に再さい婚こん話が持ちあがってるんだけど」


「なんだってぇぇえ!?」


　リカルドは思わず立ちあがっていた。


　驚きよう愕がくに目を見開いているリカルドに向かって、国王が軽く片目を瞑つむってみせる。


「もしかすると新しい王おう妃ひ候補の母国から力を借りる……なんてことができるかもね」


　澄ました顔の国王を、リカルドは呆然と見つめた。


　こ、この狸たぬき親父おやじは。いったい、いつの間まに再婚話を進めてやがったんだ。


　王おう太たい子しであるリカルドにまったく察知されないで再婚話を進めるというのもずいぶんな離はなれ業わざのような気もするが、ここは国王が敢あえてリカルドに知られないように事を図ったと考えるべきだろう。


　まったく油断も隙もない奴だな。とはいえ、逆説的ではあるけど、だからこそ信用できるんだけどな。


　国王のこの用心深さが健在なうちはリディア王国も健在でいられるだろうと、リカルドはそう思う。


「ところで」


　リカルドは疑わしそうな目を国王に向ける。


「新しい王妃って、どこから迎えるつもりなんだ？」


「いや、まだ迎えると決まったわけじゃないけどね。相手はエルヴァウトのご婦人だよ」


「エルヴァウト王国!?　サヴォイの隣となりじゃねえか！」


「そうだね」


　国王がにんまりと笑った。


「エルヴァウトの王宮に夫を亡なくした女性がいてね、その人との縁えん組ぐみが進んでいるの。まだ若いし、美人らしいよ」


　そういうことか。本当に用意周しゆう到とうな奴だな。


　そうか、なるほどな、とリカルドが低く唸っていると、話に置き去りにされてしまったセフィア、ユーリ、セイラの三人が、どういうことなのか？　と言わんばかりにリカルドを見やった。


「あ～～、つまりさ」


　リカルドは声を潜ひそめて国王の深しん謀ぼう遠えん慮りよを解説する。


「エルヴァウトってサヴォイの隣りん国ごくだろ？」


「さようじゃな」


「つまり、シュールティスの現国王が野心溢あふれる男だとすると、いずれ周辺の国々に手を伸のばしてくるかもしれないだろ。っていうか、謀む反ほんまで起こすような男だ、野心家でないわけがない。そうなると。シュールティスと国くに境ざかいを接している国の中ではリディアがいちばん国力もないし軍事力もないと言っていい」


「「ああぁ、なるほど」」


　セフィアとセイラが同時に感かん嘆たんの声を上げた。


　ユーリだけはまだリカルドの言いたいことがわからないらしく、リカルドとセフィア、セイラを交こう互ごに見やっている。


「ってことは、現シュールティス国王にとって、いちばん狙ねらい易やすい国ってことだ」


　リカルドがそこまで言うと、さすがにユーリも理解できたらしい。ああ、と言って目を見開いた。


「そう、そういうことさ。シュールティスの現国王がリディアにちょっかいを出そうとしても、さすがに単独では難しい。となるとサヴォイから兵を借りようとするだろ。むしろサヴォイのほうから『兵を貸してやるからリディアを攻せめろ』なんて言いだすかもしれないな。そんなとき、サヴォイを牽けん制せいできるように隣国のエルヴァウトから王妃を迎えようってことじゃないのか。エルヴァウトはサヴォイと対たい抗こうできるくらいの兵力を持っているからな。大部隊をシュールティスに送れば、エルヴァウトにつけ込まれる隙ができる……とサヴォイの首脳が恐おそれるかもしれない」


「ふ……深いですね」


　ユーリが感心した表情でため息を吐ついた。


「将棋スカツシエでも外交でも、相手より多く正確に手を読んだほうが勝つんだ」


　顔を上げたリカルドは、国こく王おうに視線を向け、そして。


「今の解説でいいんだよな、国王様よ？」


「さすがだよ、リカルド。随分と頼たのもしくなったもんだね」


「お世辞はいい」


　いや、お世辞じゃないんだけどね。


「それより」


　リカルドは、まだ疑わしそうな目を向けている。


「あんたが王妃に迎えようって言うのだから相手は王族なんだろうけど、エルヴァウトの王宮にそこまで影えい響きよう力のある女性なのか？」


「うん、大だい丈じよう夫ぶ。なんてったって国王の妹君だからね」


「なんだってぇぇえ!?」


「彼処あそこの国王には兄弟姉妹しまいが多くてねぇ。国王はもう四十代後半だけど、その妹君はまだ二十代後半だそうだよ」


　今度はリカルドだけでなく、セフィア、ユーリ、セイラまでが揃そろって目を剝むいた。





　い、いつの間にそんな大物を釣つりあげていやがったんだ!?　っていうか、二十代って、国王おまえには若すぎだろ！


　むむぅ、さすがにリカルド殿のお父上じゃな、女心を摑つかむ秘ひ訣けつを心得ておるようじゃ。


　リカルド王子のお父上、我が国の女王様にも匹敵するほどの深謀遠慮ではないですか？


　なるほど、この国王様の息子むすことあれば、リカルド王子が十六人もの婚約者を向こうに回して一歩も退ひかなかったのも頷けるというものだね。ふうむ、どうやらボクも少し考え直してもいいのかもしれないな。





　などと四者四様の胸のうちだが、いずれにせよ国王の深謀遠慮に感心し、リカルドが彼の息子であることを再認にん識しきした。


「国内の有力貴族の家に嫁とついでいたんだけど、その貴族が急死しちゃって、それで王宮に戻もどっているんだって」


「それで話はどこまで進んでいるんだ？　本人も承知しているのか？　それとも、本人の意思確認はこれからか？」


「もちろん、本人の意向は確認済み。っていうか、これはむしろ先方さんからの希望でもあるんだしね」


　ドヤ顔がむかつく～～。


　リカルドは内心で舌打ちし、胸のうちで盛大に罵ののしった。


「来月には、先方さんがこの城に来るよ？」


「そんなに急な話なのか」


「まぁ、一度、こちらの様子を見に来るってだけだけどね。そのあとは、こちらから先方さんの城に行くことになってるんだ。ね？　君が旅をしているあいだ、僕だって遊んでいたわけじゃないんだよ？　必死になって準備をしていたんだから」


　リカルドとしては、もはや驚きを通り越こして呆あきれるしかない。


　っていうか。アイオリッタが泣くぞ！


　セイラに惚ほれられ、ただでさえ苦労しているアイオリッタが、ここに来てとうとう国王への想おもいを断ち切られるとなれば、彼女の苦しみはいかばかりだろうか。


　う～～ん、絶望のあまり奇き行こうに走らないといいんだが……。


　リカルドのことをさんざん馬鹿にしたアイオリッタだが、いざこういう局面になると、さすがに彼女が可哀かわい想そうになってくる。


　ま……まぁこればっかりはどうしようもないわな。なんというか、もう完全に詰つんでるもんな。


　この話が王宮に広まるとき、アイオリッタの近くにいないようにしようと心に誓ちかうリカルドだった。


　それはともかく。サヴォイが牽制できるのはたしかに大きいな。サヴォイからの援えん軍ぐんが期待できないとなると、シュールティス国内でも反セルヴィンの動きが顕けん在ざい化してくるかもしれない。たとえしなくても、積極的にセルヴィンを支えるのではなく様子見に走ろうとする奴やつは必ず出る。そうなれば、セルヴィンも王都周辺にある程度の兵力を保持しておかなくてはならないから、こちらの侵しん攻こうに対する有効な反はん撃げき手段が採とり難にくくなるし、反撃自体も遅おそくなる。


　これならいけるかもしれないと、リカルドはその思いを強くした。


　国王おやじの再婚話に助けられるってのがなんだか気分がよくないんだけど、この際、贅ぜい沢たくは言ってられないな。





　リカルドは国王に向かって言った。


「じゃあ、エルヴァウトに対する影響力の行使は任せるからな」


「ああ、任せてちょうだい。何しろ妹君は僕にぞっこんだからねぇ」


　こいつ、やっぱりむかつく～～。


「ところでリカルド」


「な、なんだ？」


「いつ開始するつもり？」


「ああ、それか」


　リカルドは大きく息を吸い込むと、一気に吐きだした。


「今の感かん触しよくだと来月の終わりには。遅くても盛夏になる前には決起できると思う」


「そうか。それまでは？」


「今までと変わらないよ。協力してくれる婚約者のところを飛び回っているだろ」


「決起の暁あかつきには？」


「俺には動かせる兵がないからな。たぶんイ・ウー・ハン国の部隊と共に行動することになるんじゃないか。ユゥ・ノス女王様が自みずから兵を率いて出で張ばってきてくれるわけだから、馳はせ参さんじないわけにはいかないし。サイファ王女もそちらに迎むかえ入れようと思ってる」


「そうだね。それがいいだろうね。じゃあ、僕からリカルドに贈おくり物をあげよう」


「はぁ？　何をくれるんだ？」


「贈り物というか、贈り者だね」


「は？」


「ほら、婚こん約やく者しやのところとこっちを行ったり来たりするなら、信しん頼らいのおける供の者が必要でしょ？　だから、アイオリッタとカオルゥ、ネゥネゥを今までどおり使ってもいいよ、ってこと」


「お？　そ、そうか。それは助かる……けど」


「けど？　何か不満が？」


「いやいや、不満なんてないさ」


　できればアイオリッタには俺の側そばにいてほしくはないんだが。ていうか……誰だれがアイオリッタに国王の婚こん姻いん話を伝えるんだよ。俺は嫌いやだぞ。


　リカルドが、ちらっと隣のセフィアに視線を向けると。


　彼女もリカルドと同じような危き惧ぐを抱いだいていたらしく、リカルドの耳みみ許もとに顔を近づけてきた。


「やはりこの話は、セイラ殿どのからしてもらうしかあるまい？」


「そ、そうだな。それしかないな」


「んん？　ボクがどうかしたのかな？」


「いやほら、国王の再婚の話を、いつ誰がアイオリッタに伝えたらいいのかってことなんだけど」


「……ああ」


　セイラは複雑な顔で頷うなずき、思い切り声を落として応こたえてきた。


「アイオリッタ殿、国王様のことを随ずい分ぶんと尊敬なさっていたようだからねぇ」


　リカルドも負けずに声を潜ひそめ、囁ささやくように返した。


「尊敬っていうより、あいつ国王のことが好きだったろ。セイラに言い寄られた挙げ句、国王が再婚しちゃうんじゃあ、踏ふんだり蹴けったりだから可哀想だなと思ってな」


「ボクに惚れられたことが踏んだり蹴ったりの『踏んだ』ことにされるのは些いささか心外なのだけれど？」


「いや、あいつにとっては幸運なことじゃないだろ？」


「そう言われてしまうのも心外なのだけれどね。まぁでも、アイオリッタ殿がボクのことを迷めい惑わくがっているのはボクも承知しているよ」


　承知していたのかよ！


　驚おどろくリカルドだが、そこは突つっ込こまないでおく。突っ込むと果てしなくややこしくなりそうだから。


「アイオリッタが国王に失しつ恋れんしたとなれば、彼女にセイラのほうを向かせる絶好の機会だろう。だからさ……」


「いや」


　とセイラがリカルドを遮さえぎった。


「ボクはアイオリッタ殿の失恋に乗じてこちらを振ふり向かせようとは思わないな。そんな卑ひ怯きような真ま似ねはしたくない」


「ああ……そ」


「それよりも」


　セイラは真ま面じ目めな顔でリカルドの顔を覗のぞき込んだ。


「たしかにアイオリッタ殿の剣けん術じゆつの腕うではボクが惚れるだけの水準にあった。しかし、ボクもサンクトファウレの王女だからね、そろそろボク自身の婚姻のことを真剣に考えるべきかもしれないと思っているんだ」


「……はぁ？」


「何を呆とぼけた顔をしているのかな、リカルド王子。ボクが真剣に婚姻を考えるとなれば、その相手は君になるのだけれど？」


「え……いや……」


　リカルドは驚きのあまり声を失った。


　その横ではセフィアが、む!?　と眉まゆを顰ひそめているし。


　さらにその横ではユーリまでもが、意外なところから強敵出現です！　とばかり腕まくりしているし。


「だってセイラは……」


　リカルドがようやく声を絞しぼりだす。


「自分より剣術の腕が劣おとってる男には興味がなかった……んじゃないのか？」


「人は日々、成長する生き物なのだよ、リカルド王子」


　おまえの口から聞かされると、随分と噓うそくさい言葉に聞こえるな。


　リカルドがジト目になってセイラを見ていると。


「つまりボクは、人の価値は剣術の腕だけによって決まるのではないということに遅まきながら気づいたと、そういうことなのだ」


　その年になってか。本当に遅いな。って、いやいや、それって……。


　リカルドは驚きの色を隠かくせないまま自分で自分の胸を指さすと。


「そうだ。リカルド王子は剣の腕はさっぱりなくせに可愛かわいい女子と見れば手当たり次し第だいに手を差し伸のべるどうしようもない男だと思っていたのだが」


「素す晴ばらしい評価をありがとうな！」


「いやいや、素晴らしい評価になるのはここからだよ」


　とセイラはリカルドを抑おさえるような仕草を見せて。


「リカルド王子、君が優ゆう柔じゆう不ふ断だんな男ではなく、ただの色しき魔までもないことは、この一年間でよくわかった」


　だから。それまでの評価が大おお間ま違ちがいだってぇの。


「今ならボクにも言える。アイオリッタ殿とは関係なく、ボクは君との婚約を続けていきたいと」


　そこで言葉を切ったセイラは、リカルドの顔を覗き込むように上体を乗りだしてきた。


「お……おお？」


「君のほうはどうなのだろうか？」


「いや、もちろん俺のほうは続ける気でいたから、なんの問題もないんだが」


「そうか。ならば、ボクがこのままリカルド王子と行動を共にしてもいいのだね？」


「ああ、もちろんだとも。っていうか、今さら別行動だと言われると、それはそれで寂さびしいぞ」


「ふふ。やはり君は、色魔ではなくても女誑たらしの素質はあるようだ。ねえ、セフィア王女、ユーリ元王女」


「さ、さようじゃな。そこは吾われも頭を痛めておるところじゃよ」


　と応えるセフィアは随分と複雑な表情だ。





　今までは一いつ緒しよに行動していても、セイラはアイオリッタが目当てで、リカルドのことは眼中にないと思っていたから、セフィアとしても彼女の存在はあまり気にならなかった。


　だが、ここでリカルド殿高評価宣言がセイラ王女の口から出てくるとはの。また新たな強敵の出現か……というか、強敵が多すぎて本当に頭が痛いのじゃが。


　セフィアはエルメンネッラやメッシナなどの、特に胸の豊かな婚約者の顔（と体）を思い浮うかべる。


　吾も気合いを入れて成長せねばならんのぉ。主に胸とか腰こしとかを。


　新たな強敵の出現に身構えたのはユーリも同様だった。


　もっとも彼女（？）の場合、とりあえず女子に戻もどるためにリカルドの側にいる必要があるわけで、自分が女子に戻るのを邪じや魔まされなければ、セイラがリカルドの評価を改めたとしても、それほど脅きよう威いに感じることはなかったのだが。





「い、いや、何を言ってるかな、セイラもセフィアも。そんなこと、あるわけないだろ」


　額に冷ひや汗あせを浮かべたリカルドの視線が宙を泳いでいる。


「あはははは」


　突とつ然ぜん、国王の高笑いが食堂に響ひびいた。


「あ」


　それでここが国王の食堂で、国王と晩ばん餐さんの最中だったことをセフィアたちは思いだす。


　セフィア、ユーリ、セイラの三人が慌あわてて居住まいを正し。


　一方リカルドは、助かったという安あん堵どの表情を浮かべて国王に向き直った。


「いやぁ、リカルド、モテモテで羨うらやましい限りだね」


「だから。そんなんじゃないからな？」


「僕も我がことのように誇ほこらしい気分だね」


「…………」


「まぁ、君と婚約者のあいだの問題は、君と婚約者同士で解決してもらうとして。話を戻したいんだけど、いいかな？」


「あ……ああ、脇わき道みちに逸そらしちゃってすまなかったな」


　とリカルドがおざなりに謝ると。


「あまり気にしなくてもいいよ。可愛い婚約者が三人も隣となりにいるんだから、人目も憚はばからずいちゃいちゃしたくなるのもわかるし」


　いちゃいちゃはしてないだろ！


　と思うものの、そこを突っ込むと、さらに突っ込み返しが来そうだ。突っ込み合戦になるとリカルドは分が悪い。何しろセフィアたちが、いつ敵方、国王のほうに寝ね返がえるかわからないのだ。


　なので、


「いいから。さっさと本題に戻れよ」


　と促うながすに留とどめておく。


「じゃあ、そうしよう」





　葡ぶ萄どう酒しゆのお代わりをしてから国王はおもむろに話し始めた。


「さっきも言ったことだけどね、君はこれからも婚約者のあいだを忙いそがしく飛び回ることになるみたいだから、事が終わるまで、アイオリッタやカオルゥ、ネゥネゥを付けておいてあげるから」


「ああ、それは助かる。けど、いいのか？　とくにネゥネゥ。またしばらく彼女の料理を食べられなくなるぞ？」


「国の将来を左右するような大事な企くわだてだからね、我が慢まんするよ」


「そうか。ありがとうな」


「おやおや、君が素直に礼を言うなんて、どうしちゃったのかな」


「いや、俺は言うべきときはいくらでも礼を言うぞ？」


　国王おまえには言うべきときがあまりなかっただけだ。


　というのは心のうちに留めておく。


「あの三人には招集をかけておくから、明日にでも打ち合わせをすれば？　どうせ直すぐに動くことになるんでしょ？」


「そうだな。じゃあ、そうさせてもらうか」


　一年間、共に苦労を重ねてきたアイオリッタ、カオルゥ、ネゥネゥと、また一緒に行動できるのは、リカルドにとって大だい歓かん迎げいである。


　それはセフィアたちも同じらしく、


「おお、またネゥネゥの料理を堪たん能のうできるのか。それは嬉うれしいのぉ」


　などと喜色を露あらわにしている。
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　こうしてリカルドは父である国王に、セフィアのためにシュールティス王国を奪だつ還かんして彼女を王女の地位に戻すという自分の構想を告げ、承しよう認にんしてもらった。


　のみならず、国王はサヴォイ王国を牽けん制せいする手段まで用意してくれた。国としての正式な参戦はできなくとも、間接的な応おう援えんをしてもらえることになったわけだ。


　強く反対されるか、反対されないまでも黙もく認にんが関の山だと思っていたから、リカルドとしては嬉しいほうに読みが外れたことになる。





　国王おやじの話を聞いて随ずい分ぶんと先が明るくなった気がする。悔くやしいが、国王あいつの先読みの能力は、まだ俺の及およぶところじゃないな。


　将棋スカツシエなら三局に二局は国こく王おうに勝てるようになったリカルドだが、政治の世界では、まだまだ敵かなわないと思い知らされた気分だ。


　まぁ、いい。今は敵わなくても、近いうちに国王あいつを越こえてやるからな。そのためにも、この企て、なんとしても成功させなくちゃならない。
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　そして翌日──。





　朝食を済ませたリカルドはセフィア、ユーリ、セイラを伴ともなって、リーディンス城の王宮に幾いくつかある評ひよう定じようの間まのひとつに向かった。





　四人が部屋に入ると、すでにそこにはマリウス、カオルゥ、ネゥネゥがリカルドを待っていた。





「待たせたな」


「お早うございます、王子」


「お疲つかれ様であります、王子様」


「ああ、お早う」


「朝食は堪たん能のうしていただけまし鷹たかの爪つめ？」


「した、した。美う味まかったぞ」


　リカルドは苦く笑しようしながらネゥネゥに向けて手を挙げた。


　リカルドはセフィアたちを座らせると、自分も椅い子すに腰を下ろした。


　評定の間の椅子は木製の簡素な物で、座面には薄うすい敷しき物ものが敷しいてある。


「ん？　そういえば」


　上座に座ったリカルドが、長ちよう卓たくを見み渡わたした。


　リカルドから見て左手にはセフィア、ユーリ、セイラが座っている。


　右手にはマリウス、一つ空けてカオルゥ、ネゥネゥが座っている。


「アイオリッタの奴やつはどうしたんだ？　この時間にここへ集合ってのは、伝えてあるんだよな、マリウス？」


「ええ、昨夜のうちに伝えましたよ？」


「寝ね坊ぼうでもしたのか。あいつに限ってあり得ないことだと思っていたけど」


　そのとき。


　評定の間の出入り口から、ぬぼ～～っとアイオリッタが現れた。


　彼女を見た七人は驚おどろきに目を見開く。


　なんだかやつれてるっ!?


　また随分と顔色が悪いの。


　髪かみもぼさぼさですし。


　なんということだ、アイオリッタ殿どのの美び貌ぼうが台無しに！


　これは……アイオリッタの奴、あの話を……。


　聞いてしまった……ようじゃの。


　リカルドたちは顔を見合わせ、アイオリッタの心痛を慮おもんぱかって彼女のほうを直視しないようにしたのだが、ひとりだけ、その手の配はい慮りよから縁えん遠どおい男がいた。


「あれぇ、どうしちゃったんですか、アイオリッタ？　まるで失しつ恋れんしたみたいなやつれっぷりですけど？」


　馬ば鹿かか、おまえは～～っっ！


　阿あ呆ほうか、マリウス殿は～～っっ！


　どうして相手の心を抉えぐるようなことを～～っ？


　恐おそろしいほど空気の読めない男だね、君はっ！


　リカルド以下の四人がしきりに目配せしてマリウスを黙だまらせようとしたのだが。


「それとも、昨晩、なんか悪い物でも食べて中あたっちゃったんですか？」


　というマリウスの言葉に、ぴくりとネゥネゥが反応する。


「それはいけません。お腹なかの調子を整える薬やく湯とうを淹いれてさしあげま生しよう姜が？」


「いや、気にしなくてもいい。べつにどこも悪いところなどないからな。ふふ。大だい丈じよう夫ぶだ。問題ない。何も問題はない」


「ですか～？　だったら、早く席に着いてくださいよ。話しておかなくちゃならないことが山ほどあるんですから。王子の企ての最後の仕上げに始まって、国王様がご婚こん約やくされた場合に備えて、お祝いの贈おくり物ものの選定まで」


「ぐはぁあっっ」


　アイオリッタが胸を押さえて腰こしを折った。


　リカルドは堪たまらず大声で突つっ込こんでしまった。


「もう黙れよ、おまえは～～っっ！」


「え？　王子は何を怒おこってるんです？」


「いいから！　おまえは黙ってそこに座ってろ！」


「あ、はい、いいですけど」


　マリウスを睨にらみつけていたリカルドは、恐る恐る顔を巡めぐらせて、アイオリッタの様子を確認する。


　彼女は膝ひざを折り、腰を曲げ、壁かべに手をつき、体を小刻みに震ふるわせ、必死に何かに耐たえているふうに見えた。


「お、おい、アイオリッタ、気分が悪いのなら無理しなくていいからな？　自室に戻もどって横になってきたらどうだ？」


「あの、薬湯を……」


　と言いかけたネゥネゥをリカルドは一睨みして黙らせた。


「ふ。ふふふ。うふふふふ」


　ぎっくぅぅ。


　アイオリッタの口から嫌いやな笑い声が漏もれてきて、リカルド、セフィア、ユーリ、セイラの四人が顔面蒼そう白はくになる。


　一方、事態が把は握あくできていないマリウスやカオルゥ、ネゥネゥは、不思議そうな、あるいは心配そうな顔でアイオリッタを見つめているだけだ。


「大丈夫。問題ない。何も問題ない。どこにも問題はない。王子が気にすることなど何もない。お腹の調子もいい。気分もじつに爽さわやかだ。さぁ、打ち合わせを始めようか」


　壁に手をつき、今にも崩くずれ落ちそうな体勢でそう言われても、まったく説得力がない。


　さすがに彼女の変調ぶりに気づいたマリウス、カオルゥ、ネゥネゥも、それ以上は声をかけようとしなかった。




[image: ]


　ようやく壁から手を離はなしたアイオリッタは、両足を引きずるような歩法で自分の席までのろのろと進み、力なく椅子を引いて、どさりと腰を下ろした。


　それは下ろしたというより落としたといったほうが相応ふさわしい座り方だった。


　どうしたものかとリカルドがアイオリッタを見やっていると、彼女がゆ～っくりと顔をあげた。


　げっそりと頰ほおが瘦こけ。


　目の下には隈くまなんかもできている。


　無理やりの作り笑顔えがおが実に痛々しい。


　リカルドもセフィアもユーリもセイラも、アイオリッタをまともに見ていられなくて、思わず目を逸そらしてしまった。


　空気の読めないことにおいては王宮でも一、二を争うマリウスも、アイオリッタのあまりの惨さん状じように言葉を失った。


　カオルゥ、ネゥネゥも同様だ。


　いったい何があったのですか？　という目でふたりはリカルドを見るが。


　今は訊きくなという意を込こめ、リカルドは無言で首を左右に振ふった。


　どうやら触ふれてはいけないことらしいと察知したカオルゥとネゥネゥは、視線を戻すと、アイオリッタを見ないように俯うつむき加減になって重い空気に耐えることにする。


「おい、アイオリッタ。本当に平気か？」


「も……問題な……い」


　問題だらけのような気もするが、これ以上しつこく言葉をかけていると、彼女が逆ギレする虞おそれもある。


「そうか。じゃあ、打ち合わせを始めるからな？」


「問題ない」


「……じゃあ、まずは今後の予定を確認しておくからな。カオルゥとネゥネゥにも一いつ緒しよに動いてもらうから、よく聞いておいてくれ。その後、シュールティス王国への侵しん攻こう作戦の再確かく認にんだ」


「了りよう解かいであります、王子様」


「はい、王子様」


「まぁ侵攻作戦はネゥネゥに関係ないんだけど、本ほん陣じんで食事の支度したくをしてもらわなくちゃならないしな」


「お任せ果くだ物ものさい。この一年で、野外での食事の支度に関ししゃも、わたし、かなり腕うでを揚あげましたので」


　おまえの料理食材駄だ洒じや落れも鬱うつ陶とうしさを増した気がするけどな。


「あ……ああ、頼たのんだぞ」
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　魂たましいが抜ぬけ落ちたようなアイオリッタを置き去りにして、リカルドは打ち合わせを進めていった。


　このあとも彼は十人の婚約者の下もとを巡って、シュールティス奪だつ還かんのための戦争の準備を進めなくてはならない。


　そして今回も、あまり大っぴらには動けない。


　何しろシュールティスの現国王を打だ倒とうするための兵を挙げようとしているのだ。ことは密ひそかに進めなくてはならない。


　移動に関しても、警護の兵を大勢引き連れて……というわけにはいかないから、アイオリッタやマリウス、カオルゥ、ネゥネゥが側そばにいてくれるのは実に頼もしかった。





　っていうか、アイオリッタだけは今のところ役立たずになってるけど……。ま、仕方がないな。あいつの国王に対する想おもいは、かなり本気っぽかったし。こればっかりは時間が解決してくれるのを待つしかないよな。あるいは、アイオリッタの前に失恋の痛手を癒いやしてくれるようないい男が現れるかだけど……いや、それはないな。まぁ、今は静かに放置しておくしか。あいつのためにも俺たちのためにも。まだ決起には少し時間があるから、あいつには決起したあとに大車輪の活かつ躍やくをしてもらえばいい。
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　この後リカルドは、セフィア、ユーリ、セイラの三王女と共にマリウス、アイオリッタ、カオルゥ、ネゥネゥを引き連れ、再び東とう奔ほん西せい走そうの日々を送ることになる。





　すべての準備が調ととのったのは、それからさらに二カ月後のこと。


　季節はすでに夏になっていた。
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　ロサ・ロゼ王国のノリス城に、リカルドの婚こん約やく者しや十一人が勢せい揃ぞろいしていた。


　決起の日取りは五日後と決まっている。


　今日が、決起前に全員が集まる最後の軍議だった。


　ノリス城を集合場所にしたのは地理的な要因が大きい。


　シュールティスに国くに境ざかいを接しており、なおかつ他の国々との行き来も容易たやすいのがロサ・ロゼ王国のため、他の婚約者たちが集まるのに都合がよかったのである。


　が、ここに集まった理由はそれだけではない。


　ノリス城を居城にしているエルメンネッラ王女が、リカルドの企くわだてに積極的だったためでもある。





　リカルドがエルメンネッラに、シュールティスに侵攻して現国王を捕ほ縛ばくするか追放してセフィアに王女の地位を奪とり戻もどしてやりたいと打ち明けると、やはりというか案の定というか、エルメンネッラは直すぐに乗ってきた。


「父上や母上はわたくしが説得しますわよ。ご心配なく」


　そう言ってエルメンネッラは、リカルドと共にシュールティス侵攻作戦を練りあげたのだった。


　そう、作戦立案という面においては、エルメンネッラが果たした役割は大きかった。


　彼女はリカルドに負けず劣おとらず軍事的な知識があり、過去の戦史にも詳くわしかった。


　それがただの趣しゆ味みの範はん囲いには留とどまらないことをリカルドは一年間で思い知ったわけだが、それはさておき、彼女の知識と人脈に大いに助けられたのは間ま違ちがいない。


　彼女は、自みずからの居城ノリス城を侵攻の拠きよ点てんに使ってもいいとまで言ってくれた。


　各国の婚約者のあいだを飛び回るのに、いちいち自分の城、リディーアウゲン城まで戻っていたのでは非効率だったから、平原に拠点を置きたいと思っていたリカルドにとって渡わたりに船の申し出だった。彼は遠えん慮りよなくノリス城を使わせてもらうことにした。セフィアやユーリ、セイラと一緒にだ。


　その代だい償しように、ふたりだけで将棋スカツシエを指させられたりしてセフィアやユーリをやきもきさせたが、エルメンネッラが将棋以上のことをしようと企たくらむと、エルメンネッラの友人であるセイラが邪じや魔まをしてくれたので、セフィアとユーリはセイラに感謝したものだ。


　ノリス城を本拠にしたおかげで、メッシナやエリュシアたちも頻ひん繁ぱんにそこを訪おとずれるようになった。


　メッシナやエリュシア、レムリエルの三人とエルメンネッラのあいだで何やら一ひと悶もん着ちやくがあったり、そうかと思えばリカルドを巡めぐって四人が共同戦線を張ったりと、なかなか複雑な人間模様を見せたりもしたのだが、それは本筋から外れるので、ここでは省いておこう。


　またこの三人以外にも、ミノリ王女が兵ひよう糧ろうを運び込んだり、エファ王女が武器や防具を運び込んだり、アマネ王女が兵に訓練をつけたりと、一時期ノリス城は大おお賑にぎわいだったのだが、それもおいておこう。





　ともあれともかく、決起の時は迫せまっている。


　勢揃いしたシュールティス王国奪だつ回かい軍──とリカルドたちは名乗ることにしていた──の首脳を前に、リカルドは最後の軍議を始めようとした。


　まぁ首脳といっても、みんなリカルドの婚約者だったりするわけだが。
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「あ～～、みんなご苦労様」


　長ちよう卓たくを前に居並んだ奪回軍首脳……というか、自分の婚約者たち十一人にリカルドが声をかけた。


　各人が副官や参さん謀ぼう格を連れているとはいえ、評ひよう定じようの間まにはなんだか妖あやしい雰ふん囲い気きが漂ただよい、そこはかとない緊きん張ちよう感かんも孕はらんでいる。





　軍議には、リカルドの婚約者以外にもうひとり、王女が顔を出していた。


　上座のリカルドの隣となりに座る彼女こそ、シュールティス王国奪回軍の総指揮官、シュールティスの元第三王女、サイファ・セノビア・シュールティスである。


　もっとも、彼女は自分の立場をよく弁わきまえている。


　この戦いにおける実質的な指揮官はリカルドであって、自分はシュールティス奪回軍に大義名分を与あたえるためのお飾かざりにすぎないことをサイファは十二分に承知していた。


　だから彼女は、これまでの軍議の席でも余計な口出しをしていない。


　今回もそうだ。


　彼女はにこやかな顔で座っているだけだった。


　だからといって彼女が無能であるわけではない。


　妹のセフィアが「天下一品の逃にげ足」と評したように、機を見るに敏びんなところは大いに評価できるとリカルドなどは思っている。


　それに国を追われた王族という身分でありながら、逃とう亡ぼう先で捕つかまってシュールティスの現国王側に突つきだされることもなく、逆に庇ひ護ごされてきたことを思えば、なかなか強したたかな王女だと見ていいだろう。


　サイファの顔つきは、やはりセフィアに似ている。


　セフィアより三歳年上だという話だが、見た目の印象だと、もう少し年上に見える。


　姉と再会を果たしたセフィアは、それこそ泣いて喜んだものだ。


　サイファのほうも、セフィアが無事だったことを心の底から喜んでくれた。


　サイファは見み目め形かたちが似ているだけでなく、セフィア同様に頭もよかったから、リカルドが話を持ちかけると、直ぐに状じよう況きようを理解してくれた。


　その上で、セフィアが総指揮官になるのでは周辺諸国に対する訴求力が足りないことと他の婚約者の協力が得られ難にくくなることから、自分が奪回軍の総指揮官に就つくことに同意したのだった。





　立っているリカルドの背後には脚付きの大きな板があって、そこにはやはり大きな地図が金具で留められている。


　そこに描えがかれているのはシュールティス王国とその周辺諸国である。


「では、これより最終的な確かく認にんを行おうと思う。これ以降はしばらく全員が顔を揃えることはないだろうから、疑問点などを残さないようにしてくれ。わからないことがあれば必ず確認してほしい」


　十一人の婚約者たちは手を挙げたり頷うなずいたりして了りよう解かいの意を表した。


「さて、こちらの動きはもうシュールティス側にある程度まで把は握あくされているんだよな、メッシナ？」


　情報収集能力においては抜ぬきんでているオレンダム王国の王女メッシナに、リカルドは確認を求めた。


　他の十人とサイファの視線がメッシナに集中する。


　それを意識しながら、メッシナはひとつ小さな咳せき払ばらいをくれて、


「ああ、うむ」


　と大きく頷いた。


「どれだけ正確にどこまで詳しよう細さいに把握しているかまではわからないが、こちらがこれだけ兵を動かしていれば、ある程度まで察知されるのは致いたし方のないことだな」


「で、どこまで摑つかまれていると思う？」


　メッシナは自分の手元に置いてある書類を手で繰くった。


「そうだな。周辺諸国の中に、シュールティスに対してなんらかの軍事行動を起こそうとしている国が幾いくつかある……というところだろうか。こちらの参加国、というか正確には参加王女なわけだが、それらすべてを知られているとは思わない。それに、いつどのような軍事行動を起こすか、ということも。要するに相手は、国くに境ざかいを侵おかして支配領域の一部を掠かすめ取ろうとしている国が幾つかあると認識している。そんな理解でいいのではないかな。だからこそ北の国境に配置している部隊を全体的に厚くしている。警けい戒かいしているのは隣りん国ごく、具体的にはロサ・ロゼやイ・ウー・ハンなのだろうな」


　さすがだな、メッシナ。


　彼女の状況把握の正確さは、リカルドのそれと同じ水準だった。


「俺の見立てもほぼ同じだ」


　と肯こう定ていしておいて、リカルドは補足する。


「西はサヴォイだから、友好国だ。こちらは警戒する必要がない。一方、東はリディアだから、これは警戒するに値あたいせずという判断なんだろう」


　リカルドがそう言うと、メッシナが苦く笑しようを浮うかべた。


「正直な評価だな、リカルド王子」


「いや、これは正直というより、客観的な評価というべきだろう？」


「まぁ……そうだな」


「南には大きな動きを見せている国はない。ということで、シュールティスは今、北側の国くに境ざかいへ兵を集中させている。エルメンネッラ王女とセイラ王女の部隊には敢あえてそこから侵しん入にゆうしてもらう」


　リカルドは背後を振ふり返り、指揮棒で地図上の一点を指し示した。


「敵の抵てい抗こうが頑がん強きような場合は、無理押しをしないで、あくまで敵の注意を引きつける程度に留めておいてほしい」


「ふふ、わかっていますわよ、リカルド王子」


　エルメンネッラは不敵な笑えみを浮かべている。


「その点については、むしろ猪ちよ突とつ猛もう進しんしがちなセイラにこそ、よぉく言って聞かせるべきだと思いますわよ？」


「む？」


　セイラが眉まゆを顰ひそめた。


「言うにことかいて、ボクを猪いのししに喩たとえるのはどうだろうか、エメ王ひ女め？」


「あら、お気に召めさなかった？　そうね、では将棋スカツシエの駒こまで喩えましょうか」


「……何に喩える気かな？」


「突とつ撃げき歩兵かしらね」


　突撃歩兵は現代の将しよう棋ぎの「歩ふ」や「香きよう車しや」と同じで、前に進んだら引き返せない駒だ。


　立ちあがったセイラが、大げさな身振りで、びしぃっとエルメンネッラを指さした。


「悪くなってるよっっ！」


「そうね。この一年であなたも随ずい分ぶんと成長したみたいだから、突撃歩兵はないかもしれないわね」


「わかればいいんだ、わかれば」


　と言って、セイラが手を下ろした。


「少なくとも後ろに退さがる程度のことは学んだみたいですものね」


「相変わらず口も性格も悪い女だね、エメ王ひ女めは。どうして胸の大きな女は性格が悪いのだろう」


　おお、セイラもいいことを言う。


　セフィアなどは内心で大きく頷くのだが。


「あら、それはわたくしにも当てつけているのかしら。それとも僻ひがみなのかしら」


　横合いからエリュシアが口を挟はさんできた。
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　さらにメッシナが続く。


「そうだな。セイラ王女の言うことは概おおむね当たっていると思うけれど、中には胸が大きくても性格は悪くない女もいるということを忘れないでもらいたいな」


「なんですって？　あなた、自分だけが例外みたいなこと言って、わたしやエルメンネッラ王女を貶おとしめようというつもり？」


「あら、どうしてわたくしが貶められなくてはならないのかしら」


　そこかしこで視線がぶつかり火花が飛び散っている。


　またかよ～～。もうどうしたものかと。


　リカルドは頭を抱かかえそうになる。


　婚こん約やく者しやが五人以上集まると、必ず一悶着が起きるのだから困ったものだ。


　仲のいいはずのエルメンネッラとセイラのあいだでも揉もめるし、仲良し三人組のはずのメッシナとエリュシア、レムリエルのあいだでも揉めるのだからリカルドとしては頭の痛いところだ。


　ここにセフィアやユーリが加わってくると、もう収しゆう拾しゆうがつかなくなる。


　しかし。


「ま～ま～ま、大事な軍議の席やさかい、皆みなさん、落ち着いて」


　おお！


　リカルドが期待に目を輝かがやかせてラフィラ商国のエファを見やった。


　さすがに商人をその祖に持つというラフィラ王家の王女だけあって、エファは周りの揉め事を上手に丸く収めるという特技を持っている。


　彼女がリカルドの婚約者軍団（！）に加わってからというもの、王女同士の揉め事は、事態が悪化する前に彼女の仲ちゆう裁さいによって鎮しずめられることがよくあった。


　もしかすると、にこにこ顔で仲裁に入るエファの前でいつまでも喧けん嘩かをしていては自分の株が下がる……という自己抑よく制せいが働くのかもしれない。


　いずれにせよ、こういう場面ではエファの存在を心強く感じるリカルドだった。


　渋しぶ々しぶといった体ていで各人が矛ほこを収めると──みんな自分でも誰だれに対して矛を振るっているのかよくわからなくなっているのだが──リカルドが、


「あ～～、いいかな？　話を再開してもいいかな？」


　と言って婚約者の顔を見み渡わたした。


「もちろんですわね」


　とエルメンネッラが澄すました顔で応こたえ。


「話の腰こしを折ってすまなかった」


　とメッシナが謝り。


　エリュシアは無言で頭を下げ。


　そもそもの発ほつ端たんとなったセイラはまだ納なつ得とくできないような顔で首を捻ひねっているが、それでもみんなリカルドに注目してくれたので、彼はやれやれといった顔で話を再開させるのだった。
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「で、ロサ・ロゼとシュールティスの国境からはエルメンネッラ王女とセイラ王女の部隊が侵入する。時を同じくして、イ・ウー・ハンからはユゥ・ノス女王様とユーリに率いられた部隊が侵入する」





　このイ・ウー・ハン国の部隊は兵数こそ多くないが、今回の作戦における主力のひとつと考えていいだろう。


　その精強さが周辺諸国によく知られているイ・ウー・ハンの兵を女王自みずからが率いて参戦するのだ。戦意の高さも群を抜いている。


　国の正規軍として参戦するのはイ・ウー・ハン国の部隊だけで、残りは、あくまで王女の部隊という位置づけだった。


　どうしてユゥ・ノス女王がそこまで積極的になってくれるのか、他の王女にはなかなか理解できないようだが、リカルドとセフィアのことを女王が気に入ってくれたからというのが最大の理由だろう。


　そこに関しては、いくら感謝しても感謝しきれないと思うリカルドだった。


　精強で鳴るイ・ウー・ハンの正規軍が参戦するなら……と、王女の参加を黙もく認にんしている国も多いのだ。


　それとはべつに、アマゾネシス女王国などは、イ・ウー・ハンが参戦するなら我が国がしないわけにはいかないと対抗意識丸出しでリカルドの企き図とに乗ってきたのだから、これもイ・ウー・ハン参戦の御ご利り益やくと言えるだろう。





「南側からはアマネ王女とエファ王女の部隊が、リディアからは、メッシナ王女、エリュシア王女、レムリエル王女、ネゥラ王女に率いられた部隊が侵入する」


　もっとも、ネゥラ王女はまだ年が若すぎるので、実際に部隊を率いるのは彼女の後見人であり教育官でもある、城じよう代だい家が老ろうのネクシールになる。


「ミノリ王女の部隊がエルメンネッラ王女とセイラ王女の部隊の援えん軍ぐんとしてロサ・ロゼ側から侵入する」


　ミノリ王女率いるアレフネー郷きよう国こくの部隊は、実質、輜し重ちよう部隊といった役割となる。


　最も兵数が多いエルメンネッラとセイラの合同部隊を支えるために兵ひよう糧ろうを運び込むのである。


「で、リディアから侵入する部隊とアマネ王女の部隊の輜重は、俺のところとエファ王女の部隊で賄まかなうことになる」


　イ・ウー・ハンとは真逆で、弱兵のリディアの兵には前線で戦うのは無理だろうという判断から、リカルドは自分の手勢を輜重部隊として活用することにしていた。イ・ウー・ハンからの侵しん攻こうはユゥ・ノス女王に任せて、彼は自分の手勢を率いてメッシナたちと共にリディアから直接シュールティスに侵入するのである。


　同時に彼やメッシナたちの部隊は、セフィアの元居城であるカルヴェルグ城を解放し、奪とり戻もどすという役目も負っている。


　もっとも、そちらでは戦せん闘とうは必要ないだろうという読みだ。


　セフィアはカルヴェルグの街の住民に慕したわれていたし、今でもセフィアの治世を懐なつかしく思っている者が多い。


　加えて北の国くに境ざかいに兵を集めているためカルヴェルグ城の駐ちゆう留りゆう部隊は手て薄うすになっている。住民を煽あおってやるだけで城はこちらの手に落ちるだろうとリカルドは読んでいる。


　それはただの期待や願望ではない。


　戦わずにカルヴェルグ城を陥おとすために、彼はカオルゥと彼女の父が率いる扇せん動どう部隊を予あらかじめカルヴェルグの街中に潜もぐり込ませてあるのだ。


　勝敗は戦いが始まる前に決まるものだ。そのためには用よう意い周しゆう到とうな準備をしておくことが肝かん要ようである。実際の戦いは、ただその結果を見届けるための手段に過ぎない。


　という東方の軍事思想家の格言にリカルドは深く傾けい倒とうしているから、この程度の仕込みは当然だった。





　ここで現時点での各部隊の兵数を確かく認にんしておこう。





　エルメンネッラの部隊が二千。


　セイラの部隊が一千。


　援軍として続くミノリの部隊が五百。


　ロサ・ロゼから越えつ境きようするのが都合三千五百。





　ユーリとユゥ・ノス女王率いる部隊の八百がイ・ウー・ハンから侵入する。





　メッシナの部隊が四百。


　エリュシアの部隊が三百。


　レムリエルの部隊が三百。


　ネゥラの部隊が二百。


　リカルドが率いるのが二百五十。


　都合千四百五十がリディアから侵入する。


　総指揮官のサイファと妹のセフィアはリカルドと一いつ緒しよだから、リカルドのいるところが奪回軍総指揮所ということになる。





　エファの率いる部隊が二百。


　アマネの率いる部隊が八百。


　都合一千が南から侵入することになるが、エファの部隊は実質、輜重部隊なので、戦闘部隊としてはアマネの八百だけだ。





　もしサヴォイの援軍が南側の国くに境ざかい方面へやって来ると、アマネの部隊が矢や面おもてに立つことになる。彼女の部隊だけでは支えきれないだろうから、サヴォイが動いた場合、メッシナとレムリエルの部隊がアマネの部隊と合流する手て筈はずになっている。


　ただ、リディア国王の謀はかりごとによって、エルヴァウト王国がサヴォイとの国くに境ざかい方面へ部隊を展開させているから、サヴォイも大々的な軍事介かい入にゆうには踏ふみ切れないだろうというのがリカルドの読みである。


　アマネの部隊は精せい鋭えいだから、シュールティスの部隊だけが相手なら、そうそう後おくれは取らないはずだった。


　実際、アマネも、


「シュールティス王国軍が三千までなら、我が部隊だけで釘くぎ付づけにしてやる」


　と断言していた。


　そこは信しん頼らいできるだろうとリカルドは評価している。





　地図に各部隊の兵数と侵攻経路や目標とする城じよう郭かく都市を描えがいたリカルドは、振ふり返って一同を見渡した。


「侵攻開始の後は相そう互ごに密に連れん絡らくを取り合っている暇ひまがなくなるだろうから、各部隊長の判断に任せる部分が大きくなる。そこはみんなを信頼しているけど、戦略の基本方針だけは守ってほしい。つまり、できるだけ戦わず、押したり引いたりして敵の部隊を引っ張り回し、兵力を分散させ、その隙すきに地方の街を抱だき込んでいく。開城交こう渉しようではサイファ王女とセフィアに働いてもらうことになる。そうして、できるだけ戦わないまま地方の各街をこちらに引っ張り込んでいく。要するに、敵をジリ貧ひん状態に追い込むというのがこちらの戦略だ。間ま違ちがっても野戦で雌し雄ゆうを決しようとしないでくれよ」


　リカルドがそう言うと、ユーリが遠えん慮りよがちに手を挙げた。


「あの～～、リカルド様」


「なんだ、ユーリ」


「戦わないままですと、女王様が納得しないかもしれません」


「……だな。まぁその辺は、以前にも言ったとおり、ユゥ・ノス様にお任せするよ。あの女ひとなら突とつ出しゆつした挙げ句に包囲されて壊かい滅めつ……なんて無ぶ様ざまな真ま似ねはしないだろうからさ」


「ええ、そこは間違いないと僕も思います」


「とはいえ、あまり単独で動かれても困るから、なるべくユーリに抑おさえてもらいたい」


「うぅ……責任重大ですね。頑がん張ばります」
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「ギ・アナも頼たのんだぞ」


　ユーリの副官格として軍議に顔を出しているユーリの侍じ女じよギ・アナにリカルドが声をかけると、主人の後方に置いた椅い子すに座っていた彼女は思い切り背筋を伸のばして応こたえた。


「はいっ、精せい一いつ杯ぱいやらせていただきますっ！」


「大まかにはこんなところか。すでに打ち合わせを重ねてきてるから、みんなもあらかた頭に入れてくれてるとは思うけど」


　と言って、リカルドは一同を見み渡わたした。


　するとエリュシアが、隣となりに座っているレムリエルにちらっと視線を向ける。


「頭に入っていない者もいると思いますけど、そこはわたくしとメッシナで助けますからご心配なく」


「おおぅ、そんな間ま抜ぬけがいるのカ。困った奴やつだナ？」


「まったくねぇ」


　エリュシアがため息を吐つくと。


「あれ？　何かねエリュー、そのわざとらしいため息ハ？」


「なんでもなくってよ」


「あ～～、まぁ、頼んだからな、エリュシア、メッシナ」


　ふたりは苦く笑しようしつつ軽く右手を挙げた。


　リカルドは改めて一同を見渡す。


「何か質問はあるかな？」





　この後、幾いくつか細かな部分での質疑応答があって、最後の全体軍議が終しゆう了りようした。





「では」


　リカルドが一歩、前に進みでた。


「作戦開始は予定どおり五日後の払ふつ暁ぎようとする」


「おお！」


　リカルドがちらっとセフィアに目をやると、セフィアとその隣に座っているサイファが立ちあがった。


「皆みなの衆、ご苦労をおかけする」


「皆さんのご恩は忘れませんわ」


　ふたりは深々と腰こしを折り、居並ぶ婚こん約やく者しやたちに頭を下げた。


「かまいませんわよ。こちらにも利のあることですからね。こういうのは持ちつ持たれつですわね？」


　真っ先にエルメンネッラがそう応えた。





　事前の折せつ衝しようで、セフィアとサイファはエルメンネッラに「利」を提示していた。それはロサ・ロゼとシュールティスの国くに境ざかい付近にエルメンネッラが砦とりでを造ることを認めるというものだった。


　そこにロサ・ロゼの砦ができれば、実質的にロサ・ロゼの支配領域がシュールティス側に進出するということになるが、そのくらいの譲じよう歩ほはやむを得ないというのが、リカルド、セフィア、サイファの判断だったのだ。


　このことは偏ひとえにエルメンネッラの手て柄がらとなるわけだから、彼女が乗り気なのも当然ではあった。


　この他ほかにも、参加する王女たちには大なり小なりの「利」が得られるようにリカルドは配慮してある。


　そうでなければ、彼女たちの親元が奪だつ回かい軍へ王女が参加することを認めたり黙もく認にんしたりはしない。


　婚約者とはいえ、彼女たちも祖国を代表する立場。ただの好意でリカルドやセフィアに与くみするわけではないのだ。


　リカルドは外交的な駆かけ引きで生き残ってきたリディア王国の王おう太たい子し。その辺の折衝は彼にとって十お八は番こともいえるものだった。





「そう言っていただけると、吾われも気が楽になる」


　セフィアは、もう一度、軽く頭を下げた。


「でも、リカルド王子に関してはあまり譲歩したくはありませんわね」


「む？」


　セフィアの眉まゆが顰ひそめられるのを見て、エルメンネッラがくすりと笑った。


「噓うそですわよ。少しばかり悔くやしいですけれど、今回のリカルド王子のこの企たくらみが、あなたへの愛情に裏打ちされたものであることは、わたくし、よく存じておりますもの」


「お……そ、そうか……な」


　顔を赤らめたセフィアの視線が、リカルドとエルメンネッラのあいだで揺ゆれる。


「あ、いや……それはとりあえずおいておこう。な。頼むから」


　リカルドがエルメンネッラに向かって拝むような仕草を見せると、そこここから小さな笑い声が上がった。


「えっと、じゃあ本題に戻もどるぞ！」


　とリカルドが声を張りあげ、全員が再度、リカルドに注目する。


「少しくらいの無理はいいけど、決して無茶はしないでくれ。事が成功裏りに終わった後、誰だれひとり欠けることなく、またこうして集まって祝しゆく杯はいを上げられるようにしよう」


　そう宣言して、リカルドは卓たく上じように置かれた酒杯を手に取った。


　彼に倣ならって十一人の婚約者とサイファも酒杯に手を伸ばす。


「では、俺たちシュールティス奪回軍の作戦成功を祈いのって」


　リカルドが酒杯を高々と掲かかげると、十二人も手にした酒杯を掲げた。


「乾かん杯ぱい！」


「「「「乾杯！」」」」


　一気に葡ぶ萄どう酒しゆを呷あおると、リカルドは身を乗りだして空になった酒杯を卓上に置いた。


　同じように身を乗りだした婚約者たちが、リカルドの置いた酒杯の周りに自分の酒杯を並べていく。


　最後にサイファが酒杯を置くと、押し合い圧へし合いするように十三個の空の酒杯が卓上に並んだ。


　これは、誰ひとり欠けることなく全員が無事に戻ってこられるようにと願う出しゆつ陣じんの儀ぎ式しきである。


「よし、行こう！　必ず勝利をこの手に！」


　華はなやかな鎧よろいに身を固めた十一人の婚約者が一いつ斉せいに剣けんを抜ぬき、鬨ときの声を放った。


「はいはい、や～～！」





　　　　４





　そして五日後──。





　夜明け前に一斉に行動を起こした各部隊は、東の空が白み始める頃ころにシュールティスの支配領域へと雪な崩だれ込こんでいった。





　メッシナ、エリュシア、レムリエル、ネゥラの部隊と共に国くに境ざかいを越こえてシュールティス領域へと入ったリカルド、セフィア、サイファは、カルヴェルグ城を目指して西進する。


　進軍中にリカルドは、最初の婚約者セフィアと会うためにこの道を歩いたときのことを思いだしていた。


　俺とマリウス、アイオリッタ、カオルゥ、ネゥネゥの五人で歩いたんだっけな。そしてセルヴィンの謀む反ほんに巻き込まれ、セフィアを伴ともなって裏道伝いに必死の思いでシュールティスからリディアまで逃にげ帰ったんだっけ。あれがまだ一年と少し前のことか。なんだか、もっとずっと昔のことのような気がするな。





　あのときがすべての始まりだったのだ。


　あの脱だつ出しゆつ劇のあと、リカルドはセフィアに約束したのだ。


　王女の地位を奪とり返してやると。


　いま、その約束を果たそうとしてリカルドはこの道を歩いている。他の婚約者が率いる部隊と共に。





　リカルドは周りを見渡した。


　細い街かい道どうは前にも後ろにも翩へん翻ぽんと旌せい旗きが翻ひるがえり、武装した兵たちで埋うまっている。


　リカルドの隣にはマリウス、アイオリッタがいる。


　近くにはネゥネゥも控ひかえている。


　もちろんセフィアもいる。


　彼女の姉、シュールティスの元第三王女サイファがいる。


　その後に出会った婚約者、メッシナ、エリュシア、レムリエルの三王女がいる。


　リカルドに難題を出して困らせたネゥラ王女もいる。


　たった六人で命からがら逃げだしたシュールティス王国に、いま千五百ほどの兵を率いて戻ってきたのだと思うと、とても感かん慨がい深ぶかいものがある。


　けど、気を抜いたら駄だ目めだ。なんてったって、ここからが本番なんだからな。まだ何も成し遂とげてはいない。シュールティスを奪り戻し、セフィアが王女としての地位を奪り戻すための作戦が成功するかどうかは、ここからの俺とみんなの働きに懸かかっているんだ。


　リカルドは、そう自分を叱しつ咤たし、気を引き締しめるのだった。





　　　　５





　山さん岳がく部を縫ぬうように通じている街道は、鞍あん部ぶを抜けてシュールティス側の領域に入ると急な下りになる。


　その下りが緩ゆるやかになる辺りでリカルドは全部隊を止め、高原状に広がる台地の一角に陣を敷しいた。


　カルヴェルグ城の動向を確かく認にんする必要があるのだ。


　あまり接近して街の住民を警けい戒かいさせてもいけない。近づきすぎて駐ちゆう留りゆう部隊が討って出てきた場合は戦せん闘とうになってしまう。


　最小の犠ぎ牲せいで最大の戦果を狙ねらうリカルドとしては、可能な限り戦闘は避さけたかった。


　陣を敷いて物見部隊を送りだしたリカルドは、セフィアやサイファ、メッシナ、エリュシア、レムリエル、ネゥラたちと共に報告を待つ。





　程ほどなく吉きつ報ぽうが届いた。


　カルヴェルグ城に潜せん入にゆうしていたカオルゥが自みずから駆けてきたのだ。


「リカルド王子様にご報告申しあげます」


　しゃちほこばった態度でリカルドの前に進みでたカオルゥは、そこで跪ひざまずくと顔を上げてリカルドを見つめた。


　今は他の王女たちの目があるから、さすがのカオルゥも、跳とびあがったり宙返りしたりするような真ま似ねはしなかった。


　上げた彼女の顔が輝かがやいている。


　ということは、カルヴェルグ城内では上う手まく事が運んだということだ。


「ご苦労さん。首しゆ尾びはどうだ？」


「異変を察知した城内の守備部隊は、慌あわてて引き揚あげていきました。現状、カルヴェルグ城は空っぽも同然であります」


　カオルゥが弾はずむ声でそう報告すると、聞いていた王女たちから歓かん声せいが上がった。


「それだけではありません。セフィア王女様が戻られるという噂うわさを聞きつけた街の有力者たちがセフィア様を迎むかえ入れる準備を始めております」





　セフィア帰き還かんの噂は、もちろん潜もぐり込んだカオルゥたちが流したものだ。


　守備兵があっさりと引き揚げたのは、街の住民のあいだに流れるセフィア元王女の帰還を歓かん迎げいする空気を察知したというのも大きな理由だろう。


　籠ろう城じようしたところで、住民の支持がなければ城は保もたない。


　どころか、セフィア元王女の部隊が街に迫せまれば、住民がいつ反旗を翻すかわかったものではない。


　今まで彼女がどこに隠かくれていたのか、どうして兵を率いて起たちあがれたのかはさっぱりわからないが、現状、セフィアとサイファが率いる反セルヴィンの部隊が街に迫っているのは間ま違ちがいないのだから、守備隊の隊長としては現実的な対応をしたわけだ。





　セフィアが在城していたときに敷いていた善政が、今こうして彼女の帰還を助けているんだな。やはり民たみは大切にしておくべきだ。うん、俺も気をつけよう。


　と己おのれを戒いましめつつ、リカルドは上々の滑すべり出だしに手て応ごたえを感じていた。





　　　　６





　こちらはロサ・ロゼ王国からシュールティスに侵しん攻こうしたエルメンネッラとセイラが率いる部隊──。





　都合三千の部隊は、国くに境ざかい付近にあったシュールティス側の砦とりでを鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで揉もみ潰つぶした。


　シュールティス側も砦の兵を増やしてはいたのだが、砦そのものの規模が小さかったから増やしたといっても全部で三百程度だった。戦力比が一対十で、砦の防ぼう御ぎよ力も高くないとくれば、これはもう抵てい抗こうのしようがない。


　ロサ・ロゼ側の不ふ穏おんな動きは把は握あくしていたが、まさかこれほど早くに軍事行動を起こすとは思っていなかったというのがシュールティス側の正直な感想だろう。





「壊こわれたこの砦は新たに造り直さなくてはなりませんわね。どうせ造り直すのですから、砦はもっと大きくて立派な物にして差しあげますわ」


　砦内に歩を進めたエルメンネッラが、あちこちが壊れた防ぼう護ご壁へきを冷ややかな目で見つめながらそう呟つぶやくと、傍かたわらに立っていたセイラが小さく肩かたをすくめた。





　今日のエルメンネッラは赤あか銀がねの鎧に身を包んでいる。


　赤銀は白しろ銀がねに比して些いささか重く、対魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよもやや劣おとるが、日ひ射ざしを受ければ燃えるように赤く輝いて見えるため、目立つことが好きなエルメンネッラ好みの鎧ではあった。


　素材だけではなく、エルメンネッラの鎧や兜かぶとには、ごてごてとした装そう飾しよくが付いている。


　一方のセイラは白銀の軽装鎧だ。


　上半身は鎧で覆おおっているが、下半身の装そう甲こうは薄うすい。


「重装鎧を着込んでしまったら、斬きり合いになったときに動き難にくいじゃないか」


　と言うのがセイラの言い分だったが、エルメンネッラに言わせれば、


「部隊指揮官が斬り合う気満々って、どうなのかしら」


　となる。


　もっとも、奪だつ回かい軍にはセイラ以上に斬り合う気満々の部隊指揮官がいるので、あまり強く突つっ込こんだりはしない。





「やれやれ、そうしてこの辺り一帯はロサ・ロゼの……いや、君の物になるわけだ、エメ王ひ女め。相変わらず君は人の弱みにつけ込むのが上手い」


「あら。人聞きの悪いことをいわないでくれるかしら、セイラ。わたくしがこの辺りに砦を造ることはシュールティスの新しい為い政せい者しやから許可を戴いただいているのよ？」


「だから、それがつけ込むのが上手いと」


「何を言っているの、セイラ。これはあれですわ……そう、持ちつ持たれつ、魚心あれば水心。そうでしょう？」


「明らかに、いま考えたよね!?」


「いつ考えたかなど問題ではないの。問題になるのは、着眼点と構想力と、そこから導きだされる結果だけなの」


「うん、屁へ理り屈くつではとうてい君に敵かなわないから、ボクはこれ以上言わないけれど」


「わたくし、屁をこきながら理屈を言ったりはしません」


　セイラが情けない顔になる。


「それが屁理屈だと。というか、その前に、一国の王女様が真顔で『屁をこく』とか言わないでほしいな」


　エルメンネッラは少しだけ考える素そ振ぶりを見せたが、直すぐに顔を上げた。


「おならをしながら？」


「言い換かえるんじゃなくて、もっと穏当な別の表現方法を模も索さくしようよって言ってるんだけどな、ボクは」


　セイラは諦あきらめ顔で首を左右に振った。


「まぁ、いいや。で、このあとは？　ボクらはどの辺りまで進むのかな？」


「まずは兵ひよう糧ろうの運び込みね。後続のミノリ王女の部隊がここに兵糧を運び込むのを待って、わたくしたちはあと数リーグ進みましょう。ミノリ王女の部隊には、この砦の修復と整備をお願いしなくてはね」


「敵の反はん撃げきがあるかな」


「今ごろはあちこちから反セルヴィン部隊が領域内に侵攻しているでしょうから、こちらに反撃の兵を寄よ越こす余よ裕ゆうはないのではないかしらね」


「だよね」


「とはいえ、用心に越こしたことはないわね。大おお物もの見みを先行させておきましょう」


「そちらはボクのほうで手配するよ。二百くらいでいいかな？」


「わたくしのほうからも二百ほど出すわ。街かい道どう沿いだけでなく、周辺も見張っておきたいものね」


「わかった。じゃあ、手配してくる」





　セイラが自分の部隊のほうへと走り去るのを見送ってから、エルメンネッラは首を巡めぐらせた。


　そちらにはシュールティス王国の中心部へ通じる街道が延びている。


　エルメンネッラは、ふっ、と笑った。


　ここに砦を造り、この一帯をわたくしの支配地とすることなど、大した問題ではないの。セフィア王女が返かえり咲ざけば、シュールティスはリカルド王子の影えい響きよう力下に置かれるのですものね。彼がいる限りシュールティスがわたくしの国と敵対することはないわけですし。ですから新しい砦はシュールティス側に打ち込む楔くさびという意味ではなく、わたくしの有能さを目に見える形で担保するという意味を持っているのよ、セイラ。それこそが、わたくしがロサ・ロゼ王国の王位を継つぐための第一歩なの。
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　エルメンネッラは燃える瞳ひとみで、眼前に広がるシュールティス王国の大地をじっと見つめ続けた。
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　三千の部隊はシュールティス側に数リーグ入ったところで進軍を停止した。


　ロサ・ロゼから続く街道沿いにある最初の街を遠望できる丘おかに登ったエルメンネッラとセイラは、そこに陣じんを敷しくことにして陣の構築を始めた。





「さて、とりあえずはあの街を手に入れたいところだわね」


　丘の上の急きゆう拵ごしらえの本陣に建てた物見櫓やぐらに登ったエルメンネッラが街を遠望している。


「けれどエメ王ひ女め、ボクたちは強きよう攻こうして陥おとせるほどの兵力を持っていないだろう？」


　エルメンネッラが無茶攻ぜめをしようとしないかセイラは少し不安になったが。


「そうね」


　エルメンネッラがあっさりと肯こう定ていしたので、セイラは安あん堵どの息を吐はく。


「失礼だわね。セイラは、わたくしが彼ひ我がの戦力計算もできないようなお馬ば鹿かだと思っているのかしら？」


「いやいや、そうは思わないさ、もちろん。ただ、君は頭がいいくせに、ときどきおかしなことをするからね」


「それは否定しませんわね」


　……しないのか。いやまぁ、いいんだけど。


「強攻して陥とせなくても、策を講じれば陥とせるかもしれないではないの」


「策？　君が策を弄ろうするのが好きな女だということはボクも承知しているけれど、でも、この場合、どういう策であれを陥とそうと言うのかな？」


「そうねぇ」


　エルメンネッラは顎あごに手を当て、じっと考えている。


「事前の調査ですと、あの街にいる守備兵は千二、三百ほど……だったわね？」


「だったね。強攻して陥とすなら最低でも三倍超ちようの四千はほしい。できれば五千くらいは。こちらはミノリ王女の部隊を合わせたとしても三千五百だからね。しかも大がかりな攻城兵器を持ってきていない」


　セイラは両の掌てのひらを天に向け肩をすくめてみせる。


「強攻して陥とすには戦力がどう考えても不足しているよ」


「……では五千ほど用意しましょうか」


「え？」


「五千で迫せまれば、城を明け渡わたしてくれるかもしれなくてよ」


　セイラの顔に当とう惑わくの色が浮うかんだ。


「た、たしかに五千いれば、開城するかどうかはともかく、こちらとの交こう渉しようには応じるだろうね。でも……五千の兵って、どこから集めるつもりだい？　リカルド王子のところにいるメッシナ王女たちの部隊を援えん軍ぐんに呼ぶつもりかな？」


「彼女たちの力は借りないわ。こんなところで借りは作りたくないですものね」


　セイラの顔に浮かんだ当惑の色がますます濃こくなっていく。


「では、いったいどこから？」


「視点を変えるのですわよ、セイラ」


「……は？」


「いいこと？　何もあの街の守備兵に五千の軍勢を見せる必要はないの」


「？？？」


　少しばかり首を捻ひねっていたセイラだが、やがて降参だとばかりに両手を挙げた。


「ボクにはエメ王ひ女めの狙ねらいがさっぱりわからない。どうか頭の悪いボクにわかるように、最初から説明してもらえないかな」


「そうねぇ。たしかにあなたは頭が悪いわねぇ」


　セイラの顔が情けなさそうに歪ゆがんだ。


「とりあえずそこは否定しておくのが、ボクたちの友情というものではないだろうか」


　なんだか泣きそうになっている。


「あら、遠えん慮りよなく本音を言い合うことこそ友情の証あかしではなくって？」


　セイラの肩かたが、がっくりと落ちた。


「そう……だね。まぁ、いいのだけど。ボクは自分でも頭がよくないのを自覚しているよ、うん。それより。肝かん心じんのエメ王ひ女めの策は、どんなものなのかな？」


「ですから。街の守備兵に五千の部隊が迫っていると錯さつ覚かくさせればいいのですわね」


「……つまりボクたちの部隊を擬ぎ装そうして兵数を実際より多く見せるってこと？　だけど、そう上う手まくいくだろうか。この辺りは平地で見通しもいいんだ。旗や幟のぼりをどれほど多く立てたとしても、それに見合うだけの兵がいないことは街からもわかってしまうと思うのだけどな」


「セイラったら記き憶おく力もないの？　わたくしは『街の守備兵に見せる必要はない』と言ったはずですわよ」


「あ……あぁ、そうか。いやでも、だったら誰だれに見せつけるのだろう？」


　エルメンネッラが、にたりと笑った。


「先ほど陥とした砦とりでの守備兵を二十人ばかり捕ほ虜りよにしたではないの」


「え……えぇえ？」


「つまり。擬装して実際より兵数を多く見せつける相手は、街の守備兵ではなく、捕虜にした砦の守備兵ということね」


「な……しかし……えぇと……」


　セイラは混乱する頭で必死に考えた。


　砦で捕つかまえた捕虜に……あ！


「そっ、そうか！　そういうことなのか!?」


「お馬鹿な！　セイラにもわかったようだわね」


「いや、だから、そこを強調するのは止やめようと」


　エルメンネッラは、ふふ、と小さく笑うと、自じ慢まんそうに大きな胸を張った。


「ええ、そうですわよ。わたくしたちの半数ほどがもう一度あの砦に取って返して、いかにも『いま着いたばかりの援軍』を装よそおうのですわ」


「な、なるほど、それなら……」


「ここには実際に三千いるのですからね。三千いたのは砦の兵が確かく認にんしていますし、街の守備兵にも三千が陣立てしているのは見えるでしょう。その後、夜の闇やみに紛まぎれて半数が取って返す。そうして砦を行き過ぎてから反転、いかにもロサ・ロゼからいま着いたばかりの援軍といった風ふ情ぜいでミノリ王女の部隊に合流する。そうすれば、砦には二千がいることになるでしょう？」


「それに、砦を通過した三千を加えれば五千……か。たしかに捕虜は、こちらの総兵力が五千に達したと思うかもだね」


「その後、捕虜を伴ともなって、この陣地とは別の方向から街に接近。適当なところで何人かの捕虜を使者と共に街に送る。総勢で五千の部隊が迫っていると聞かされた街の守備兵は、さて、どうするかしらね」


　さすがにエメ王ひ女め、相手を騙だます、引っかける、そんな手を考えさせたら彼女の右に出る者はいないな。


　エルメンネッラが、む？　と眉まゆを顰ひそめた。


「あなた、いま何か失礼なことを考えなかった？」


「いいや！　全然！」


　少しのあいだ疑わしそうな顔でセイラを見ていたエルメンネッラだが。


「まぁ、いいわ。では、セイラ、擬装の応援部隊のほう、お願いできるかしら？」


「いや……」


　何事かを考えていたセイラだが、やがて顔をあげ、


「それはエメ王ひ女めがやったほうがいいのではないかな」


　と言った。


「あら、そうなの？」


「そう思うね。ボクが千五百を連れて戻もどるということは、ボクの兵だけでなく君のところの兵も率いることになる。ボクが混成部隊を率いるより、エメ王ひ女めが自分の手勢千五百を率いたほうがいいだろう？」


　何かを言いたそうにしたエルメンネッラを遮さえぎって、それに、とセイラが畳たたみかけた。


「ボクはこの鎧よろいしか持っていないけれど、君は別の、さらに派手な予備の鎧も持ち運んでいたよね。あれに着き替がえれば、砦の捕虜には別の指揮官が新たな部隊を率いてきたと確実に思わせることができるんじゃないかな」


「セイラ」


「うん？　どうしたのかな、改まって？」


「これまでのわたくしの失礼、非礼を、どうか許してくださいな」


「いや……いいんだけど。というか、急にどうしたのかな、エメ王ひ女め？　君が素す直なおに謝るなんて気味が悪いよ」


「あなたは頭が悪いだとか、頭が空っぽだとか言った言葉は取り消させていただくわ」


「まったくボクに異存はないな」


「あなたの頭にも、ちゃんと脳のう味み噌そが入っていたのねぇ」


「本当に失礼だね君はっっ！」


　びしぃっと相手を指さしてセイラが叫さけんでも、エルメンネッラのほうは涼すずしい顔だ。


「そんなに怒おこらなくても。だいたいあなた、自分自身で『ボクは頭が悪い』と認めていたではないの」


「だから、それは謙けん遜そんというものだろう？」


「まぁぁ」


　エルメンネッラは口に手を当てて大げさに目を見開いた。


「そうだったの。では、セイラは自分のことを頭がいいと思っているのね!?」


「……いや、ごめん。そんなことはない」


　くくっ、とエルメンネッラが笑った。


「わかった。もう降参。本当に降参だから。エメ王ひ女めの頭のよさと胸の大きさには、ボクなんかが逆立ちしても敵かなわない」


　セイラは仰ぎよう々ぎようしい態度で腰こしを折り頭を下げた。


「さぁエメ王ひ女め、哀あわれなボクを虐いじめて楽しむのはそのくらいにして、君の素晴らしい策略を進めるために準備を始めようじゃないか」


「ですわね」


　とエルメンネッラは一つ大きく頷うなずいた。


「では、ちゃんと脳味噌のあるセイラの意外に真っ当な進言に従って……」


　セイラが辟へき易えきしたといった顔になるのを横目に、エルメンネッラは言葉を継ついだ。


「新たな援軍を装うのはわたくしの担当としましょうか」


「それがいいと思うね」


「でも、本当にそれでいいの、セイラ？　わかっているのかしら？」


「何がかな？」


「ここにあなたが残るということは、もしも小細工がばれて城から守備兵が討うって出てきたら、あなたの一千とわたくしが残す五百だけで相手をしなくてはならないのよ？」


「ああ、わかっているよ……と言ったらまた君は驚おどろくのだろうけれど、そのくらいは弁わきまえているとも。そしてその場合、ボクが逃にげだしてしまっては、戦わずにあの街を陥おとすという君の策が失敗に終わることもね。だから、なんとしても押し返すさ」


「セイラ」


「何かな、エメ王ひ女め」


「わたくし、あの街を陥としたいとは思いますけど、友人を犠ぎ牲せいにしてまで陥とそうとは思いませんわ。そこのところは勘かん違ちがいしないでくださいな」


「……ああ、エメ王ひ女め、君は性格が悪くて口も悪くて皮肉屋で嫌いやみで人を陥おとしいれるのが好きという人としては最低の部類に入る女子だけれども、友だちを思う気持ちに噓うそ偽いつわりのないことはボクがよく知っている」


　エルメンネッラがジト目になって頭を引いた。


「あなた、よくそれで人のことを『性格や口が悪い』とか言って責められたものね」


「まぁ、そこはお互たがい様さまと言うことで見み逃のがしてもらうとして。だからこそ、ボクはそんなエメ王ひ女めのことが好きなのさ」


「あら……そうなの。わたくし、あなたには嫌きらわれているのだと思っていましたけど」


　という彼女の言葉が照てれ隠かくしであることはセイラにはわかっている。


「むしろ愛してると言ってもいいくらいだよ」


「それは……ありがた迷めい惑わくですわね」


　ふたりは顔を見合わせて笑いだす。


　ひとしきり笑ってからふたりは笑えみを収めた。


「では、セイラ。援軍を引き連れて戻ってきますから、それまでここを頼たのんだわよ」


「任せてくれたまえよ、エメ王ひ女め。君の五百は必ず無傷でお返しする」


「では、日の高い今のうちに陣じんの構築を進めておきましょうか」





　こうしてエルメンネッラとセイラの部隊は、突とつ貫かん工事で街を望む高台に陣を構築したのだった。





　翌日の日暮れを待ち、エルメンネッラは千五百を率いて陣を離はなれていった。


　幸いこの辺りはシュールティスの領域ではあっても準地元と言える場所だ。辺り一帯の地理に詳くわしい兵も多いので、街かい道どうを外れての夜間行軍も不可能ではない。


　千五百を率いて一いつ旦たんロサ・ロゼ領域まで取って返したエルメンネッラは、そこで新しい鎧に着替えた。


　それまで着ていた赤あか銀がねの鎧も派手で目立つ物だったが、新たに着た白しろ銀がねの鎧はそれ以上に派手で絢けん爛らん豪ごう華かな鎧だった。


　何しろ胴どう体たい部分に金きん箔ぱくが押してあって、日の光を受けると、今度は全身が金こん色じきに輝かがやくという、むしろ悪あく趣しゆ味みといっていい作りだ。


　目立ちすぎて実戦では使えないだろうと突つっ込こまれそうな鎧を平然と着こなしたエルメンネッラは、兵の持つ旗も別の物に換かえさせたり何かを描かき加えさせたりしてから、部隊を率いて街道まで戻った。





　少し時間を調整してから、エルメンネッラは例の砦とりで目指して行軍を開始する。


　すでにエルエラ以下の伝令を砦に走らせてあったから、ミノリ王女の部隊もエルメンネッラの策は承知している。上う手まく調子を合わせてくれるはずだ。


　そして実際、エルメンネッラを迎むかえ入れたミノリ王女は、新たな援えん軍ぐんがやってきたことを祝して振ふる舞まい酒ざけを捕ほ虜りよにまで与あたえてくれるなど、なかなか上手い対応をしてくれた。





　砦で休きゆう憩けいを入れたエルメンネッラの部隊は昼過ぎに砦を出立した。もちろん、砦で捕とらえたシュールティス兵の捕虜を伴ってだ。


　ミノリ王女の部隊五百もそのあとに続く。


　こうしてエルメンネッラは、セイラと別れた翌日の夕刻に、「新たな二千の援軍」を率いて、ミノリ王女の部隊と共にセイラの陣に合流したのだった。
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　エルメンネッラの策は見事に功を奏した。





　解放された捕虜はエルメンネッラの使者に連れられて街まで行き、そこで「開城交こう渉しようの手て土産みやげ」としてシュールティス側に引き渡わたされた。


　最初の交渉に相手側は乗ってこないが、それはエルメンネッラにとって織り込み済みのことだ。


　しかし、二回目以降は相手の対応が変わった。交渉の席の空気も変わった。


　解放された砦の捕虜が、ロサ・ロゼとサンクトファウレの連合部隊は五千もいることを守備隊の幹部に告げていたからだ。


　しかも交渉相手──奪だつ回かい軍の一いち翼よくを担になうロサ・ロゼ王国の王女エルメンネッラ──からシュールティスの第三王女と第六王女の親書を渡された。


　セルヴィンが認めなくても、対外的にはその肩かた書がきはまだ効果を持つ。


　これで相手はシュールティスに対する侵しん略りやく軍ではなくなった。


　この戦いが侵略軍と防衛軍の対決ではなく、シュールティス側の内部抗こう争そうという構図になるわけだ。


　ということは。


　最終的にどちらが勝利しても、シュールティスの守備兵にしてみれば大して影えい響きようはないことになる。


　そしてこの頃ころには、反セルヴィンの部隊が多数、シュールティス国内に侵しん攻こうしているのも街に伝わっている。


　交渉に臨のぞんだ守備隊の隊長が、ここはどちらか一方に肩入れすべきではないと考えたのも自然な成り行きだった。





「もし、サイファ王女、セフィア王女による今回の打だ倒とうセルヴィンの企くわだてが失敗した場合、ここで抵てい抗こうしなかったあなたの責任が問われるようなことがあれば、ロサ・ロゼのノリス城までお出いでなさい。ロサ・ロゼの第三王女、エルメンネッラ・ノリスノーラ・ローゼゥスが責任を持ってあなたを受け容いれますわ」


　エルメンネッラがそう保証したことで、開城交渉の決着がついた。


　守備隊の隊長は街を明け渡して退たい却きやくしていった。


　エルメンネッラは、その知ち謀ぼうで一兵の犠牲も出さずに街をひとつ奪取したのだった。


　リカルドやセフィアがカルヴェルグ城を奪回したのに続き、奪回軍は大きな得点を稼かせぐことに成功した。





　この朗報に接したリカルドは、さすがにエルメンネッラ、恐おそるべき知謀だと感心した。


　しかし同時に、切れ者の彼女が自分の婚こん約やく者しやであることを思うと、素直に喜んでばかりもいられないという複雑な心境になったのだった。
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　さて、こちらはイ・ウー・ハン国からシュールティスに侵攻したユゥ・ノス女王が率いる部隊──。





　女王の基本方針は単純明快だった。


　とりあえず一戦して街を一つ陥とし、イ・ウー・ハン国の兵の精強さを轟とどろかせる。


　そのために女王は、攻城兵器を分解してイ・ウー・ハン国から運ばせてきているのだ。


　多少の犠牲が出たとしても、その武名こそが何十年後までイ・ウー・ハン国を守る盾たてとなることを女王は知っていた。彼女と今のイ・ウー・ハン国も、祖先が培つちかった武名に守られているのだから。


「自分の子孫に対しても強力な盾を残してやることが、現女王である妾わらわの務めぞ」


　ユゥ・ノス女王は、傍かたわらに控ひかえるユーリに対して毅き然ぜんとそう言い放ったという。





　イ・ウー・ハン国とシュールティス王国の国くに境ざかい付近から六、七リーグ進んだところに、ハノーファという小さな城じよう郭かく都市があった。


　女王はそこを陥とすと決めていた。


　街の守備兵は五、六百という情報を得ている。


　その兵数ではお世辞にも守りが堅かたいとは言えないが、攻せめるイ・ウー・ハン国部隊だって八百しかいないのだ。


　城攻めの場合、攻こう撃げき側は守備側の三倍から五倍の兵数がほしいと言われている。


　今回の場合は攻撃側が八百。


　守備側が五百としても、ふつうに考えれば守る側が圧あつ倒とう的てきに有利な兵力比である。


　しかし、女王はそんなことで躊躇ためらったりはしない。


　むしろこの兵数で陥としてこそ、イ・ウー・ハン国兵の精強さを世に知らしめることができると考える。


　それに、戦いくさというものは兵数だけで決まるのではないからの。数で決まるならこれほど簡単な話もないわえ。だが、実際の戦はもっと様々な要素が絡からみ合う複雑怪かい奇きなものぞ。


　ユゥ・ノス女王が考えるとおり、戦せん闘とうというものは様々な要素から成り立っている。


　戦闘の勝敗を左右する最大の要素が兵の多た寡かであるのは間ま違ちがいない。どれだけの兵士を戦闘に投入できるかは、戦争指導者最大の責務である。


　しかし、それ以外にも戦闘の結果を左右するものは多々ある。


　兵の質と兵の士気。指揮官の優ゆう劣れつ。地の利、時の利。気象。部隊の勢い。


　それらのものが有機的に絡み合うのが実戦である。





　では、この場合はどうだろう。


　攻城戦になるのなら、攻撃側は千五百から二千五百──この数字に振れ幅はばがあるのは、城郭の防ぼう御ぎよ力などで変動するということだ──の兵がほしいところである。


　現実にはイ・ウー・ハン国の兵数は八百だから苦戦は免まぬかれないはずだが、しかし、双そう方ほうの士気には雲うん泥でいの差がある。


　なんといってもイ・ウー・ハン国部隊を指揮するのが女王ユゥ・ノスであることが大きかった。


　一方、ハノーファの側の守備隊は一地方都市の駐ちゆう留りゆう部隊という位置づけに過ぎない。


　彼らからすれば、何がなんでも街を死守しなくてはならないほど切せつ羽ぱ詰つまっているわけではなかった。


　指揮官の優劣は言うまでもない。


　イ・ウー・ハン側が百ひやく戦せん錬れん磨まの女王が率いているのに対して、ハノーファ側の指揮官は地方守備隊の隊長に過ぎない。その能力が同等であるはずがない。


　地の利はたしかに守備側にある。


　だが時の利は？


　反セルヴィンの部隊がシュールティス国内に雪な崩だれ込んだのは、この時点ですでにハノーファの街にも伝わっている。というより、情報操作の要員を街に潜せん入にゆうさせて噂うわさを流すというリカルドの工作によって知らされたわけだが。


　もちろん、噂は大げさに流されている。


　結果、守備隊の幹部は、シュールティスの現政権が果たして保もち堪こたえられるのかどうかという不安に苛さいなまれることになった。


　もしここで頑がん強きように抵抗して攻撃側を撃退できたとしても、国王セルヴィンが政権の座を追われてしまえば、自分たちの奮戦がなんの役にも立たなくなる。それどころか謀む反ほん人に荷担したとして、新政権から責任を追つい及きゆうされるかもしれないということを彼らは恐れた。


　守備隊の幹部が本気になれない状じよう況きようを、すでにリカルドが作りだしているのだ。


　反セルヴィンの決起軍は序じよ盤ばんの心理戦を制したといってよかった。


　この日のこの地域の天候は曇くもりで風は弱かった。


　この条件はどちらか一方に有利ということはない。


　部隊の勢いはどうか。


　これは地の利や指揮官の優劣とも関係してくるが、女王に率いられてシュールティスに侵攻してきたイ・ウー・ハン側のほうに勢いはあると見るべきだろう。


　こうして見てくると、兵数と地の利以外の要素ではイ・ウー・ハン国側が圧あつ倒とうしているといっても過言ではなかった。


　中でも「必ず陥おとす」と決意しているユゥ・ノス女王と、「死守する必然性がない」という守備側幹部の立場の違いは大きかった。


　また街の住民の心理状態も見み逃のがせない要素だ。


　リカルドが潜入させた情報操作員の噂でシュールティス奪回軍が攻め込んできたことを知った住民の有力者の中には、守備隊の動向と関係なく奪回軍と和わ睦ぼくしようとする動きを見せる者もいた。


　という状況を総合的に判断すれば、むしろ兵数の少ないイ・ウー・ハン国部隊のほうが有利だとさえ言えた。
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　ユゥ・ノス女王は街から見える場所で攻城兵器をこれ見よがしに組み立てさせた。


　組みあがった兵器を街の城じよう壁へき近くまで運ばせると、女王は攻撃を命じる。


　まずは投石機による城内への石や礫つぶての投げ込みが始まった。


　投石機の攻撃は敵の兵員を倒たおすのが目的ではない。そもそもが投石機ではそんな小さな目標は狙ねらえない。


　城壁や城門に当たって被ひ害がいが出ればよし。物見櫓やぐらにでも当たって櫓が倒とう壊かいすれば万ばん々ばん歳ざい。その程度のものだ。


　しかし、石や礫がひっきりなしに飛んでくると、当たる可能性は低いとわかっていても兵の恐きよう怖ふ心しんが煽あおられる。


　女王は城壁や城門を集中的に攻撃させたが、中には数台、敢あえて街の奥を狙わせた投石機もあった。住民の恐怖感を煽り、厭えん戦せん気分を盛りあげるためだ。


　投石機による攻撃がいったん止やむと、次は亀きつ甲こう車しやに身を隠かくした弓兵が接近していって、城壁の守備兵目がけて矢を射かけた。


　もちろん、守備側も弓矢で応戦する。


　しばらくは弓の撃うち合いになるが、この場合では城壁の上にいる守備側のほうが有利である。


　が、攻撃側も亀甲車に隠れているので、互たがいにあまり被害は出ない。


　そうして時間を稼いでいるうちに、投石機攻撃の第二波が始まった。


　最初の攻撃によって得られた結果から照準を再調整した投石機による攻撃は、前回よりも効果的に城壁や城門に石せき弾だんや礫を降らせた。


　その間にも攻撃軍から矢が飛んでくる。


　弓矢で反撃しようにも、ひっきりなしに石や礫が飛来するので、守備側はおちおち狙いをつけていられなくなる。


　それでも、この時点ではまだ兵員にそれほど被害は出ていないから、城壁を巡めぐる攻防はここから佳か境きように入る……と思われた頃ころ、唐とう突とつに守備側からの応戦が止んだ。


　いち早くそれに気づいた女王が、攻撃の中断を命じた。
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「どうしたのでしょうか、女王様？」


　本ほん陣じんで指揮を執とるユゥ・ノス女王の傍らに控えていたユーリが、不思議そうな顔でそう訊きくと。


「おそらく中で揉もめているのだろうの」


「揉めている？」


　ユーリが小首を傾かしげると、女王は不敵に笑った。


「そうだとも。守備隊の兵と指揮官が、なのか、あるいは街の住民と守備隊が、なのかは知らぬがな。城内で何かが起きているのは間違いあるまい。そしてそれは、こちらに有利な何かだ」


　さすがに百戦錬磨のユゥ・ノス女王の読みは的確だ。


　この頃ころ、街の中では住民の突つきあげを食らった守備隊の幹部が和戦両睨にらみで、奪だつ回かい軍と交こう渉しようを始めようかどうしようかと日ひ和よっているところだった。


「どれ、少しばかり催さい促そくしてみるか」


　戦わないで街を陥とせればそれに越こしたことはないが、強攻して陥とすことも厭いとわない女王としては、ただ単に時間稼かせぎをされては具合が悪い。


　もしも敵に後ご詰づめが来たら──その可能性は低いだろうが──自分たちが圧倒的に不利になる。


　ということで、相手の次の手を催促する意味で、ユゥ・ノス女王は投石機による攻撃を再開させた。


　三み度たび、石弾や礫を雨あられと降り注がせると、それほど時間をおかずに城壁上に黄色い旗が揚あがった。


　一次休戦を申し入れる旗だ。


　女王が攻撃を止めさせ、攻撃部隊を退さがらせると、やがて大手門横の脇わき門もんが開いて使者が姿を現した。





　こうして守備隊の隊長が送って寄よ越こした使者とユゥ・ノス女王の交渉が開始されることになったのだった。




[image: ]
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　交渉は何度かの中断を挟はさんで断続的に続けられた。


　交渉の席ではユゥ・ノス女王が常に主導権を握にぎっていた。


　こちらはこのまま強きよう攻こうして陥としてもかまわないのだが、という態度を崩くずさず、かといって、降こう伏ふくなど許さぬという高圧的に出るのでもなく、微び妙みような押し引きを繰くり返かえしながら、最終的には条件付きの開城を相手から引きだした。


　その条件は、街の住民に危害を加えないことと守備部隊の安全な撤てつ収しゆう、そして武装解除に応じた兵が街に残るのを認めることの三点だった。


　女王にとって呑のめない条件ではない。


　交渉は妥だ結けつし、守備部隊のうち四百ほどが街を出て撤収していった。


　残りの百と少しは元々がこの街の出身者。武装解除に応じて街に残った。





　こうしてハノーファの街も反セルヴィンを掲かかげる奪だつ回かい軍の手に落ちた。


　味方に犠ぎ牲せいを出さずにハノーファを攻略したユゥ・ノス女王の武名とイ・ウー・ハン国兵の精強さは、今まで以上にシュールティス国内外に鳴り響ひびくこととなった。
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　こちらはアマネ王女の率いるアマゾネシス国の部隊八百──。





　シュールティスの南西寄りから侵しん入にゆうしたこの部隊は、序じよ盤ばん戦せんで唯ゆい一いつ、シュールティス側との野戦に臨のぞむことになった。これは地理的な要因が大きい。


　シュールティスの西部地域はセルヴィンと共きよう闘とうしている王弟（元第三王子）の影えい響きよう下にある上、南の国くに境ざかい付近からは王都までも比ひ較かく的てき近いため、奪回軍に対して現政権側が強く反はん撃げきに出てきたのである。





　アマゾネシス部隊の行く手を遮さえぎったのは、王弟から兵を預けられたゲゥバゥト将軍率いる二千。


　千二百の兵を率いて居城を出撃した将軍は、幾いくつかの街で駐留部隊を糾きゆう合ごうしつつ進軍し、およそ二千の兵力でアマネ王女の部隊に接近しつつあった。





「西北方向から敵部隊が接近中。その数およそ二千との報告が入っております」


　アマネ王女に報告をした副官が、


「如何いかがいたしますか？」


　と訊いた。


　王女の周囲にいる兵が身に着けている鎧よろいはどれも胸むな元もとが大きく盛りあがっている。兜かぶとを被かぶっていて顔が見えない者もいるが、鎧の胸部の盛りあがりを見れば、みな女性だということが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　当然、副官も女性だ。


　副官は大おお柄がらな女性が多いアマゾネシス軍部隊の中でもひときわ大きかった。他の兵士たちより頭一つ抜ぬけでている。身長だけではない。鎧の胸部の盛りあがりも他の兵士たちを圧倒している。


　どちらかというとアマゾネシスでは小柄な部類に入る（身長とか胸とか）アマネ王女は副官を見上げるようにして応こたえる形になった。


「どうもこうもない。蹴け散ちらす。我が軍の精せい悍かんさを思い知らせてやれ、ロッテリリヤ」


「そう仰おつしやると思っておりましたよ」


　アマネも副官ロッテリリヤも、それが規定方針だといわんばかりの話しぶりだ。


　イ・ウー・ハン国の部隊に負けてなるものかという対たい抗こう意識が、アマネにも副官にも、そして一いつ般ぱんの兵にも横おう溢いつしていた。


「敵の中ちゆう核かくはゲゥバゥトとやらが率いる一千ほどだ。残りは寄せ集めに過ぎん。一千程度が相手だと思えば兵数にほとんど差はない」


「でありますな」


「となれば、ゲゥバゥトは寄せ集めを先せん鋒ぽうに仕立てることはしまい。自らの一千でこちらを攻撃する。それを我らが防いでいるあいだに寄せ集めの連中を迂う回かいさせて背後や側面を衝つく……という戦法を採とるだろうな」


「でありますな」


「ならば考えることなど何もない。こちらは敵の中核の一千を遮しや二に無む二に突とつ破ぱすればいい」


　副官が、にやりと笑った。


「で、ありますな。では、突破の先さき駆がけ、それがしにお任せあれ」


「おお、任せたわ。重装歩兵団二個中隊を預ける。貴様の豪ごう槍そうの威い力りよく、シュールティスの弱兵どもにとくと見せつけてやれ、ロッテリリヤ」


「では、失礼」


　副官は近くの地面に刺さしてあった自分の槍やりを摑つかんで抜き取った。


　それは槍というより、地面に生えている樹木かと思うほどに太く長かった。


　槍の全長は二ヤルド（一ヤルドは約二・七メートル）ほどもあるだろうか。


　柄えの長さが一と三分の二ヤルドほど。


　ということは、穂ほ先さきだけで三分の一ヤルドくらいあることになる。並の剣けんの刃は渡わたりより長い。


　副官ロッテリリヤはこの長なが柄えの槍を片手でぶん回すのだから、まさに人にん間げん離ばなれした恐おそるべき膂りよ力りよくと握あく力りよくだった。


　副官は巨きよ大だいな槍を肩かたに担かつぐと、バランスを崩すこともなく軽々と走り去っていった。


「エメネシゥス！」


　アマネに呼ばれて、別の幹部が駆け寄ってきた。


「アマネ様、エメネシゥス参上」


「ロッテリリヤが重装歩兵団を率いて突撃する。長なが弓ゆみ隊たいで掩えん護ごせよ」


「エメネシゥス、承知」


　エメネシゥスが一礼した。


「よし、行け！」


　走り去っていくエメネシゥスの背中を見送り、アマネ王女は不敵に笑う。


「我が軍の精悍さをリカルド王子殿どのにも見せてやりたかったな。が、まぁそれはいずれ」


　アマネは近きん習じゆうの女子兵から何本かの剣を受け取り、腰こしに吊つるしたり背負ったりする。


　これは乱戦の際に、剣の刃はが欠けたり折れたりしても闘たたかい続けられるようにという配はい慮りよである。


　つまり、アマネ王女は自みずからも白兵戦を挑いどもうというつもりなのだ。


　彼女の剣は乱戦に特化していた。一対一の斬きり合いを得意とするセイラの剣けん術じゆつとは根本的に違ちがっている。


　あるいはこう言い換かえてもいいかもしれない。


　セイラが剣を振ふるうのは仕し合あいにおいてであるが、アマネが剣を振るうのは戦場での殺し合いにおいてだと。
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　エメネシゥスが率いる長なが弓ゆみ隊が一いつ斉せい射しや撃げきを始めた。


　膂力に優すぐれたアマゾネシス兵が持つ弓は並の弓より大きく強く射程が長い。故に、彼女たちの弓は「長弓」と呼ばれる。


　彼女たちは総じて視力もよく、百ヤルド離れた場所に立つ敵兵をも狙ねらい撃うつ。狙い撃って当てるだけの技術もあった。


　長弓で射られた矢は初速が高く、矢羽根や鏃やじりにも創意工く夫ふうが施ほどこしてあり、遠くまで飛ぶのである。また、至近距きよ離りなら並の鎧や兜をも貫かん通つうするほどの威力を持っている。


　当然、敵も矢避よけの盾たてを掲げているのだが、角度がよければ、その盾さえも貫通、破は砕さいするほどだった。





　ゲゥバゥト将軍直属の一千二百は三段構えで待ち受けていた。


　その前列へエメネシゥスの長弓隊二百がしきりに矢を射かけ、同時にロッテリリヤ率いる重装歩兵団三百が突撃する。


　単純ではあるが破は壊かい力のある攻撃法だ。


　突撃する重装歩兵に対して、当然、敵も矢を射かけてくるが、アマゾネシス兵の持つ盾は鉄製で厚い。ふつうの矢であれば簡単に弾はじいてしまう。


　また盾の面積も大きく、斜ななめ前方に掲げれば、持ち手の体は完全に隠かくれてしまう。


　ゲゥバゥト部隊からの弓矢の射撃で倒たおれるアマゾネシス兵は皆かい無むだった。


　一方、エメネシゥス隊の長弓の威力は凄すさまじく、敵の前衛から中衛の兵がバタバタと倒れていく。


　重装歩兵団と敵の前衛が衝しよう突とつするまでに、さほど時間はかからなかった。





　先頭に立つロッテリリヤが豪槍を左から右へと横よこ薙なぎに払はらうと、敵兵の首が三つ、四つと一度に宙に舞まった。


　敵もロッテリリヤに対して矢を射たり礫つぶてを投げたりしたのだが、彼女は左手の盾で軽々とそれらを弾き返し、もう一度、豪槍を振りかぶって横に薙いだ。


　すでに敵兵の中に乗り込んだ形になっているから、今度はまとめて七、八人が吹ふっ飛んでいった。


　穂先に当たった者は首が飛び、柄えに当たって薙ぎ払われた者は、よくて骨折、運が悪ければ内臓破は裂れつという致ち命めい傷しようを負う。


　槍の柄には金属製の覆おおいが巻いてあるから、鎧に当たろうが剣に当たろうが折れることはなかった。


　ロッテリリヤの槍の桁けた違ちがいの破壊力に敵が度ど肝ぎもを抜かれているあいだに、重装歩兵団が敵の前衛に突入していた。


　重装歩兵はロッテリリヤと同じく槍と盾を構えている。


　ロッテリリヤの豪槍ほどではないものの、一般的な槍よりはずっと柄が長く、破壊力は抜ばつ群ぐんだ。


　ひとりひとりが数人ずつをまとめて吹っ飛ばしながら、重装歩兵の群れがぐいぐいと敵部隊の中に斬り込んでいく。


　もはや前衛だけでは支えきれなくなってきた。


　アマゾネシス兵の精強さを用心したゲゥバゥト将軍が採った三段構えの陣じんが逆に災わざわいした形だ。


　前衛に限れば、突撃してきた重装歩兵団と兵数にほとんど差がないのだ。


　重装歩兵団に食いつかれた前衛は、これを押し返すどころか、じりじりと押されだす。


　戦せん況きようが利あらずと見たゲゥバゥト将軍は、待機させておいた寄せ集め部隊に、


「大外を迂回して弓矢部隊を襲おそえ」


　と命じ、自らは後衛を率いて討うって出ることにした。


「前衛を突破してきた敵は、たとえ押し返せなくても中衛で食い止めろ。その間に儂わしが敵歩兵部隊の背後に回り込んで挟きよう撃げき態勢を築く」


　将軍は中衛を指揮する部隊指揮官にそう言い残すと、後衛の四百を率いて駆けだした。


　しかし。


　結果として将軍の狙いは完全な空から振ぶりに終わった。


　敵の長弓隊を狙った寄せ集め部隊だが、味方が敵陣に突入を果たしていたため、エメネシゥスの長弓部隊はすでに弓を手放し、剣や槍に持ち替かえていたのだ。


　そのため、相手が弓隊だと思い込んで襲いかかった寄せ集め部隊は、思わぬ反撃に遭あって敵を撃破することができないでいた。


　さすがに兵力に差があるので──長弓隊は二百で寄せ集め部隊は八百もいる──押してはいるのだが、兵ひとりひとりの力量が違いすぎて、押し切ることができなかった。


　そこへ、王女直属の三百がアマネ自身に率いられて突つっ込こんできた。


「それ、蹴散らせ！　斬りまくれ！　生かして帰すな！」


　兵の先頭に立って剣を振るうアマネの鎧は、早くも敵兵の返り血を浴びて真っ赤に染まっていた。





　もしこの光景をリカルドやセフィアが見ていたら、あまりシュールティス兵を殺すな！　と悲鳴を上げたに違いない。





　アマネ部隊が参戦したとはいえ、兵数は八百対五百。兵力比は一・六対一だ。まだ寄せ集め部隊が有利なはずだが、ただでさえ二百を押し切れなくて焦あせっていたところへ新たな敵部隊が突っ込んできたとなれば、それだけで寄せ集め部隊の腰が引けてしまう。


　アマネが先頭に立っているせいだろう、押し寄せてくるアマゾネシス兵はまさに騎き虎この勢いで、エメネシゥス隊に手間取っていた寄せ集め部隊は、あっという間に蹴け散ちらされてしまった。


　そうなると。


　ロッテリリヤ率いる重装歩兵団の背後に回ったゲゥバゥト将軍が、敵に襲いかかろうとしたまさにそのとき、彼らはアマネ直属軍に背後を襲われることになった。


　アマネの部隊に蹴散らされた寄せ集め部隊は寄せ集めの悲しさを遺い憾かんなく発揮（！）していて、もはや四し分ぶん五ご裂れつの有様、たった二百のエメネシゥス隊に追いまくられる始末だ。


　そうなると、ゲゥバゥト直属の一千二百と、ロッテリリヤの三百にアマネ王女の三百を加えた六百の戦いとなる。


　これまた兵力比ではゲゥバゥト隊が圧あつ倒とう的てきに有利なのだが、三段構えの第一段はすでに破られている。


　今は第二段、中衛がかろうじて支えているという状況だ。これでは兵数の有利さが発揮できない。


　しかもゲゥバゥト将軍が率いる後衛は四百で、その背後を衝ついたアマネ部隊も三百と、兵数がほぼ互ご角かくという局面ができあがってしまっていた。


　おまけに将軍の部隊は背後を衝かれている。


　将軍の目算は尽ことごとく外れてしまったことになる。


　こうなってしまえば、不利な戦況を引っ繰くり返せるだけの逆転の妙みよう手しゆなど、ゲゥバゥト将軍に指せるはずもなかった。





　将軍直属の四百は、背後を襲ってきたアマネ部隊に反撃を加えようと急いで方向転てん換かんしたのだが、全部隊が方向を変えるにはどうしても時間差が出る。


　襲われた最さい後こう尾びの兵は直すぐ後ろに敵がいるのだから、命令されるまでもなく背後に向き直る。


　ところが最前列側の兵は、方向転換するのがずっと遅おくれる。


　それはそうだろう。


　彼らは、友軍の前衛を突とつ破ぱして今は中衛と戦っている敵部隊の背後を襲おうとして剣けんを振りあげていたところなのだ。


　後ろから敵が迫せまっていると言われても、じゃあ眼前の敵はどうするのだ？　という意識が働いてしまう。


　背後の敵に向かっていったら、今度は眼前の敵が方向転換して自分たちの背後から斬りかかってくるのではないか？　という虞おそれを抱いだく。


　現実的にはロッテリリヤの部隊も最大限の力を発揮して戦っているわけで、そんな余力がありはしないのだが、状況が悪いとき、兵の思考はどうしても悪いほうへ悪いほうへと向かってしまいがちだ。


　アマネ隊に対する対応が遅れたゲゥバゥト将軍直属の四百は、それでもほぼ同数のアマゾネシス兵を相手によく戦ったほうだと言えるだろう。


　しかし、結局はアマネ隊の攻こう撃げきを支えきれず、敵味方入り乱れての乱戦の最さ中なか、将軍はアマネ王女の側近に討ち取られてしまった。


　それで将軍直属部隊は壊かい乱らん。


　算を乱して逃にげようとするところを、追撃してきたエメネシゥス隊とアマネ部隊の一部によって多数が討ち取られ、残りは武器を捨てて投降した。


　一方、将軍が率いていった後衛の四百が壊かい滅めつしたのを知った中衛の四百は、その時点で戦せん闘とう意欲を喪そう失しつ、持ち場を離はなれていく兵が続出する。


　このままではこちらも壊滅する。


　そう判断した中衛の部隊指揮官は抵てい抗こうを止やめ、投降の意思を示した。


　こうしてシュールティス側の二千とアマネ率いるアマゾネシス部隊八百の戦闘は、兵数が少ないアマゾネシス側の完勝に終わった。





　この戦いで戦力的には不利だったアマネ率いる部隊が勝利できたのは何な故ぜかと考えると、それは戦闘における構想力でアマネ王女がゲゥバゥト将軍を遥はるかに凌しのいでいた結果であり、ロッテリリヤやエメネシゥスなどの部隊指揮官がゲゥバゥト配下の部隊指揮官より勝まさっていた結果であり、個々の兵の質がシュールティス側よりアマゾネシス側が勝っていた結果だと言えた。





　前述したように、この戦闘は、リカルドたちのシュールティス王国奪だつ回かい戦序じよ盤ばんにおける唯ゆい一いつにして最大の野戦となったのだが、あっという間まに街を一つ陥おとしたイ・ウー・ハン国部隊の戦いと並んで、シュールティス奪回軍の強さと勢いをシュールティス内外に強く印象づける結果となった。
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　決起してからおよそ一カ月で、リカルドたち奪回軍はシュールティス王国の領域の三分の一以上を、文字通り奪回していた。あるいは「解放」と言い換かえてもいいのだが。


　シュールティスの国民も周囲の国々の支配者たちも目を瞠みはる快かい進しん撃げきだった。


　その後、進撃の速度は落ちるものの、決起二カ月後には、リカルドたちはシュールティス王国領域の二分の一以上までを奪回（解放）していたのである。





　ここで留意しておきたいのは、この世界、この時代の人々には「国くに境ざかい」や「国土」という意識は希き薄はくだったということである。


「国」というのは、点（城じよう郭かく都市、あるいは大きな村里）と線（街かい道どう）の集合体であり、領域内であっても、都市間に広がる未開の荒こう野やや手つかずの原生林などは、彼らにとって国内というよりは「異界」の地であった。


　人口の八、九割が都市に住んでいる。


　都市に定住していないのは、都市から離れた場所に農地を持つ農民たち──彼らでも、耕地の近くに環かん濠ごう集落を作ってそこに住んでいるのだが──か山野を渡わたり歩く狩人かりゆうどや山の民たみくらいである。


　したがって、領域の何割を支配したかが戦争の行方ゆくえを決定的に左右するわけではない。


　左右するのは、規模の大きな都市──当然、そういう都市は人口が多い──を支配しているか否いなかだった。


　首都を含ふくむ大都市を抱かかえ、もっとも人口の多い地域が未いまだにセルヴィンの支配下にあったから、その意味では、領域の二分の一を超こえる地域を手にしても、シュールティス奪回軍が圧倒的に優位に立ったとまではまだ言えなかった。
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　カルヴェルグ城から首都へと通じる街道を五十リーグほど西進したところにライブルグという比ひ較かく的てき規模の大きな城郭都市があった。


　リカルドはこの街に奪回軍の司令部を置いていた。


　奪回軍はさらに西の都市も幾いくつか支配下に置いているが、そちらはまだ情勢が不安定なので、奪回軍の支配が強固なこの地域で最も大きな都市であるライブルグを本ほん拠きよ地ちとしたのだった。





　元々この街は第四王子の居城だった。


　第四王子はセルヴィンが謀む反ほんを起こした際のどさくさで行方知れずになっていた。セルヴィン側に殺害されたらしいという噂うわさだったが、真相は明らかになっていない。


　その後はセルヴィンが送り込んだ代官が街を支配していた。


　代官の苛か政せいに苦しんでいた街の住民は、文字通りの解放軍としてリカルドたちを迎むかえてくれた。


　街に入城したサイファとセフィアは、セルヴィンの打だ倒とうが成った場合、向こう二年間の租そ税ぜい免めん除じよを住民に約束して喝かつ采さいを浴びていた。


　それはリカルドが進言した政策だったのだが、予想以上の効果を上げた。


　なんとしてもセルヴィン打倒を成し遂とげてもらいたいと、住民たちがこぞって奪回軍に糧りよう食しよくを提供したのだ。街に居を構える大商人たちは軍資金を低利で融ゆう資ししてくれ、兵ひよう糧ろうなども寄付してくれた。


　リカルドたちは周辺諸地域の支配を堅けん固ごなものにしつつ、兵を養い、来きたるべき最終決戦に向けて力を溜ためているところだった。
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　ライブルグの街にある元第四王子の居館──。





　この街の場合、王子の居館は街の中央に巡めぐらせた内ない壁へきの中に建てられていた。


　内壁が囲む面積はそれほど広くはない。


　そこに石造り三階建ての立派な居館があって、執しつ務む棟とうや使用人の居住棟などが主あるじの館やかたと回かい廊ろうで繫つながっていた。


　敷しき地ち内には駐ちゆう留りゆう軍ぐんが詰つめる兵舎もあるが、そちらと居館は回廊で結ばれていない。





　居館の一室、元は遊ゆう戯ぎ室として使われていたのだと思われる部屋に、奪回軍の司令部が置かれていた。


　その部屋でリカルドは、腕うで組ぐみをしたまま、部屋の中央に置かれた大きな方ほう卓たくに載のっている布製の地図を見下ろしていた。


　彼の傍かたわらにはセフィアとサイファがいた。


　セフィア以外の婚こん約やく者しやたちも久しぶりに勢せい揃ぞろいしていて、リカルド同様、卓上の地図を睨にらんでいた。


「いよいよ首都が見えてきたの」


　セフィアが呟つぶやくようにそう言った。


「そうだな。だけど、サヴォイの援えん軍ぐんがシュールティスの王都に向かったらしいからな。兵数的にはそれほどでもないみたいだけど、本当の戦いはこれからだな」


「……そうじゃな」


「リカルド王子」


「なんだ、エルメン？」


「サヴォイの軍が首都に入る前に叩たたく……という選せん択たく肢しはないのかしら？」


　エルメンネッラにそう訊きかれて、リカルドは低く唸うなった。


「う～～ん、ないこともないと思うけど……」


「でも、冒おかす危険に見合うだけの結果が得られそうにないというわけね？」


「そうだな。危険度が高すぎると思う。サヴォイの軍はセルヴィン側の支配地域を通ってくるわけだからな。俺たちが大軍をそこまで進出させること自体、かなりの難題だ」


「……だわね」




[image: ]


　エルメンネッラも自分の出した案にそれほど執しゆう着ちやくを見せずに引き下がった。


　彼女自身も実現性を疑っていたのだろう。


「となると、我々の次の一手はどうなるのかな？」


　と訊いたのはメッシナである。





　戦略や戦術の話になれば、リカルド、エルメンネッラ、メッシナの三人が中心となる。それにセフィアが加わるくらいだ。


　他の王女たち──ユーリ、セイラ、ネゥラ、エリュシア、レムリエル、ミノリ、エファ、アマネ──は話を聞いているだけのことが多い。


　ユゥ・ノス女王がいれば大いに頼たよりになるところだが、彼女はいま、イ・ウー・ハン国に戻もどっていた。


　女王として、彼女は守護精せい霊れいへの祈き禱とうの儀ぎ式しきを欠かすわけにはいかないのだ。


　ユゥ・ノス女王は月に二度、自軍は残したまま側近だけを伴ともなって自国へ戻り、儀式を済ませるとシュールティスにとんぼ返りしてくるという忙いそがしい日々を送っていた。


　その間はこうして、リカルド、エルメンネッラ、メッシナ、セフィアの四人で、戦略や戦術を練ることになるわけだ。





「決戦に備えることだな」


　リカルドはメッシナにそう応こたえた。


「やはり最後はそうなるか」


　リカルド同様に腕組みをしたメッシナは、もう一度、地図に目を落とした。


　彼女がその体勢になると、大きな胸が強調される。


　負けじとエルメンネッラが腕を組んだ。


　二大巨きよ頭とうならぬ二大巨乳の対決だ。


　リカルドは思わずふたり（の胸）に対して交こう互ごに視線を走らせてしまうが。


　隣となりに立つセフィアの目が細められたのに気づいて、慌あわてて視線を地図に戻した。


「でも、決戦はしないけどな」


「……なに？」


「どういうことかしら？」


　メッシナとエルメンネッラが怪け訝げんそうな顔を向ける。


　リカルドのこの返答には、さすがにふたりだけでなく、ユーリやエリュシア、ミノリ、エファ辺りも首を捻ひねっている。


　が、セフィアだけはまだ疑わしそうな目つきでリカルドの横顔を睨んでいた。


「決戦を挑いどんでも勝てるとは思うけど、その場合、たとえ勝ってもこちらに大きな犠ぎ牲せいが出ると思う。それは避さけたいんだ。ずっと犠牲を出さずに勝つという方針でやってきた。実際、戦いの推移も狙ねらいどおり進んでいる。だから最後までその方針でやり通したい」


「では、どうやって勝つつもりなのだ？」


　とメッシナが問いかけると。


　リカルドは地図上の一点に視線を据すえたまま応えた。


「それを今から説明するけど、その前に現状分ぶん析せきをしておこうか」
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　リカルドと婚約者、そしてその関係者たちが評ひよう定じようの間まに集まり、長卓の周りに座った。


「まずはこれを見てくれ」


　と言って、リカルドは予あらかじめ書き写させておいた兵力分析の書類を皆みんなに配った。


　そこには以下のような数字が記されていた。





現在の彼ひ我がの動員兵力。







　奪だつ回かい軍側　　リカルド　　　　　　　　三百




セフィアとサイファ　　　一千


ユーリとユゥ・ノス女王　一千


エルメンネッラ　　　　　二千四百


セイラ　　　　　　　　　千二百


メッシナ　　　　　　　　六百


エリュシア　　　　　　　一千


レムリエル　　　　　　　七百


ネゥラ　　　　　　　　　五百


ミノリ　　　　　　　　　六百


エファ　　　　　　　　　六百


アマネ　　　　　　　　　千二百





合計　一万一千百







　セルヴィン側　　セルヴィン　　　　　四千




王弟（元第三王子）　千五百


サヴォイ援軍　　　　三千





合計　八千五百










　各王女が動かせる兵数が当初率いていた兵数よりも増えているのは、打だ倒とうセルヴィンの企くわだてが順調に進んだため、母国の援助が大っぴらに行われるようになったためだ。


　王弟は先のアマゾネシスとの戦いで兵を失っているので、本来の三千から動員数を半減させている。





「というわけで、現状の動員兵力ではすでに俺たちが優位に立っている。ただし、セフィアとサイファ王女が率いる一千は、セルヴィン側から寝ね返がえった……いや、寝返ったというのは違ちがうな、こう言い直そう、セルヴィンを見限った諸しよ侯こうや市民の義勇兵だ。こちらから動員をかければもっと増えると思うけど、今の段階であまり無理なことはしたくないから、とりあえず一千にしておく。とはいえ、無理をせずとも、このあとも増えていくはずだ。そして、増えることはあっても減ることはない」


　そこでいったん言葉を切ったリカルドは、文書の数字が全員の頭に浸しん透とうするのを見計らって再び口を開く。


「一方、セルヴィンのほうはどうか。これ以上動員兵力が増える可能性はほとんどない」


「サヴォイのほうはどうなのかしら？」


　とエルメンネッラが意味ありげな視線をリカルドに向けてきた。


「たしかにサヴォイの援軍が脅きよう威いだけど、サヴォイはサヴォイで、リディア国王、要するに俺の父親の小細工のおかげでエルヴァウトに備えなくてはならないわけで、これ以上援軍を送って寄よ越こすのは難しいだろうと思っている。今回ので打ち止めじゃないかな」


「リディア王国って、婚約者とか婚こん姻いん相手とかを扱あつかうのが本当に上手よね」


　エルメンネッラの視線がリカルドの顔面に突つき刺ささる。


　というか、他の王女たちの視線もかなり痛い気がするが、リカルドとしてはそこを認めるわけにもいかない。


「いや、そんなこともないと思うけどな」


　としらばっくれておく。


　くくっ、と小さく笑ったエルメンネッラは、


「まぁ、いいですわ」


　と矛ほこ先さきを収めてくれたので、リカルドは内心で安あん堵どの息を吐はく。


「で、リカルド殿どの、結局のところ何が言いたいのじゃ？」


　セフィアが本筋を進めるように催さい促そくしてきたのをこれ幸いと、リカルドは文書を指先でとんとんと叩いた。


「俺たちのほうが兵数で優位に立ったとはいえ、まだまだ僅きん差さだ。この差を大差と言えるまで広げていって、セルヴィン側の抵てい抗こう意欲を喪そう失しつさせようってのが俺の基本戦略だ」


　居並んだ王女たちが顔を見合わせている。


　誰だれからも発言がないので、ネゥラ王女の後見人としてこの戦いに参加している教育官のネクシールが遠えん慮りよがちに手を挙げた。


「ネクシールさん、何か？」


「たしかにシュールティス国内には、まだどちらにつくかの旗き幟しを鮮せん明めいにしていない有力諸侯も多くいます。リカルド様は彼らの抱だき込みを図はかり、わたくしたちの動員兵力をさらに増やすと、そうお考えなのですね？」


　彼女が敢あえて発言したのは軍議の席でネゥラ本人に期待が持てないためだろう。何しろネゥラは居並ぶ王女の中でもっとも年少で、戦いくさの経験もない。


　それでも黙だまって座っているだけでは他の王女から軽かろんじられてしまうし、リカルド王子の印象も薄うすくなる。


　ということで、彼女はなんとかネゥラ王女の立場を守ろうとしているのだ。


　リカルドにもそれはわかっている。


　相変わらずネゥラのために頑がん張ばっているよな、ネクシールさんは。


　などと少し微笑ほほえましく思いながら、彼女の問いに答えた。


「もちろんそれもあるけど、それだけじゃ決定的な差はつかないと思うんですよ。旗幟を鮮明にしない諸侯は、結局、決定的な差がつかない限り旗幟を鮮明にしないままでしょうからね」


「まぁ……そうでございますね。先が見えるだけの目と頭脳がある方なら、もうとっくにこちら側に付いておりますよね」


　そう言ってネクシールがため息を吐つくと、


「そうなんですよ」


　とリカルドが頷うなずいた。


「日和ひより見みしている諸侯が雪崩なだれを打ってこちらにつく。そんな状じよう況きようを作りたいんです。それが作れれば、そして諸侯の過半がこちらにつけば、セルヴィン側に対する決定打になりますからね」


　立場上、リカルドとネクシールだけで話を進められては困るので、エルメンネッラが、


「では、リカルド王子は差をつけるための兵力をどこから調達しようと言うのかしら？」


　と口を挟はさんできた。


「王子のお国からつれてくるとでも？」


「俺の国にそんな兵力があると思うか？」


「思わないわね」


「そうあっさりと否定されるのも悲しいんだけど、まぁそのとおりだ」


「ふむぅ、諸侯でもない。自国でもない」


　メッシナも参戦してきた。


「となると、先ほども触ふれていたように、いよいよ市民から大々的に義勇兵を募つのる……ということかな？」


「いや、それはしない」


「しないのか」


「市民にはできるだけ迷めい惑わくをかけないでおきたい。シュールティスをセルヴィンの手から奪とり戻もどしたあとのことがあるからな」


「そうだね。サイファ王女やセフィア王女がセルヴィンと同じ穴の狢むじなだと思われてしまったら、このあとの政権運営に影えい響きようが出るからね。しかし、そうなると」


　メッシナが首を捻ひねる。


　メッシナだけでなく、エルメンネッラもセフィアも、その他の王女たちも首を傾かしげる。


「リカルド王子はどこから兵員を連れてくるのだろう」


「みんな、肝かん心じんなことを忘れていないか？」


「なに？」


「この打倒セルヴィン軍の中ちゆう核かくを担になっているのはどこの部隊だ？」


「いや、どこと言われても……」


　メッシナが曖あい昧まいな表情で隣となりのエルメンネッラを見やった。


「もっとも兵数が多いのはエルメンネッラ王女の部隊だから、中核は？　と問われれば、エルメンネッラ王女の部隊だと答えるしかないわけだが」


　するとリカルドが、


「っていっても、一万のうちの二千四百だろう？　中核と言うには足りなくないか？」


　と応じる。


「数字だけを見ればたしかにそうだな。だが、そう言われてしまえば、我々の軍に中核はいないという話になってしまう」


　リカルドがにんまりと笑った。


「そうじゃないって。中核といっても、べつに誰かひとりに限らないだろ？」


「なんだって？」


　メッシナとエルメンネッラは顔を見合わせたが、直すぐに顔を戻し、少し震ふるえる声でリカルドに言った。


「まさかリカルド王子……」


「あなた、わたくしたちの国に援えん軍ぐんを出させようと言うの？」


　他の王女たちが、えぇ？　という顔で目を見開いた。


「いや、出させようなんて偉えらそうなことが言える立場じゃないからさ、出してもらえないかとお願いしようと思ってる」


「それは無理だと思……」


　と最初は否定しようとしたメッシナだが。


「いや……意外といい潮時なのか？」


「俺はいい頃ころ合あいだと思ってる。現状は、みんなが動かした兵力だけでセルヴィンをあとひと押しってところまで追い込んでいるんだからな。そのあとひと押しを、みんなの国にしてもらう。そうすれば、謀む反ほん人を打倒して正当な持ち主にシュールティス王国を返すという正義の行いに、みんなの国が正式に協力してくれたという実績が残るわけだ。悪い話じゃないと思うんだ」


「ふむ、たしかにそうだ」


　とメッシナが頷いた。


「というより、このまま我々だけでシュールティスを奪だつ還かんしてしまったら、おまえのところの国王は何をしていたのだという声が上がりかねないな」


「わたくしは、わたくしだけが活かつ躍やくしてお父上は何もしなかった……という構図のほうが好みですけれどね」


　エルメンネッラがそう言ったので、リカルドが苦く笑しようする。


「まぁそう言わないでくれよ。できるだけ犠ぎ牲せいを出さないで勝利するには、敵を圧倒するだけの兵力がほしいんだ」


　すると、セフィアが感心した顔をリカルドに向けた。


「なるほどの。野戦をしても勝利は必至というだけの圧倒的な兵力を集めれば、そもそも野戦をする必要がなくなるというわけじゃな。なんというか、一種の逆転の発想じゃの」


「たしかに材料は揃そろったとは言えるだろうね。ただし。それで父王がボクの説得を素す直なおに聞いてくれるかどうかはわからないな」


　と言ったセイラは、そこで薄い胸をぐいと張った。


「何しろボクは、我が王家では『お馬ば鹿かな娘こ』扱あつかいだからね」


「どうしてそこで胸を張れるのか、わたくしにはさっぱりわからないわね、セイラ」


「おや？　我が王家でのボクの評価に異を唱えるのかい、エメ王ひ女め？　たしか君もボクのことをお馬鹿扱いしていたはずだけど？」


　エルメンネッラがジト目になって頭を引いた。


「……そうね。そして今、その思いをさらに強くしたところだわ」


　腰こしに手を当てたセイラが、なおも大きく胸を張る。


「ならば、いいではないか！」


　エルメンネッラは、駄だ目めだこりゃ、とばかりに首を左右に振ふってため息を吐ついた。


「さっぱりよくないことに、あなた自身が気づくべきではなくて」


　メッシナが声を落とし気味にして隣に立つエルメンネッラに話しかけた。


「エルメンネッラ王女」


「何かしら、メッシナ王女？」


「できればセイラ王女が単独行動しないよう図はかってもらいたいな。わたしとエリューも、レムリエルにだけは単独行動をさせないように気をつけるから」


　エルメンネッラが、メッシナの斜ななめ後方に座っているレムリエルにちらっと視線を向けると。


「おおう？　うちとセイラ王女は似た者同士ということカ？　それは仲良くしないといけないナ？」


　レムリエルがにかっと笑いかけてきたので、エルメンネッラは引き攣つった笑えみを返し、そして。


　またもや小さなため息を吐ついてメッシナに向き直った。


「そうですわね。お互たがい、気をつけましょうね」


「いや、話がずれてきているぞ」


　とアマネ王女からもっともな指し摘てきが入った。


「そうだな。話を戻そうか」


　とリカルドが応こたえると。


「我が国は、というか我が女王様は新たな援軍を送って寄よ越こすのに躊ちゆう躇ちよしないと思うが、他の国は難しいのか？」


　アマネはそう言って、居並ぶ王女たちの顔を見み渡わたした。


　ユーリが遠えん慮りよがちに右手を挙げる。


「あの、ユゥ・ノス女王様も応じてくださると思います」


　なるほど、精強で鳴るアマゾネシスが援軍を出すのであれば、同じく精強で鳴るイ・ウー・ハンとしても出さざるを得ないだろう。


　だが、他の王女たちは相手の顔色を窺うかがうように互いを見やっているだけで、肯こう定ていの意見は出なかった。


　というより。


「我が国は、ボクが説得しても新たな援軍は出さないだろう」


　セイラから否定的な意見が出てしまった。


「ま、まぁ、うちのところもそう簡単には……」


　とミノリ王女が肩かたを落として応えると、メッシナが。


「ふむ、わたしのところも同じだな。わたしが兵を動かしているのでさえ、国王公こう認にんではなく、黙もく認にんしてるだけという状態だからな。エリューはどうだ？」


「こちらも似たり寄ったりね」


「レムリエルは……いいとして」


「おう？　どうしてうちに訊きかないのカ？　うちはド～ンと出すヨ？　あと一万くらいは出すヨ？」


「おまえの国に一万もの兵が動かせるか！」


　とレムリエルに突つっ込こんでから、メッシナはエルメンネッラに向き直る。


「ロサ・ロゼはどうなのだ？」


「そうねぇ。わたくしのところは……出すのは可能としても、せいぜい五、六百かしら。わたくしにだけ大部隊を指揮させるわけにはいかないと考えるのでしょうよ」


　残るのはエファ王女とネゥラ王女か。


　という顔でみなが視線を向けると。


「いや～～、うちのとこは無理かな」


　とエファ王女は肩をすくめ。


　ネゥラは自分では答えられないので、傍かたわらのネクシールを見る。


「無理なの？」


「さようでございますねぇ。無理かと存じます」


「ごめんね～～、リカルド王子」


　ネゥラは申し訳なさそうに頭を下げた。


「というわけだぞ、リカルド王子。王子の着想は面おも白しろいが、我々のほうが期待に応えられそうにない」


「うん、みんなのところの状じよう況きようは理解した。とはいえ、それはある程度わかっていることだからさ」


　メッシナが、なに？　と眉まゆを跳はねあげた。


「つまり、この手て詰づまりを打開するような手段が王子にはあるということなのか？」


「確実に打開できるかどうかはわからないけどな。まぁ、ないこともないよ」


　居並ぶ王女たちが身を乗りだした。


　王女だけではなく、彼女たちの補ほ佐さ役として同席している者たちも。


「教えてくれ、リカルド王子。君はどうやって我々の国から新たな援えん軍ぐんを引っ張りだそうというのかな？」


　とメッシナに訊かれ、リカルドはにやりと笑った。


「まぁ手段としては簡単な話だ」


「だからそれは？」


「俺が説得に行く」
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　婚こん約やく者しやたちはしばらく呆あつ気けに取られた顔でリカルドを見つめていたが。


　やがてセイラが、ぱん！　と手を打って、その場でくるりと回った。


「それはいい考えだ、リカルド王子。策士と評判の高い君が、そして実際、今回の反セルヴィンの戦いを指導している君が説得に来てくれれば、父王も援軍を出してくださるかもしれない」


　すると、他の王女たちも口々に、


「それならなんとかなるかも」


　とか、


「たしかに可能性が高まる」


　などの声を上げた。


「ん？　でも、けれど、そうなると」


　エリュシアが小首を捻ひねりつつ、リカルドに視線を向けてきた。


「リカルド王子は、どういう立場で来るのかしら？」


　リカルドはひとつ息を吸い、そしてゆっくりと吐はきだした。


「みんなの婚約者として正式に挨あい拶さつに行くと思ってくれ」


　王女たちから、


「おお！」


「まあ！」


「なんと！」


　という驚おどろきの声が上がる。


「いや、ほら、俺も一度、正式なご挨拶に伺うかがわなくちゃいけないとは思っていたからさ。ちょうどいい機会だから、ご挨拶がてら援軍要よう請せいをしに行く」


　ぷっっ、とエルメンネッラが噴ふきだした。


「挨拶がてら援軍要請って、意味がわかりませんわね」


「まぁでも、実質、そういうことだからさ」


「ですわね。でも、そうなると」


　エルメンネッラが笑みを消して真顔になった。


「リカルド王子が回る順番が大事になってきますわね？」


　他の王女たちも、はっとして表情を引き締しめた。


「どういう順番で回るつもりなのかしら？」


　とエルメンネッラに迫せまられたリカルドだが。


「順番はまだ決めていないけど、最初に行く国だけは決まってる」


「「「「それは？」」」」


「イ・ウー・ハン国だ」


　十人の婚約者の視線がユーリに集中する。


「あ、いえ、あの……」


　どう反応したらいいのかとユーリが戸と惑まどっていると。


「いや、これはユーリがどうこうという問題じゃなくて。ユゥ・ノス女王に、俺が留守のあいだ、この司令部に詰めてもらいたいということをお願いするためなんだ」


　リカルドがそう言うと、あちこちから安あん堵どの息が漏もれるのが聞こえてきた。


　一方、ユーリは少し残念そうな顔だ。


「最初はそれでいいとして。そのあとは？」


　と、なおもエルメンネッラが食いさがる。


「そのあとは、まだ決めてないんだけど」


「そう。とはいえ、こういうときは、もっとも多くの兵を出しているわたくしのところへ最初に来るのが常道ではないかしら？」


「いやいや、待ってくれ、エルメンネッラ王女。こういう場合は常道とかではなく、リカルド王子の気持ちが優先されて然しかるべきではないだろうか」


　とメッシナが横よこ槍やりを入れ。


「そ、そうよね。兵数だと、うちのところは後回しになってしまうもん」


　とエファが賛同し。


「まぁ、そうね。ではリカルド王子に決めていただきましょうかしら」


　エルメンネッラが渋しぶ々しぶ頷うなずくと、全員の視線がリカルドの顔に集中した。


　痛い痛い痛い、視線が刺ささって痛い。


　リカルドは大いにたじろいでしまう。


　そして、ここでどう決めても問題が残ることを自覚した。


　どれほど論理的に決めても、当人以外は誰だれも納なつ得とくしないだろうなぁ。となると。


　解決法はひとつだけだ。


「籤くじ引びきにしよう」


　かくっっ、と何人かがずっこけた。


「く……籤引きですの？」


　情けない顔でエルメンネッラが訊きいてきた。


「それがいちばん問題が起きないだろ」


「えぇ……まぁ……そう……です……わねぇ」


　まだ不満そうなエルメンネッラだが、もしも万が一リカルド王子が自分を後回しにしたときのことを思うと、父や母に言い訳ができる逃にげ道を残しておくのは悪いことではないと思い直した。


　その辺りの事情はメッシナたちも同様だ。


　その場の空気は、籤引きで仕方なし、という方向へ流れた。


「ただし。一国一国行ったり来たりしているのは効率が悪すぎるから、何カ国かを一気に回りたいと思ってる」


「なるほど、それはそうだな。あまり長期間、ここを空けるわけにもいかないものな」


　とメッシナが頷いた。


「それもそうだし、セルヴィン側と対たい峙じする期間を長引かせたくもないからな。だから、三つに組み分けしたいと思うんだ。まずエルメンとセイラ、ミノリのところで一組だな。あとはメッシナ、エリュシア、レムリエルのところで一組。で、ネゥラとエファ、アマネで一組。そんな感じかな」


「まぁ妥だ当とうなところではないかな」


　と言って、またもメッシナが頷く。


　他の王女たちからもとくに異論は出なかったので、リカルドは三組の順番をまず決めてから、それぞれの組の中で回る順番を決めようと提案した。


　まず全員に籤を引いてもらい、いちばん数字の小さな籤を引いた婚約者が属する組から回っていくことにする。組の中での順番も、素す直なおに数字の小さな順だ。





　ということで、セフィアとユーリを除いた九人が籤を引くと。







一組　エルメンネッラ　二番


　　　セイラ　　　　　七番


　　　ミノリ　　　　　九番





二組　メッシナ　　　　一番


　　　エリュシア　　　八番


　　　レムリエル　　　三番





三組　ネゥラ　　　　　六番


　　　エファ　　　　　四番


　　　アマネ　　　　　五番







　という結果となった。


　つまりリカルドが巡めぐる順番はこうなるわけだ。





メッシナ（オレンダム王国）


レムリエル（レースティス大たい伯はく国こく）


エリュシア（エランドル王国）


　↓


いったんライブルグの街に帰き還かん。


　↓


エルメンネッラ（ロサ・ロゼ王国）


セイラ（サンクトファウレ王国）


ミノリ（アレフネー郷きよう国こく）


　↓


またライブルグの街に帰還。


　↓


エファ（ラフィラ商国）


アマネ（アマゾネシス女王国）


ネゥラ（ゼーテルネ大たい公こう国こく）





　六番目だったにも拘かかわらず、結局、いちばん最後の訪問になってしまい、ネゥラが泣きだしてしまったのだが、リカルドとしては我が慢まんしてもらうしかない。


　逆に、籤では八番や九番を引いたエリュシアとミノリなどは、ツイていると言って喜んだのだった。


「わたしの強運に感謝しろよ、エリュー」


「わたくしの強運に感謝していただきたいものね、ミノリ王女」


　メッシナとエルメンネッラから異口同音に感謝を強要する言葉が飛びだして、エリュシアとミノリは苦く笑しようしつつ形だけの感謝の意を表すのだった。
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　さて、こうしてリカルドは、三み度たび、各王女の母国を巡る旅に旅立つこととなった。


　今回の旅が前回までのそれと決定的に違ちがうことは、会う目的の人物が婚こん約やく者しやではなく、その父母、要するに国王や妃きさきであるということだった。





　リカルドは直すぐにイ・ウー・ハン国へ赴おもむいてユゥ・ノス女王に己おのれの構想を伝え、自分が留守のあいだ、ライブルグの司令部に詰つめてもらうように要よう請せいするのだと言う。


　その後なるべく間まを置かず、駆かけ足あしで各国を回って婚約者の父母である国王や妃、あるいは女王と会見して、婚約継けい続ぞくの挨拶と援えん軍ぐん要請をするつもりだとも言った。





　翌日、旅の準備に忙いそがしいリカルドがセフィアとユーリを呼んだ。


「大変そうじゃの」


「まぁ、これもセフィアとの約束を果たすためだからな、どうってことはない」


「すまんの、リカルド殿どの」


「セフィアが気にする必要はないんだよ。これは俺が勝手にした約束だからな。苦労するのも俺の責任だ」


「……すまん」


　リカルドが苦笑を浮うかべた。


「だから、謝るなってば。それよりもさ」


　リカルドが真ま面じ目めな顔になったので、セフィアも表情を引き締しめる。


「うむ、本題じゃな」


「今回の旅なんだけど」


「何か問題があるのか？」


「俺に問題があるわけじゃないけど。ただ、今回ばかりはセフィアを連れてはいけない。それはわかってくれるよな？」


「う……うむ。さすがの吾われも、他国の婚約者の親に会いに行くリカルド殿に、吾も連れていけとは……言えんな」


　セフィアの表情が苦しげなのを見て、今度はリカルドが、


「すまないな」


　と謝る。


「いや、そこはリカルド殿が謝るところではあるまい。何しろリカルド殿は、吾のためにシュールティスを奪とり戻もどそうと奮ふん闘とうしてくれておるのじゃからな」


「そうなんだけどさ。でも、今までずっと一いつ緒しよだったからな。今回連れていけないのが、なんだか悪くてな」


「そう言うてもらうだけで吾は満足じゃよ」


「セフィアは連れていけないけど……」


　リカルドが、ちらっとユーリに視線を走らせた。


「ユーリは連れていかなくちゃならない」


「そ……そうじゃな。だが、それもまたやむを得ない理由があるわけじゃから、致いたし方のないところじゃろう」


「もっとも、ユーリには身分を隠かくしていてもらわなきゃならないから、本当に侍じ女じよ扱あつかいになってしまうけどな」


「それは全然問題ありません」


　と応こたえてから、ユーリはセフィアに向き直った。


「あの、ごめんなさい、セフィア様」


「いやいや、そこもユーリ殿が頭を下げるところではあるまい？」


「でも……」


「まぁユーリ殿の場合は特とく殊しゆで特別じゃからな。ユーリ殿など、このまま男になってしまえばいいのにとか、吾はちらっとも思うておらんからの」


　ちらっと思っていたな。


　ちらっと思っていましたね。


　リカルドとユーリがジト目になってセフィアを見つめると。


「あややや、じゃから、そんなことは思うておらんと言うておるのに」


　ふふ、とユーリが微笑ほほえんだ。


「僕、そんなふうに隠し事ができない正直なセフィア様のことが大好きです」


「お……そ、そうか。まぁ吾もユーリ殿のことは気に入っておるがな。だが、やはりなんというか、ユーリ殿が女に戻るのは吾とリカルド殿が結ばれた後にしてもらいたいというのが正直なところじゃが……って、はっっ!?」


　セフィアが我に返ると、自分を見てにやにやと笑っているリカルドと目が合った。


「セフィアの希望は承うけたまわったけどな」


「や、あやや、そういうことではなくて、じゃな、つまりそれはなんというか」


　顔を真っ赤に染めたセフィアは、腕うでをグルグルと振ふり回しながら必死に言い訳を探していたが、やがて腕を下ろし、がっくりと肩かたを落とした。


「それはまたの機会にしておくとするか。今はリカルド殿が各国の王や女王を説き伏ふせて援えん軍ぐんを引っ張ってくるほうが先決じゃものな。しかし」


　セフィアは伏せた顔を上げ、心配そうにリカルドに訊きいた。


「本当に説得できるのか、リカルド殿は」


「できると断言はできないけど、きっとなんとかなるだろうと思っているよ。というより、なんとかするよ。そうしないと、シュールティスを奪り戻すのが遅おくれるし、最悪の場合、多大な犠ぎ牲せいを出すことになる。それだけはしたくないからな」


「そうじゃな。ま、そこはリカルド殿の弁べん舌ぜつの爽さわやかさ、優ゆう秀しゆうさに任せるよ」


　リカルドが頭を搔かいた。


「そう言われると不安になってくるけどな」


「いやいや、心配せんでもいいじゃろ。リカルド殿の舌はじつによく動くからの。とくに女子相手の場合は。各国の王相手でも、あのくらい動けば問題はなかろう？　むしろ王おう妃ひのほうを抱だき込んでしまうのではないのか？」


　またそういう皮肉を……。


「俺を結婚詐さ欺ぎ師しみたいに言わないでくれるかなっ！」


「そこまでは言うておらんが」


「これっぽっちも言うなよっ！」


「どう思うかの、ユーリ殿は？」


「え？　僕ですか!?　あ～～、え～～っと」


　ユーリの視線が宙を彷徨さまよっている。


「ほれ、どうじゃ。リカルド殿にそちら方面の才能があるのではないかと疑っておるのは吾だけではないぞ？」


「ふたりとも……酷ひどいな」


「まぁ半分冗じよう談だんはさておき」


「半分かよっ！」


「頑がん張ばってきてくれ、リカルド殿。吾は吉きつ報ぽうを待っておる」


「ん、ああ、頑張るよ。全身全ぜん霊れいで以もつて説得する。そして援軍を引っ張りだす」


「頼たのんだぞ」


「セフィアもおとなしく待っていてくれ」


「いや、吾はいつでもおとなしいがな？」


「そうだな。うん、そうだ」


「何か引っかかる言い方じゃな」


「いやいや、気のせいだ」


「むぅ」





　などというやり取りがあって、その翌日、リカルドはユーリを引き連れて慌あわただしくイ・ウー・ハン国へと旅立っていった。


　見送る他の王女たちは、早く自分の順番が来ないかなという、どこか期待を感じさせる顔だったが、セフィアにだけは自分の順番は来ない。


　リカルドの供をするのはお馴な染じみの面々、すなわちマリウス、アイオリッタ、カオルゥ、ネゥネゥの四人だ。そしてユーリとギ・アナも同道する。


　そこに自分が入っていないことがセフィアには少し悔くやしく、少し悲しかった。


　彼女は複雑な思いでリカルド一行を見送ることになった。
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　王宮の宮門を出て遠ざかっていくリカルド一行をセフィアが見つめていると、後ろから声がかかった。


「リカルド王子、行ってしまったね」


　振り返ると、セフィアの直ぐ後ろにサイファが立っていた。


「三の姉上……」


「愛いとしい愛しいリカルド王子と離はなれ離ばなれになっちゃったわね」


「いえ、吾はべつに……」


「まぁでも、どうせ直ぐに戻ってくるわけだから、あまり思い詰つめないようにね」


「ですから姉上、吾は思い詰めているわけでは……」


「そうなの？　なんか泣きそうな顔していたけど？」


　セフィアより背の高いサイファが、妹の顔を覗のぞき込むように腰こしを折った。


　真正面から、しかも間近から姉に見つめられ、セフィアは思わず顔を逸そらせる。


　するとサイファは、ぽんとセフィアの頭に手を乗せた。


「いい男を見つけたわね」


　そう囁ささやいて、彼女はセフィアの頭を撫なでるように優やさしく手を動かした。


「あれは将来有望だわ。絶対に手放しちゃ駄だ目めよ、セフィア」


「あ……姉上もそう思われるか？」


「思う、思う」


「さ、さようか。吾われもそう思わないでもなかったのじゃが」


　サイファは、くすくすと愉ゆ快かいそうに笑う。


「まぁ、セフィアは可愛かわいいから大だい丈じよう夫ぶよ」


「さ、さようか。吾もそう思わないでもないのじゃがな」


「あんなに小ちっこかったセフィアが婚こん約やくだもの。月日の経たつのは早いものね。というか、今でも一部は小っこいままだけど」


　目を細めたサイファがセフィアの胸むな元もとに目を留めると。


「ななな何を言うか。母上も叔お母ば上うえもばいんばいんのたゆんたゆんではないか。であれば、吾もいずれはばいんばいんのたゆんたゆんになるのは間ま違ちがいないと思うのじゃが？」


「そうね。なるといいわね」


　姉の口調が暗いものになったのは、自分の言葉に反応したからだとセフィアは気づく。


「母上……か。父上と母上、どうなっているかしらね、セフィア」


「う、うむ、きっと王宮のどこかに軟なん禁きんされておるのじゃよ。いくらセルヴィンといえど、そう簡単に父上と母上を手にかけるような真ま似ねは……」


「あまり期待しないほうがいいわよ、セフィア」


　姉の声が予想よりずっと冷たかったので、セフィアは続く言葉を呑のみ込んだ。


「わたしはもうふたりとも死んでると思ってる」


　がっくりとセフィアの肩が落ちた。


　それはセフィアも内心密ひそかに恐おそれていることではあった。


「他の王子、王女に関しても期き待たい薄うすだわ。もうこの国は、わたしとあなたで支えていかなくてはならないの。だから覚かく悟ごを決めておきなさい、セフィア」


「……承知しております、姉上」


「いえ、もしかすると……」


　わたしとあなたのふたりではなく、という言葉をサイファは呑み込んだ。


「はい？」


「そうね。いずれにせよ、すべてはシュールティスをセルヴィンの手から奪とり戻もどしてからの話ね」


「さよう……ですね」


「っても、わたしは御み輿こしの上に座ってることくらいしかできないんだけどね」


　そう言ってサイファは自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。


「何を仰おつしやいますか。姉上がいるからこそ、シュールティスの民たみは挙こぞって吾ら奪だつ還かん軍を支し援えんしてくれるのではありませんか」


「そうね」


　サイファの笑みが自じ虐ぎやく的なものから優しそうなものに変わる。


　彼女は右手を伸のばし、もう一度、セフィアの頭を優しく撫でた。


「さぁ、奪還までもうひと踏ふん張ばり。わたしたちも頑張ろう」


「はい、姉上」
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　必ず説得できるという確信がリカルドにあったわけではないが、それでもなんとかなるだろうという予感めいたものはあった。


　そして彼の予感どおり、婚約者たちの母国を巡めぐって「援軍を要よう請せいする」説得の旅は成功を収めた。


　ここで、その成果をざっと見ておこう。





　イ・ウー・ハン国のユゥ・ノス女王は、リカルドが旅をしているあいだ、ライブルグの街に置いた奪回軍司令部に詰めることを快かい諾だくしてくれた。


　祈き禱とうの儀ぎ式しきを終えたユゥ・ノス女王は、新たに五百の手勢を率いてリカルドと共にシュールティスに戻った。


　これでイ・ウー・ハン国の兵数は千五百に増えた。


　ユゥ・ノス女王はセフィアやサイファたち居残り組と共に、メッシナ王女の国＝オレンダム王国へ向かうリカルドと、彼に付き従うメッシナ、エリュシア、レムリエル、そして侍じ女じよとしてついていくユーリを司令部で見送った。
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　オレンダム王国、レースティス大たい伯はく国こく、エランドル王国での援軍要請は、リカルドが思っていたよりすんなりと認められた。


　リカルド自身が気に入られたのか、それとも一いつ生しよう懸けん命めいに説得する娘むすめたちに心を動かされたのかはわからないが、いずれにせよ国王たちは新たな援軍を、それも正式に自国の派は遣けん軍ぐんとしての援軍を出そうと言ってくれた。


　兵数はそれほど大したことはないが、オレンダム、レースティス、エランドルの三国が正式に乗りだしてくれたという事実がもたらす影えい響きようは大きかった。





　ちなみに三国の援軍の兵力は。





　オレンダム王国が五百。


　レースティス大伯国が六百。


　エランドル王国が一千。





　合計で二千百の援軍が三王女と共に奪回軍に合流した。
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　三王女と（ユーリと）三国の援軍と共にいったんライブルグの街に戻ったリカルドは、状じよう況きように大きな変化がないのを確かく認にんすると、休む間まもなく次の国を目指して旅立った。


　今度の目的地はロサ・ロゼ王国、サンクトファウレ王国、アレフネー郷きよう国こくだ。





　ロサ・ロゼの王宮ではエルメンネッラが積極的に動いてくれたおかげもあって、新たに一千の援軍を得ることができた。


　これでエルメンネッラの動かせる兵は三千四百になった。


　シュールティス奪回軍の中では群を抜ぬく大軍である。


　もっとも、ロサ・ロゼ王国自体はこの戦いに関かん与よしないという方針を変えず、この三千四百はあくまでエルメンネッラ王女の部隊という位置づけである。





　サンクトファウレでは、リカルドは少し苦労した。国王や重臣が、リカルドとセイラの剣けんの仕し合あいを見たいだなどと言いだしたからだ。


　しかし、リカルドとセイラの仕合では結果が見えている。


　彼が負かされるのは確実で、それでは国王や重臣をがっかりさせるだけかもしれないと思ったリカルドは、またしても代役を立てることにした。


　今回はアイオリッタだけでなく、カオルゥも送りだした。


　国王も重臣もセイラの剣の腕うでは承知しているから、彼女を寄せつけないふたりの剣技に誰だれもが感かん嘆たんした。


　正統派のアイオリッタの強さも際きわだっていたが、彼女とは対照的に変則的な剣技を駆く使しするカオルゥの闘たたかいぶりも大いに受け、観戦者はみな喝かつ采さいを送ってくれた。


　カオルゥと剣を交えることができてセイラも満足げだ。


　国王はセイラに千二百の兵を預けると言ってくれた。


　これでセイラの部隊は二千四百になった。


　最後に国王はリカルドに、


「セイラは剣術のことしか見ていない変な娘こだが、わたしにとっては可愛い娘むすめだ。どうかよろしく頼たのむよ」


　と言って頭を下げてきた。


　そうまでされては、リカルドとしても、


「お任せください」


　と応こたえるしかなかったわけだが、何をどう任せろというのかは、自分でもよくわかっていない。


　あいつ、アイオリッタに夢中なんだもんなぁ。あぁ、でも、俺のことを見直してもいいとか考えてもいいとか言ってたな。う～～ん、どうしたもんかな。


　と思いつつも。


　まぁ、それは先の話。今はセフィアのためにシュールティスをセルヴィンから奪とり戻もどすことが先決だから。





　さて、最後はミノリ王女の国、アレフネー郷国だ。


　アレフネー郷国は農業こそが国の大本という方針を掲かかげるだけあって、「郷ごう士し」という半農半兵の身分組織があった。


　ちょうど繁はん忙ぼう期きが過ぎたところだったので、国王はこの「郷士」に動員をかけ、ミノリ王女に一千の兵をつけてくれた。しかもこの一千は、アレフネー郷国軍という位置づけとなった。


　また一国、正式に参加を表明してくれた国が出たわけで、リカルドとしては大いに勇気づけられたのだった。


　同時に国王は、兵ひよう糧ろうに関してもできるだけのことはすると約束してくれた。これもリカルドにはありがたかった。





　こうしてリカルドは、ロサ・ロゼ、サンクトファウレ、アレフネーの三国から合計三千二百の援えん軍ぐんを得られた。


　彼は三王女（とユーリ）と共にライブルグの街へと駆かけ戻った。
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　ここまでで新たに五千三百の兵力が加わったことになる。


　その上、四カ国から奪だつ回かい軍への正式な参加表明があった。


　奪回軍の総兵力は一万一千百＋五千三百で、合計一万六千四百に膨ふくれあがった。


　対するセルヴィン側は八千五百のままだ。


　セルヴィン側からすれば、これ以上サヴォイの援軍が期待できないのが痛い。その上、リカルドたちの兵数が膨れあがるのを見た有力諸しよ侯こうに動どう揺ようが走っている。


　兵数で奪回軍が圧あつ倒とう的てき優位に立った今、セルヴィン側から積極的に仕し掛かけてくる可能性は減った。ジリ貧ひんを嫌きらったセルヴィンが一か八かの決戦を挑いどんでくる可能性はまだ残っているが、直属部隊ならともかく、諸侯の部隊が決戦策には乗ってこないだろう。





　ここで最後の三カ国を回る前に、リカルドはもう一手、打っておく。


　セルヴィン側諸侯への根回しだ。


　大兵力を背景にして揺ゆさぶりをかければ、必ず転ぶ者が出てくるというのがリカルドの読みである。


　彼は極ごく秘ひの使者を仕立て、有力諸侯に接せつ触しよくを試みるように指示しておいてから、ユゥ・ノス女王に後事を託たくして司令部を離はなれた。


　今度はエファ、アマネ、ネゥラ（とネクシール）を伴ともなっての、ラフィラ商国、アマゾネシス女王国、ゼーテルネ大たい公こう国こくへの旅である。


　侍女としてユーリが加わっているのは言うまでもない。
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　強行軍で三カ国を回ったリカルドは、ここでもしっかり援軍を引っ張りだすことに成功した。





　エファのラフィラ商国は、その国名のとおり、通商を国の基本としているため、国としてはそれほどの兵力を持っていない。


　その代わり、国内には商人や隊商を護まもるための民間の護衛業者が数多くいて、国王は彼らの中から傭よう兵へいを雇やとってくれた。


　その数約四百。


　傭兵であっても、その費用はラフィラ商国持ちだから、これも大きな援助だった。


　それだけでなく、武器や防具なども可能な限り安く融ゆう通ずうしようと約束してくれた。


　これでエファの指揮する部隊は一千になった。


　リカルドは心から感謝の言葉を述べてラフィラ商国をあとにした。





　アマゾネシス女王国の女王は新たに千三百の兵をアマネにつけると言った。


「その代わり、アマネを蔑ないがしろにするなよ？」


　と女王から釘くぎを刺さされたわけだが、もちろんリカルドにそんなつもりは毛頭ないから、これに関しては何も問題はない。


　アマネの部隊は二千五百になった。


　精強にして勇ゆう猛もう果か敢かんなアマゾネシス兵が二千五百まで増えたという事実だけで、敵方に与あたえる心理的圧力が大いに増すことになる。





　最後の最後に、リカルドはゼーテルネ大公国に赴おもむいたのだが、国都へ向かう道筋で住民からやたらに歓かん迎げいされたのがリカルドには意外だった。


　あとで知ったことだが、ナゥラ、ネゥラ、ノゥラの三姉妹しまいが出してきた難題をリカルドが軽々と解いてみせたという噂うわさが広まっていて、それで住民たちは、


「あの三姉妹王女様に降参しなかったリカルド王子は凄すごい」


　と感心したらしい。


　ネゥラたち三姉妹の悪戯いたずら好きは国中に鳴り響ひびいているんだな、と苦く笑しようを禁じ得ないリカルドだった。


　援軍に関しては、ネクシールの奮ふん闘とう努力もあって、大公が一千を新たに出すことを約束してくれた。


　ただし、これはネクシールが差配するという条件付きだった。まだ幼いネゥラに千五百もの兵を預けるのは無む謀ぼうだという判断なのだろう。


　今でも実質的にはネクシールさんが部隊を指揮しているようなものだから、これも問題はないな。


　とリカルドは判断する。


　これでネゥラ（ゼーテルネ）の兵は千五百だ。





　ラフィラ、アマゾネシス、ゼーテルネ三カ国の援軍は二千七百になった。
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　リカルドが三王女（とユーリ）を連れて司令部に戻った。


　三カ国の援軍も、少し遅おくれて司令部が置かれているライブルグの街の近きん郊こうに入った。


　これで奪回軍は一万九千百にまで増えたことになる。


　それだけではない。この間かんにもリカルドたちが解放した各都市から義勇軍や諸侯の援軍が集まっていて、総勢では軽く二万を超こえ、このままいけば二万五千に届くのではないかというところまで膨れあがった。


　もっとも市民の義勇兵が戦闘に使えるかというと些いささか疑問が残るので、実質的な兵力は二万余と考えるべきだろう。


　それでもリカルドが予想していた上限にあっさり達したことになったわけで、これには彼自身も驚おどろきを隠かくせなかった。


　だが、予想以上に集まって悪いはずがない。


　二万以上もの兵を養うのはたしかに大変な負担だが、アレフネー郷国やラフィラ商国、それに隣りん国ごくであるロサ・ロゼなども協力してくれているから、現状、兵糧に関しては問題が生じていない。





　よし！　ここからは、この二万という数を恃たのみに、戦わずして相手を屈くつ服ぷくさせるための作戦に入るぞ。


　郊外に集結した大軍勢の夥おびただしい数の旌せい旗きをライブルグの街の城じよう壁へきに建つ望ぼう楼ろうから遠望しながら、リカルドは新たな決意を燃やすのだった。
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　リカルドが援軍を要よう請せいするため婚こん約やく者しやの国を巡めぐり終えてから一いち旬じゆん日じつが経たっていた。


　数を恃みに敵を圧あつ迫ぱくするというリカルドの戦略は、次し第だいに功を奏しつつあった。


　すでにリカルドの働きかけに応じる諸侯がぽつぽつと出始めていたのだが、総勢二万を超える大軍勢を揃そろえて以来、奪回軍司令部があるこの街に、各地の諸侯や大商人などからしきりに密使が送り込まれてくるようになったのだった。





「リカルド様、またセルヴィン側の諸侯のひとりから密使が来たそうです」


　今やセフィアの片かた腕うでとして司令部で八はち面めん六ろつ臂ぴの働きをみせているリィシャが、軽装鎧よろいに身を固めた出いで立たちで、司令本部として使われている一室に入室してきた。


　今この部屋にいるのは、第三王女のサイファ、リカルド、そしてセフィア、ユゥ・ノス女王とユーリ、エルメンネッラ、セイラ、エファ、ネゥラという面々だった。いずれもが艶あでやかな鎧姿である。


　その他の王女たちは、使命を帯びて各地で動いている最中だった。


　リカルドはリィシャから、どこの誰だれが密使を送ってきたかを確かく認にんすると、部屋の中央に置かれている長ちよう卓たくの間ま際ぎわまで進みでて、卓に載のっている大きな地図に目を落とす。


　王女たちも、ぞろぞろと長卓の前まで移動してきた。


「フェンクスの街のマロニィ家か」


　小さな水色の旗を抓つまみあげたリカルドが、それを比ひ較かく的てき首都に近いところにある街の横に置いた。





　地図上の水色の旗は、密ひそかに連れん絡らくを取ってきた諸侯がいる場所を示している。


　濃こい青の旗は反セルヴィン側の街、赤い旗はセルヴィン側の街である。


　シュールティス王国領域に散らばる都市のうち、七割近くがすでに奪回軍に属している。


　赤い旗の立つ街の中にも幾いくつか、水色の旗の立つ街があった。


　その場合、街としてはセルヴィン側に立っているが、街の有力者の中には密かに奪回軍に通じてきた者がいるわけだから、厳密な意味でセルヴィン側とは言えなくなっている。


　という目で見ると、確実にセルヴィンが把は握あくしている都市は意外と少なく、この時点で二割以下といった有様だった。





「リカルド王子、今回も『承うけたまわった』でいいのかしら？」


　と第三王女サイファが訊きいてきた。


　有力諸侯や商人からの密使を謁えつ見けんするのは彼女とセフィアの役目だ。


　リカルドや他の王女（や女王）が出ていったのでは、奪回軍が他国から干かん渉しようされている、あるいは操あやつられているという印象を与えてしまう。


　対外的にもシュールティス国内向けにも、奪回軍を率いている指揮官は、あくまでサイファとセフィアでなくてはならないのだ。


「……いえ、そろそろ方針を変えましょうか」


　とリカルドがサイファに応じた。





　すでにセフィアとリカルドが初めて出会ってから一年五カ月ほどが過ぎ、季節は秋へと移ろっている。奪回軍を実質的に指揮しているリカルドは、あの頃ころから比べると、随ずい分ぶんとたくましさが増した印象だった。


　それはマリウスやアイオリッタも認めていることなので間ま違ちがいない。


　さておき、これまでは、密かに奪回軍に通じてきた諸侯に対しては、


「意向は承りました。いざというときには、またこちらからご連絡いたします」


　と応こたえるに留とどめておいた。


　人ひと質じちを出せというような強きよう硬こうな応対はしていないのだ。


　商人の中には軍資金を持たせて寄よ越こす者もいたが、そちらは遠えん慮りよなくもらっておいた。





「この態勢、この流れなら、そろそろ強気に出てもいい頃合いです。一気に流れを傾かたむけてしまいましょう」


「そうね。この流れであれば黙だまっていてもセルヴィンは立ち枯がれしてしまいそうですけど、あまり長引くと、こちらも軍資金とか兵ひよう糧ろうとかに支障が出てきますものね」


　とエルメンネッラが頷うなずいた。


　さすがにエルメン、よくわかってるな。


　とリカルドは感心する。


　こうして二万以上の軍勢を留めておくだけで、日々消費される兵糧の量は膨ぼう大だいなものになるのだ。それを買いつける資金も、また莫ばく大だいなものになる。


　アレフネー郷国やラフィラ商国が頑がん張ばってくれてはいるが、やがては各国（各王女）の懐ふところに響いてくる。


　どこか一国でも脱だつ落らくするような事態になれば、せっかく築きあげた優位が吹ふき飛んでしまいかねない。


　サイファやセフィアの名前でシュールティス国内の有力商人から融ゆう資ししてもらったりもしているが、融資額が大きくなりすぎると、後々、返せなくなる虞おそれがある。


「エルメン王おう女じよの言うことももっともじゃな。で、リカルド殿どの、具体的にはどう対応するというのじゃ？」


　とセフィアが訊いてきた。


「諸しよ侯こうには人質を出させよう。相手が商人の場合は軍資金の借り入れを行う」


「なるほど。セルヴィンの打だ倒とうが成った暁あかつきには、利息を付けてお返しする……というわけじゃな」


「そういうわけだ。人質を出すかどうか、借り入れに応じるかどうかで、相手の本気度を確かめよう」


「言を左右にして応じない者はどうしましょう？」


　とサイファが訊いてきた。


「こう応えてください、サイファ王女。『我々の味方でない者は敵だ』、と」


　おお、とその場がどよめいた。


「よう言うたわ、リカルド王子。妾わらわもそれがいいと思うぞえ」


　即そく座ざにユゥ・ノス女王が賛同してくれた。


　他の王女たちにも異を唱える者はいない。


　というより、メッシナやエルメンネッラ、そしてユゥ・ノス女王を除けば、戦略に関してはリカルドにお任せという状態だったから、それも当然か。


　そのエルメンネッラは少し考えるような素そ振ぶりを見せていたが。


「何かあるか、エルメン？」


「いえ、わたくしもその方針で、基本、いいと思うわね。ただ、意を通じてきた者たちに、そろそろ旗き幟しを鮮せん明めいにさせてもいいのではなくって？」


「そうだな。じつは俺もそれを考えていた」


　とリカルドが応じると、すかさずセフィアが反応した。


　エルメンネッラの意見だけにリカルドが乗るというのは悔くやしいようだ。


「つまり、反セルヴィンの立場を公言しろということか？　じゃが、そこまで強く押すと二の足を踏ふむ者が出ないか？」


「それでも、敢あえてやってみる価値があるんじゃないかな。さっきも言ったけど、ここからは本気になってもらわないとな。どちらに転んでもいいように二ふた股またかけておく……なんて浮うわついた姿勢ですり寄ってくる奴やつは、むしろ要いらないくらいだ」


「そ……そうかもしれんな」


「ユゥ・ノス女王様はどう思われます？」


「妾もそれでいいと思うがの。ただ、本ほん拠きよ地ちの地理的な理由から、反セルヴィンを宣言し難にくい者もおるじゃろ。そういう連中に対する配はい慮りよはしておいたほうがよいな」


「そうですね。首都の向こう側にいる奴らとか領域の南西部にいる奴らは、反セルヴィンの立場がわかったとたん攻こう撃げきされるかもしれません。その場合、必ず援えん軍ぐんを送るか？　と訊かれれば、俺たちは『必ず送る』とは応えられませんからね」


「だが、こっそり人質くらいは出せるであろうから、そこは取っておく必要があるぞ？」


「ええ、わかってます」


「その場合、人質が本当に領主・諸侯の親族か、ということを確かめておく必要があるの、リカルド王子」


「……あ、そうか」


「中には自分の子供によく似た子供をどこからか見つけてきて、『我が息子むすこです』などと偽いつわって差しだしてくる輩やからもおるゆえにな」


　さすがにユゥ・ノス女王、海千山千だな。俺はそこまで気が回らなかった。


「何か言いたいことがあるのかえ？」


「いえいえ、ユゥ・ノス女王様の深い洞どう察さつ力に驚いただけですので」


　ユゥ・ノス女王が目を細めて鋭するどい視線を向けてくるので、リカルドは慌あわてて話題の転てん換かんを図はかった。


「ということで、サイファ王女、応対のほうは強気で行くということで、よろしくお願いします」


「そうね。わかった。でも、わたし、ほら、性格が強気じゃないでしょ？」


　え？　と思ったが、そこは知らん顔で通すリカルドである。


「弱気っていうか、控ひかえ目っていうか」


　ええぇ～～？　と思ったが、あくまで知らん顔を貫つらぬき通すリカルドだった。


「だから、そこはセフィアにちゃんと助けてもらわないと。ね、セフィア？」


「お？　おお、吾われに任せてくれればよいぞ、三の姉上」


「まぁ、俺も隠かくれて聞いてるから、何か問題がありそうだったら、横からこっそり助言を……ん？　そうか」


「どうかしたか、リカルド殿？」


「いや、どうせならサイファ王女とセフィアだけじゃなく、今いる王女様と女王様にずらりと壇だん上じように並んでもらったら迫はく力りよくが出るじゃないか！　って思ってさ。強気に出るなら、いっそのこと、そこまでやってしまってもいいのかな、と」


「迫力？」


　エルメンネッラの眉まゆが、ぴくりと動いた。


「それは、わたくしたち自身に迫力があるということなのかしら？　それとも、わたくしたちが並べば、わたくしたちが背負っている国が列挙されることになるから、それで迫力が出るという意味なのかしら？」


　さすがエルメンネッラ、よくわかってる。もちろん両方だ。


　と思うリカルドだが、それを正直に言うと、なんとなく問題が残りそうな気がしたので、またもやしらばっくれることにした。


「もちろん後者だ」


「……そう」


　エルメンネッラはまだ疑わしそうな顔でリカルドを見ているが、その他の王女たちは彼の言葉を素す直なおに信じてくれたようだ。


「ああ、それはいいかもしれないわ」


　とサイファが手を打った。


「いくら強気を装よそおっても、わたしやセフィアだけでは迫力が足りないもの。主に体型的に。ねぇ、セフィア？」


「い……いやいや、姉上、吾には自然と滲にじみでる威い厳げんというものがあるでな。そこは心配されずともよいのじゃが」


　などと熱弁を振ふるうセフィアを無視して、サイファは他の王女たちに向き直る。


「ってことで、皆みなさん、お願いできるかしら？」


「わたくしはよくってよ」


　と、もっとも体型的に迫力のあるエルメンネッラが自信満々で頷いた。


　他の王女たちも、まぁ並んでいるだけでいいならと言って肯こう定ていしてくれたので、今後は司令部にいる王女が総出で密使を引見しようとリカルドは決めた。


　実際、この措そ置ちは密使に強きよう烈れつな印象を残したらしく、そして密使はその印象を主人に語ったはずだから、勝利への駄だ目め押おしの補助……くらいにはなったのではないだろうか。
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　こうして各街の住民や有力諸侯に対する働きかけを強めている最さい中ちゆう、この戦争の行方ゆくえを決定的に左右する出来事が起こった。


　すでに状じよう況きようが利非あらずということを悟さとったサヴォイ王国が、セルヴィンの下もとへ送っていた援軍を引き揚あげたのだ。


　引き揚げの理由は「エルヴァウトに何やら不ふ穏おんな動きがあるので、それに備えるために兵を戻もどす」ということだったが、エルヴァウト側にとくに何か新しい動きがあったのではないから、これはただの言い訳に過ぎない。


　要するにセルヴィンは、後うしろ盾だてであるサヴォイから見限られたということだ。





　この報告を受けたリカルドたちは機き敏びんに動いた。


　途と中ちゆうにあるセルヴィン側の小さな都市は無視して先へ進み、首都に近い街を大軍で囲み開城を迫せまったのだ。


　その兵力は約一万。


　後続の部隊が五千。


　街の周囲を埋うめ尽つくすシュールティス奪だつ回かい軍の大軍を見た住民は仰ぎよう天てんした。


　守備隊も茫ぼう然ぜん自失といっていい状態だ。


　サヴォイの援軍が引き揚げていったので、セルヴィンとしては薄うすくなった首都の守りのために展開している兵力の一部を戻さなくてはならず、この街でも守備兵は五百ほどしか残っていなかった。


　これでは勝負にならない。というより、もはや話にすらならない。


　守備隊の隊長は街の有力者たちと語らって、早々に開城することを決めた。





　この街の開城に続いて、近きん隣りんの幾いくつかの街が自みずから降こう伏ふく、開城を申しでてきた。


　リカルドは開城した都市に兵を入れ、街の治安を優先させながら、確実に自軍に取り込んでいった。


　セルヴィンの籠こもる王都は、もはや孤こ立りつ状態に陥おちいったといってもよかった。





　あと少し。あと少しでシュールティスを奪回できる。


　リカルドは逸はやる気持ちを抑おさえつつ、最後の仕上げに取りかかった。
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　リカルドは国都を放置したまま、サイファ王女によるシュールティス女王即そく位いの宣言を強行させることにした。


　国都とその南西側、第三王子の支配地域はまだ手つかずで、ふたつの政権が並立するという形になるが、もはや大勢は決したのだということを周辺諸国に強く印象づけるため、敢えて即位に踏み切ったのである。





　その効果は、じんわりと出た。


　リカルドの婚こん約やく者しやたちの母国は即座にサイファを正当な統治者として認めた。


　のみならず、それまで様子見をしていた他の国々からも、サイファ「女王」をシュールティスの正当な支配者であると認める国が出てきたのだ。


　もはや挽ばん回かいは不可能。


　そう判断したセルヴィンは僅わずかな側近だけを連れて密ひそかに国都を脱だつ出しゆつし、サヴォイ王国を頼たよって落ち延びていった。





　リカルドたちは、ついに国都を奪だつ還かんしたのである。


　それは即すなわち、シュールティスを奪還したのと同義であった。


　まだ西方の拠きよ点てん、第三王子──すでにセルヴィンを追い落としたリカルドたちは、彼を「王弟」とは認めない──が籠るラインドゥースとその周辺の二、三の街だけが、あくまで抵てい抗こうの意志を見せているが、セルヴィンが去った今、大勢にはほとんど影えい響きようがない。


　特筆すべきは奪回軍が戦せん闘とうらしい戦闘をしないまま、犠ぎ牲せい者しやをほとんど出さないまま、セルヴィンの手から国を奪還したことである。


　リカルドたちはまず国都に兵を入れ、街中の治安を確保した後、サイファやセフィアを戴いただいて国都の王宮へ入った。





　国都へ入ったリカルドたちは、ひとつの悲しい事実に直面する。


　それは、セフィアとサイファの父母である元国王と王おう妃ひがセルヴィンの手によって密かに処しよ刑けいされていたことだった。


　王宮に残っていた高級官かん吏りの何人かがそれを知っていてサイファに告げたのだ。


　以前から「覚かく悟ごはしている」と言っていたセフィアではあったが、事実として目の前に突つきつけられると、さすがに気落ちは隠せない様子だった。


　なんと声をかければいいか迷ったリカルドだったが、


「ここはわたしに任せて」


　というサイファの言葉を受け容いれ、セフィアのことは彼女に任せることにする。


　同時に、自分だって悲しいはずなのに、妹のことを気き遣づかうサイファに感心した。


　この女ひとならきっと国民のための政治を行えるのではないかと、リカルドは期待が確信に変わる思いだった。


　もっとも、その確信は後に意外な形で外れてしまうのだが。


　それはさておき。


　元々が勝ち気で負けず嫌ぎらいのセフィアのこと、サイファの前では涙なみだを見せた──あとでこっそり彼女がリカルドに教えてくれた──が、他人の前では気き丈じように振る舞まった。


　セフィア自身がリカルドに対して、


「余計な気遣いは無用じゃ」


　と言ってきたので、リカルドは言われたとおり、普ふ通つうに接することにした。


　慰なぐさめの言葉をかけても、きっとセフィアの悲しみを増すだけだろうしな。むしろ奪回戦の総仕上げに邁まい進しんするほうがセフィアの悲しみも紛まぎれるだろ。


　リカルドはそう判断したのだ。


　元国王と王妃の死亡は国の内外に正式に発表され、謀む反ほんが鎮ちん圧あつされた後、大々的に葬そう儀ぎを執とり行うことも合わせて発表された。


　さて、そうなると残る問題は未いまだに抵抗の姿勢を見せている第三王子の存在である。


　リカルドは彼にどう対処するかの軍議を開くことにする。





　軍議の席では、


「ここまで犠牲らしい犠牲を出さずにやってこられたのだから、最後も、自主的な退去を促うながしたら？」


　という意見が多かったが、リカルドは、


「ここだけは断固とした態度で臨のぞもう」


　と主張した。


「国都を陥おとした以上、みんなの国から来ている援えん軍ぐんはいずれ引き揚げていくことになる。そうなれば、今よりずっと限られた兵力で国全体を見ていかなきゃならない。いつまでも反乱分子を国内に抱かかえているわけにはいかないだろ」


　ふむ、若いながら、リカルド王子は人の機き微びというものがわかっておるの。


　感心したユゥ・ノス女王は、


「妾わらわは強きよう攻こう策さくに全面的に賛同するぞえ」


　と力強く言い。


「わたしも同意だ」


　アマネ王女も力強く頷うなずいた。


　幾つかの質疑応答があったが、最終的には強攻策で行こうと意見がまとまった。


「となれば、先せん鋒ぽうは我がイ・ウー・ハンが承うけたまわろう」


「いえいえ、ここはぜひ、わがアマゾネシスに」


「小こ娘むすめは引っ込んでおれ」


「イ・ウー・ハンの女王といえど、無礼な物言いは許しませんぞ」


　ユゥ・ノスとアマネが睨にらみ合うのを、リカルドは必死で抑え、分けた。


「ならば、リカルド殿どのはどちらに先鋒を任せるつもりなのか？」


　ユゥ・ノスとアマネに見つめられ、リカルドは冷ひや汗あせを流す。


　ここはどちらを指名しても遺い恨こんが残りそうだなぁ。そういうときは……。


「イ・ウー・ハン国もアマゾネシス国も、いずれ劣おとらぬ精強果か敢かん、勇ゆう猛もう屈くつ強きような兵を抱えています。どちらを先鋒にしたらいいのか俺にはわかりませんから、ここはひとつ、籤くじ引びきってことで」


「「……は？」」


　張り詰つめていた空気が一気に弛し緩かんし。


　ユゥ・ノス女王とアマネ王女が情けない顔になって互たがいを見やった。


「ま……まぁ、それが遺恨を残さぬ方法かもしれんな」


「で、です……か。それならどちらが先鋒になっても恨うらみっこなしだ」





　で、籤引きが行われた結果。





「やった！」


　アマネが躍おどりあがった。


「ちっ」


　手にした外れ籤を見下ろし、ユゥ・ノス女王が舌打ちをする。


「では先鋒はアマネ王女率いるアマゾネシス部隊にお願いするってことで。いいですか、ユゥ・ノス女王様？」


「致いたし方あるまい」


　自ら籤を引いた以上、これ以上の文句を言うわけにもいかない。ユゥ・ノス女王も妥だ協きようしてくれた。


「首都とその周辺の押さえも必要だ。第三王子の籠るラインドゥース攻ぜめは五、六千くらいでやろうと思うんだけど」


「妥当なとこだろうの。まぁ、妾のところの兵とアマネ王女の兵がいるのだから、三千もおれば陥とせるだろうがの」


「おお、女王様の仰おつしやるとおりだ」


　こういうときは意見が一いつ致ちするのな、このふたり。


　内心で苦く笑しようしつつ、リカルドは、ですが、と言った。


「ラインドゥース周辺の街にも気を配らないとなりませんので」


「そうだの。ま、先鋒がアマゾネシスで次鋒がイ・ウー・ハンならば、妾はそれでよい」


　うわ、いつのまにか自分を次鋒に決めちゃってるぜ。いやまぁ、いいんだけど。どうせそうしようと思ってたから。


「城内に突とつ入にゆうしたら、第三王子の生死を気にする必要はありません」


　と言ってから、リカルドはセフィアとサイファを見やった。


「で、いいですか？」


「ああ、いいわよ」


　サイファは手をひらひらと振ふった。


「あんな奴やつの顔見たくないから。むしろ死んでくれたほうがすっきりする」


「そうじゃの。吾われも奴の顔など見たくはない」


「ってことなので、お好きになさってください」


「おお、では」


　アマネ王女とユゥ・ノス女王が互いに見つめ合う。


「どちらが先に討うち取るか、勝負ですね」


「ははは、イ・ウー・ハン兵の勇猛さ、その目にとくと焼きつけるがよいぞ」


「ふふふ、女王様の兵が城に入る頃ころには、敵は一いつ掃そうされていますよ。我がアマゾネシスの兵によってね」


「そうかそうか、それは頼たのもしいわえ。あはははは」


「そうです、そうです、うふふふふ」


　ふたりは愉ゆ快かいそうに大笑しているが、目だけは少しも笑っていなかった。


　恐こええ～～。このふたり、恐え～～。


　リカルドは震ふるえあがった。


　っても、片方は俺の婚約者で、もう片方は俺の婚約者の義は母はなんだよなぁ。


　ため息を吐つきたくなったリカルドだが、そこは理性と根こん性じようで、ぐっと我が慢まんした。





　さて、そんなこんなでラインドゥース攻めは一いち旬じゆん日じつ後に敢かん行こう、兵力は六千と決した。


　その内訳は。





　イ・ウー・ハン国のユゥ・ノス女王が率いる千五百。


　アマゾネシス女王国のアマネ王女が率いる二千五百。


　そして、セフィアが率いる千六百。


　合計で五千六百。


　これにリカルドが連れていく四百が加わり六千。


　さらに周辺の街の押さえとしてロサ・ロゼ王国のエルメンネッラ王女も三千四百を率いて出しゆつ撃げきすることが決まった。


　総勢で九千を超こえる大軍だ。





　リカルドの本音としては、エルメンネッラの部隊には国都周辺に睨みを利きかせてもらいたいところだったが、エルメンネッラに「ぜひ、わたくしも」と言われると断り難にくかった。なんといっても、彼女の率いる部隊が最大の兵数を誇ほこっているのだ。蔑ないがしろにはできない。


　とはいえ、隣りん国ごくの王女があまりにも大活かつ躍やくしてしまうのは新生シュールティスにとってどうかと思うので、周辺諸都市の押さえと、いざというときの後ご詰づめという役割で我慢してもらった。


　セフィアが率いるのは、新シュールティス王国軍の一部である。


　奪だつ回かい軍の優勢がはっきりとしてきた頃から奪回軍に加勢しようという諸しよ侯こうが増え、また市民からも義勇兵の応おう募ぼが増加していた。今ではそれらの兵を新シュールティス王国軍として再編制していたのだ。


　その新シュールティス王国軍は諸侯の兵を除いても三千を超えていたから、王都のサイファ新女王の護衛にも千五百ほどを残せる計算だった。


　もっとも、王都やその周辺には他の王女たちの兵もまだ残っているので、リカルドたちが離はなれても不安はない。





　それから十日後、ラインドゥース城攻めの六千と、エルメンネッラ率いる後詰めの三千四百が王都を進発した。
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　ラインドゥースに籠こもる第三王子は、援軍を送るというサヴォイの約束を当てにしていたようだが、結局、サヴォイの援軍は姿を現さなかった。


　あくまで籠ろう城じようして援軍を待つか、さっさと降こう伏ふくするかでラインドゥースの首脳は揉もめたらしいが、直すぐには方針を決められなかった。


　街を包囲した後、開城勧かん告こくをしつつ攻こう撃げきの手て筈はずを調ととのえたリカルドたちは、包囲の二日後に総攻撃を開始したのだが、その時点でも城内では、ああでもないこうでもないと軍議が続いていたらしい。





　先せん陣じんを切ったアマゾネシス部隊が猛もう攻こうを仕し掛かけると、態度を決めかねていた守備部隊は応戦する間もなく城じよう壁へきを突とつ破ぱされてしまった。


　元々、街の住民には徹てつ底てい抗こう戦せんの意思がない。


　アマゾネシス部隊に後おくれを取ってはならないとイ・ウー・ハン国部隊が城内に突入し、その時点で勝敗は決した。





　こうしてラインドゥースの街は、リカルドたちが包囲を始めてから、たった三日で陥かん落らくしたのだった。


　まだ地方に幾いくつか開城していない街が残ってはいたが、事実上、これがシュールティス奪だつ還かんの最後の戦いとなった。
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　第三王子はアマネの兵に討ち取られていた。


　その遺い骸がいを確かく認にんしたセフィアの胸に万ばん感かん迫せまるものがあった。


　謀む反ほんの首しゆ謀ぼう者しやは第二王子だったが、その片かた腕うでとして働いたのが第三王子だ。彼の協力がなければ、セルヴィンも己おのれの企くわだてを実行に移せなかっただろう。





　こいつのせいで父上と母上は死んだ。


　そう思ったセフィアは、遺体に縄なわをかけて城壁から吊つるしてやろうと言った。


　だがリカルドが真っ先に待ったをかけ、エルメンネッラやアマネも、そしてユゥ・ノス女王さえも、それはしないほうがいいと眉まゆを顰ひそめた。


　自分の気持ちを否定された気がしたセフィアは、いたたまれずにその場から逃にげだしてしまう。


「俺がセフィアを説得してきます。みんなは少し待っててもらえますか」


　そう言って、リカルドはセフィアのあとを追いかけた。





　リィシャに確認すると、


「王ひ女め様は謁えつ見けんの間まに向かったようです」


　と応こたえてきたので、リカルドはそこを目指した。


　謁見の間には、第三王子を始め、今回の攻城戦で犠ぎ牲せいになった守備兵の遺体が安置されている。


　あいつ、第三王子の遺体に辱はずかしめとかしていなければいいんだけど。


　リィシャを連れて急ぎ足で謁見の間に向かったリカルドは、第三王子の遺体を見下ろしたまま棒立ちになっているセフィアを見つけて安あん堵どの息を吐はいた。


　警備に立つ新シュールティス王国兵に声をかけつつ、リカルドはセフィアのところまで歩み寄る。


　リィシャは遠えん慮りよがちに離れたところに控ひかえたままだ。


　攻城戦を戦ったばかりだ。リカルドもセフィアもリィシャも鎧よろい姿である。


　リカルドに気づいたセフィアが、涙なみだに濡ぬれた目を向けてきた。


「リカルド殿どのか」


　セフィアは目め許もとを手の甲こうでゴシゴシと擦こする。


「長いあいだご苦労だったな、セフィア。お疲つかれ様」


「ん……いや、疲れてなどおらんぞ」


「そうか。なら、いいんだ。辛つらい境きよう遇ぐうの中で一年以上、よく頑がん張ばったな」


　セフィアの前に立ったリカルドは、改めてそう言い直す。


「が、頑張ったのは吾よりもリカルド殿のほうであろう。吾など、ただリカルド殿のあとについて歩いていただけにすぎん」


「そんなことはないと思うぞ」


「さようか……な」


「ああ。俺も頑張ったけど、セフィアも凄すごく頑張った」


　ふふ、とセフィアの顔が少し綻ほころんだ。


「そして、これで終わったんだ。シュールティス王国をセルヴィンから奪とり戻もどす戦いは。セフィアに王女の地位を奪り戻す戦いは。いま終わったんだ」


　綻んだセフィアの表情が再び強こわばった。


「やはり……吾が三の兄に復ふく讐しゆうしてはいかんのか？」


　リカルドはセフィアから目を外し、謁見の間の天てん井じようを見上げるようにして応える。


「父王と王おう妃ひの復讐をしたいというセフィアの気持ちを考えると軽々しくは言えないけど、ここは王女としての器うつわを見せておくところだと思うんだ」


「……さようか」


「セフィアには、過去よりも未来を見てほしいからさ。大事なのはシュールティス王国の行く末だろ。それはセフィアの双そう肩けんにかかっているんだぜ。だから俺としてはセフィアに、一時の感情に流されずに大局を見て行動してほしいな」


「……リカルド殿の言うとおりなのじゃろう。一時の感情に衝つき動かされ、その場限りの対応をしているのは為い政せい者しやのとるべき態度ではない……のじゃろうな」


「理り屈くつではわかっても、納なつ得とくはできないか？」


「そう……じゃな」


　セフィアは切なげなため息を吐ついた。


「たしかに納得はできんな。だが、そこを抑おさえるのもまた、為政者としての務めなのじゃろうの」


「わかってもらえて嬉うれしいよ」


「のう、リカルド殿」


　リカルドは顔を戻し、再びセフィアに視線を留めた。


「なんだ？」


「リカルド殿は、最初に出会ったときからいつも吾われを助けてくれた。そして、本当に約束を守ってくれた。シュールティスを奪り戻し、吾を王女に戻してくれた。吾はリカルド殿になんと礼を言えばいいのかわからん。どれほど言葉を尽つくそうと、吾の気持ちを言い表すことはできそうにない」


「気にするな、俺が好きでやったことだ。大好きな婚こん約やく者しやのためにな」


「お、おあぁ？　さ、さようか!?」


「さようだとも」


　セフィアの顔が真っ赤に染まる。


「だから、セフィアは気にしなくてもいいんだよ。礼なんか言わなくていいんだよ」


「すまんな。本当にすまん」


　セフィアは溢あふれでる涙を抑えることができなかった。


　少し離れたところで控えているリィシャも泣いているようだった。


「さ、戻ろう、セフィア。みんなも心配している」


「うむ」


　リカルドが踵きびすを返そうとすると、セフィアの右みぎ腕うでが伸のびてリカルドの腕を摑つかんだ。


「どうした？」


「礼は要いらんと言われても、やはりリカルド殿には吾の感謝の気持ちを伝えておきたいのじゃ。じゃから」


　セフィアはリカルドの腕を取ったまま俯うつむき、そして囁ささやくような小さな声で言った。


「今夜、リカルド殿にきちんと感謝の気持ちを伝える。じゃから吾の部屋に来てくれ」


　そんなのいいのに、と笑いながらリカルドは頷うなずいた。


「わかったよ。それでセフィアの気持ちが収まるなら、受け取りに行くよ」


「うむ」


　セフィアがそっとリカルドの腕を放すと。


「さあ、戻ろう、セフィア第一王女様」


「んん？」


　セフィアはリカルドが発した言葉の意味が即そく座ざに理解できず、戸と惑まどいの表情で眉を顰めていたが、しかし。


「あぁ……そうか、そうなるのか」


「そうなるんだ。正式な戴たい冠かんはまだだけど、名目上、サイファ王女は女王様になったわけだからな。となれば、セフィアが第一王女様だ」


「そう聞くと、何やら肩かたの荷が重いな」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。サイファ王女……じゃなくて、女王がいる。俺もいる。みんなだって必ずセフィアを支えてくれる」


「うむ、頼たよりにしておるぞ、リカルド殿」





　　　　12





　そして、その日の夜──。





　リカルドたちは陥おとしたラインドゥースの王子宮を占せん拠きよし、そこを指揮所として使用していた。


　街中には治安維い持じのため奪だつ回かい軍の兵が巡じゆん回かいし、郊こう外がいには主力が陣じんを敷しいている。


　昼間のうちにリカルドが中心となって街の仕置きを済ませた。


　夕刻には、周辺の押さえを担当していたエルメンネッラも近きん習じゆうを率いてラインドゥースまでやって来た。周辺の街も、ラインドゥース陥落の報を聞いて降こう伏ふくしたのだ。


　その後、リカルドは、セフィア、ユーリ、アマネ、エルメンネッラ、そしてユゥ・ノス女王と簡単な夕ゆう餉げを摂とった。


　簡単といっても、同行したネゥネゥが料理したものだったから、味は折り紙付きだ。


　初めてネゥネゥの料理を口にしたユゥ・ノスやアマネが賞賛の声を上げた。


　ラインドゥースの街を解放し、セルヴィン側との戦いくさは終わった。これで完全にシュールティスを奪り返した。その解放感から、夕餉の席は盛りあがった。


　王女たちも葡ぶ萄どう酒しゆを飲んだし、リカルドも飲んだ。


　中でもユゥ・ノス女王は酒しゆ豪ごうだった。


　人の三倍以上は飲んだユゥ・ノス女王が踊おどりながら服を脱ぬぎだそうとするのを他の王女が必死になって止めていたのは最初のうちだけ。そのうち、どういう流れからそうなったのかさっぱりわからないが、みんなで踊りながら脱ぎ始めた。


　リカルドとしては、本音を言えばこのまま見ていたい。


　だがしかし。


　みんなが正気に戻ったとき、リカルドがみんなの踊りを観賞していたことがバレると、とても不ま味ずいことになりそうな気がする。


　理性と本能の葛かつ藤とう（格かく闘とう）の後、リカルドは撤てつ退たいすることを決めた。


　ひとり、ふたりならともかく、そしてセフィアやユーリならともかく、ユゥ・ノス女王やエルメンネッラ王女、アマネ王女などの猛も者さに囲まれたら生きた心地ここちがしない。





　みんなが大おお騒さわぎしている食堂からリカルドが後うしろ髪がみを引かれる思いで退出していくと、セフィアがあとを追いかけてきた。


「なんだ、セフィアは騒ぎに加わらなかったのか」


「む？　吾もみなと一いつ緒しよになって脱いで踊れと言うのか？」


「い、いや、そうは言わないけど」


「む。そうか、いやまぁ……そ、それはいいのじゃがな」


　いいのか？　っていうか、どうしたんだ、セフィアは。今日は絡からんでこないな？


「リカルド殿どのが抜ぬけだしたのならちょうどよいと思ってな」


「何がちょうどいいんだ？」


「じゃから。吾がリカルド殿に感謝の気持ちを伝えるのに、じゃ。他の王女どもがいたら伝えられんじゃろうが」


「そうか。まぁ、そうだな。でも、気を使わなくてもいいって言ったのに」


「いや、リカルド殿の言い草ではないがな、これは吾がしたくてするのじゃから、あまり気にせんでくれ」


「そうか。ならいいんだけど」


「で、では、リカルド殿へのお礼の品を、じゃな、よ……用意するから、今から四し半はん刻とき後に吾が使っている部屋まで……き、来てはくれんか」


　何を緊きん張ちようしてるんだ、セフィアは。


　と思うものの。


　改まって感謝の気持ちを伝えるとか言うから、それで照れているのかもな。可愛かわいいとこあるよな、こいつ。


「ああ、わかった。じゃあ、四半刻後に」


「言っておくが、リカルド殿」


「なんだ？」


　そこでセフィアは声を潜ひそめる。


　今までも小声で話していたのが、もはや囁くに等しかった。


「他の王女に気づかれんようにな。気づかれると、吾が、その、困るでな」


「わかってるって。じゃあ、あとでな」


「う……うむ、あとでな」





　こうしてふたりは廊ろう下かでの立ち話を終え、いったん別れた。
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　それから四半刻後──。





　リカルドはセフィアが使っている部屋の前に立って小さく扉とびらを叩たたいた。


「セフィア、俺だけど」


　とリカルドが小声で呼びかけると、かちゃりと音がして扉が開けられた。


　開いた細い隙すき間まからセフィアの顔が、というより目だけが覗のぞく。


「来たぜ、セフィア」


「で、では、十数えてから入ってくれ」


「は？　どうして？」


「いいから、言われたとおりにしてくれ。扉を叩く必要はない。そのまま入ってくれればよいからな」


　と言ってセフィアが扉を閉めてしまった。


　なんだ、あいつ。意味がわからないな。


　などというリカルドの心の呟つぶやきを知ったら、きっとセフィアは、リカルド殿がわかっていないのは吾の言葉の意味ではなく女心のほうじゃ！　と突つっ込こんだことだろう。


　リカルドは仕方なく数を数える。


　十数えた後、扉の取っ手に手をかけ、静かに押し開いた。


　なんだ？　明かりを点つけていないのか？


　足を踏ふみ入れたリカルドは、後ろ手で扉を閉めた。


　薄うす暗ぐらくて室内の様子がよくわからなかったので、リカルドは入り口のところから呼びかける。


「おい、セフィア、どこだ？」


「そのまま奥まで進んでくれ」


「って言われても暗くて……」


　リカルドは仕方なく、その場に立ち止まったまま暗がりに目を慣らす。


　やがて目が慣れてくると、窓から差し込む月明かりによって室内の様子がぼんやりと浮うかびあがってきた。


　なんの変へん哲てつもない簡素な部屋だ。書き物机と椅い子す、壁かべ際ぎわの書しよ棚だな、それに寝しん台だいくらいしか見当たらない。


　いや、寝台の向こう、窓際に立っている者がいた。


「セフィアか。何してるんだ、そんなとこ……」


　近寄っていったリカルドの足が止まる。


　窓から差し込む月明かりで逆光になっているからセフィアの表情はよくわからなかった。だが、それでも明確にわかったことがひとつある。


　セフィアは服を着ていなかった。


　というより、何も身に着けていなかった。一糸まとわぬ裸はだかだった。


「おまっ……なっ何をっ!?」


「これが吾われの感謝の気持ちじゃ。吾からリカルド殿へのお礼の品じゃ。気に入ってくれるとよいのじゃが……」


　すでに覚かく悟ごを決めているのだろう、セフィアは顔を上げ、真っ直すぐリカルドの顔を見つめてそう言った。


「セフィア……本当にいいのか？」


「いいも悪いもない。吾がこうしたくてやっていることじゃ。リカルド殿が気にすることなど何もないのじゃ」


「わかった」


　とだけ応こたえて、リカルドは寝台の向こう側に立つセフィアのところへ歩み寄っていく。


　リカルドの歩みにつれて、彼女が体の向きを変え。


　リカルドが寝台の向こう側に立つと、セフィアの体はリカルドと向き合う形になった。


　セフィアの背中にあった窓が今は彼女の体の右側にあって、窓から差し込む月明かりが彼女の裸ら身しんを照らしだしている。


　肌き理め細こまやかな白い肌はだ。


　盛りあがりは不足気味だが、形のよい両の乳ち房ぶさ。


　乳房の頂点にある可愛らしい乳首。


　きゅっとくびれた腰こし。


　股こ間かんの淡あわい翳かげり。


　すらりと伸のびた細い足。


　彼女は後ろ手を組んだまま、自分の裸身を隠かくそうともせず立っている。


　きっと顔は赤く染まっているのだろうが、青白い月明かりの下ではよくわからない。


「ど、どうじゃろう、吾が用意したお礼の品は。気に入ってくれたか？」


「気に入らないわけがないじゃないか」


「さ……さようか」


　リカルドは改めてセフィアの全身に視線を這はわせる。


「そ、そうやってマジマジと見られるとさすがに恥はずかしいのじゃが」


「いや、贈おくられた品を検分するのは貰もらった者の特権……というより、義務だろ」


「さ、さようか」


「ってわけだから、俺は徹てつ底てい的てきにとことんあらゆるところを子細に詳しよう細さいに検分するぜ」


「ぬな～～っ？」


「それはもう、何も見落とさないくらいにじっくりとだ」


「あやややや」


　後ろ手に組んでいた両りよう腕うでを前に回して胸を隠すように交差させたセフィアが、じりっと後あと退ずさった。


「贈り物が逃にげちゃ駄だ目めだろ」


「いや……そうなのじゃが……」


「セフィア」


「な……なんじゃ？」


「俺はセフィアと出会えて本当によかったと思ってる」


「う……あ……」


　セフィアの目から、ぶわっと涙なみだが溢あふれでた。


「吾も……吾もリカルド殿と出会えてよかった。最初に出会えて本当によかった。父上、母上の仇かたきを討うてた。国を奪とり戻もどすこともできた。すべて……すべてはリカルド殿のおかげじゃ。この程度で感謝の気持ちが伝わるかどうかはわからん。この程度でお礼になるのかどうかはわからん。だが、吾がリカルド殿に尽つきせぬ感謝の気持ちを抱いだいていることは疑わんでくれ」


「こんな素す敵てきな贈り物を貰ったんだ、疑うわけないじゃないか」


　リカルドが歩を進めても、セフィアは逃げなかった。


　リカルドの手が伸びてセフィアの頰ほおに触ふれる。


　リカルドはセフィアの両頰を両手で挟はさみつけるように固定すると、そっと自分の顔を近づける。


「セフィア」


「リカルド殿」


　ふたりの顔が近づき。


　唇くちびるが触れ。


　リカルドの手がセフィアの頰から離はなれ、彼女の胸むな元もとへと移動する。


　両の掌てのひらが優やさしく慈いつくしむような動きで彼女の乳房を包み込む。


「ま、まだ、ばいんばいんのたゆんたゆんにはちと足りぬが……」


　ちと、じゃあないけど。


「気にするな。俺はセフィアのなら、大きかろうと小さかろうと関係ない」


「あ……リ、リカルド殿……あぁ」
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　ふたりが情熱的な一夜を過ごそうとしているまさにそのとき。


　セフィアが使っている部屋の扉の前に人が集まってきていた。


「ふふ、どうやらお楽しみの時間が始まったようだねぇ」


　蕩とろけるような妖よう艶えんな笑えみを浮かべて囁ささやいたのはユゥ・ノス女王だ。ちゃんと服を着ているところを見ると、それほど酔よっぱらってはいないのかもしれない。


「おまえたちは邪じや魔まをしなくてもいいのかえ？」


　背後に控ひかえている王女たち──こちらも全員、服を着ていた──が顔を見合わせた。


「まぁ、さすがに今夜だけは見み逃のがしてあげてもいいのではないかしらね」




[image: ]


　とエルメンネッラが言うと、ユーリやアマネがこくりと頷うなずいた。


「そうなると、次の問題はこのあとの順番……ということになるのか？」


　敢あえて波風を立てるようなことを女王が言うと、三人の眉まゆがぴくりと跳はねる。


「さて、次は誰だれの番になるのだろうの」


　三人の瞳ひとみに、ぐわっと炎ほのおが燃えあがった。


　ように思えた。





　この先リカルドが、彼女たちの順番を巡めぐって大いに苦労することになるのだが、それはまた別のお話となる。


　リカルドと彼の婚こん約やく者しやたちの幸せを祈いのりつつ、とりあえずこの辺で彼らにまつわる物語を閉じることにしよう。










《おわり》
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　シュールティス全土を奪とり戻した奪だつ回かい軍は、サイファ女王の正式な戴たい冠かん式しきを執とり行い、同時に国王と王おう妃ひの葬そう儀ぎも執り行った。





　それから三カ月ほどが過ぎた初冬のある日のこと──。





　サイファ女王は重要な話があるからと、新たにライブルグの街を居城としていたセフィアと、そこを訪おとずれていたリカルドを王都まで呼び寄せた。
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　王宮に顔を出したリカルドとセフィアを前に、サイファは唐とう突とつに、


「退位して女王位をセフィアに譲ゆずる」


　と言いだした。


「はぁあぁ？」


「な、何を言うておるのじゃ、姉上は!?」


　目を剝むくふたりに向かって、サイファ女王は至し極ごくあっさりと告げる。


「だから退位宣言。わたし、恋こいに生きることにするの」


　もう言葉も出ないふたりである。


「じつは逃とう亡ぼう中に知り合った男がいてね、彼のことが忘れられなくて。で、彼、旅芸人の一座をやっているから、このあいだ呼び寄せて久しぶりに再会したの。そしたら焼け木ぼつ杭くいに火が点ついたというか、恋心が再び燃えあがったというか。ほら、わたし、元々が王宮でのしゃちほこばった暮らしとか好きじゃなかったし。だからわたしはセフィアに女王位を譲って、彼と一いつ緒しよになることにする」


「い、いや、姉上、吾われは女王とか、そんなこと無理じゃし……」


「なに言ってるの。わたしがやれるのなら、あなたにできないわけないじゃない。それにシュールティスを治めるのは、わたしなんかより、セフィア、あなたのほうがずっと相応ふさわしいわよ。ああ、わたしなら大だい丈じよう夫ぶ。とりあえずわたしと彼が暮らしていける程度の封ほう土どをどこかに貰もらえれば、それでいいから」


「それでいいからって……。だいいち国民や家臣がなんと言うか……」


「なに言ってるのよ。そんなの『大だい歓かん迎げい』って言うに決まってるじゃない」


「…………」


「わたしは大満足だよ、セフィア。もう二度と生きて故国の土は踏ふめないと思っていたからね。それがどう？　踏めるどころか、父上や母上の仇かたきを討てた上に、こうして女王位にも即つけた。もうここで思い残すことはないの」


「……さようか」


　セフィアはそう応こたえることしかできなかった。


「ってことだから、譲じよう位いは、そうね一カ月後くらいでいいかな？」


　セフィアは悲鳴のような声を上げる。


「そ、そんな急な……」


　なんだか泣きそうな顔だ。


　さすがのリカルドも、サイファ女王の自由奔ほん放ぽうさにはついていけない感じだ。


　というか、セフィアが女王様になると……王おう太たい子しの俺の立場が微び妙みようだな。


　セフィアが女王になってしまえば、リカルドが国を継ついだとしても、彼女を王妃として自国に迎むかえ入れるのは不可能になる。


　まして王太子のままでは、自分の城に迎え入れることなど無理な話。


　となると俺は、さて、このあと……。


　リカルドが考え込んでいると、サイファに名を呼ばれた。


「リカルド王子」


「あ。ははは、はい、女王様？」


「セフィアのこと、お願いね。しっかり支えてあげて。君がいるから、わたしは安心してセフィアに女王位を譲れるの」


　そこまで言われてしまえば是ぜ非ひもないと、そう思うリカルドだった。


「そうですね。でも、セフィアが女王様になってしまうと……いえ、わかりました。俺は全力で彼女を支えていきます」


「うん、ありがと」
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　それから三日後──。


　急ぎリディア王国へ戻もどったリカルドは、王都で父王と対面していた。





「ちょうどよかったよ、リカルド。僕のほうからも大事な話があってさ、君を呼ぼうかと思っていたところ」


「な、なんだ、大事な話って？」


「いや、それはあとで。とりあえず君の話を聞こうか」


「ああ、じつは……」





　リカルドはサイファ女王がセフィアに女王位を譲り、恋人と一緒になるため王宮を出ていくつもりだという話を父王にして聞かせた。





「つまりセフィアがシュールティスの女王様になるってことだ」


「いやはや、思い切ったことをするものだね、サイファ様も」


「まぁ、それはいいんだけどさ。セフィアなら立派な女王になれると思うし」


「そうだね」


「そうじゃなくって、俺の話」


　国王は、続けて、というふうにリカルドを促うながした。


「彼女が女王になってしまえば俺のところに迎え入れるのは無理だ。今も将来も。だから俺は……俺も太子の地位を弟に譲って国を出ようと思う」


「セフィア女王様のところへ行くつもりなんだね？」


「ああ、そのつもりだ。セフィアを支えてやりたいからさ。でもな、王太子のままだと、向こうの国民や家臣からすれば、俺がシュールティスを乗っ取りに来た……みたいに見えるじゃないか」


「まぁ、そうだね。君を知っている者なら君がそんなことを考える男じゃないこともわかっているけど、君を知らない者からすれば、君は危険な人物に見えるだろうね」


「だから太子の地位は譲ってから行く。国王あんたには迷めい惑わくをかけることになってしまうけど、許してほしい」


　リカルドが深々と頭を下げるが、国王はあっけらかんと笑った。


「平気平気」


「さすがに笑われるのは心外だな。これでもそうとう悩なやんだのに」


「君の悩みは無む駄だだったね」


「は？　どういうことだ？」


「だから。僕のほうも大事な話があるって言ったでしょ」


　藪やぶから棒になんだ？


「ああ、言ってたな。それがこれと何か関係があるのか？」


「結果的に大ありだねぇ」


「はぁ？」


「僕もね、リカルド、恋に生きようと思うんだ」


「はぁぁあ？」


「だから、この国の王位を君に譲って、彼女のところへ行こうと思っていてね」


「いやいやいや、ちょっと待てぇぇ！」


「ちょうどよかったじゃない。これで君は国王になるわけだ。セフィア女王と釣つり合あいが取れるね」


「え？　……いやまぁそうだ……けど……」


「まぁ一緒に暮らすってのは無理だろうけど、リカルドがセフィア女王のところへ通えばいいわけだし。そのあとにお互たがいの国をどうするかは、リディア国王である君とシュールティス女王であるセフィアちゃんが決めればいいことだよね」


　……あ。まさか、こいつ、セフィアが女王になることを知って……。


「僕が君とセフィアちゃんとの関係を慮おもんぱかって引退するなんて思わないでね。僕がそんな甘い男じゃないのは知ってるでしょ」


　そうだった。こいつがそんなに甘いことを言うわけがない。ってことは、本当に彼女と一いつ緒しよになりたくて？


「いやでも……国王あんたが先方へ行かなくても、それこそ王こ宮こへ来てもらえばいいんじゃないのか？」


「それがねぇ、先方さんは、いま国王が病気がちで、家中もいろいろとごちゃごちゃしているみたいなんだよね。だから僕は、僕も彼女の役に立ってあげたくてね。リカルドならこの気持ちわかってくれるよね？」


「う……ま、まぁ、わからないでもないけど」


「ってことだから、僕は譲位して彼女のところに行く。この国のことはよろしく頼たのんだよ、リカルド」


「いきなり頼んだよって言われてもなぁ。俺にも心の準備ってものが……」


「今でもこの国は半ば以上、君が治めているも同然なんだから、それほど問題ないでしょうに」


「国王あんたが彼女のところへ入り浸びたっていたせいでな！」


　って、まさか、こいつ、俺がすんなりと跡あとを継げるように、わざと相手のところに入り浸って国元を留守に？


　疑わしそうな目を向けるリカルドに対して、国王はニヤっと笑ってみせた。


「さて、譲位式はいつがいいかな。ああ、そうか。どうせだったらセフィアちゃんの戴たい冠かん式しき直後がいいね？　それだったら、招待者がいちいち自国に帰ってからもう一度リディアまで出てこなくても、シュールティスから直接こちらへ来てもらえばいいもの。となると、戴冠式から五日後くらいが適当かなぁ」


　リカルドは大きなため息を吐ついた。


「ああ、もう、どうにでも好きにしてくれ」
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　そうして一カ月後、シュールティスの王都では盛大に退位と戴冠の儀ぎ式しきが行われた。


　セフィアが無事に女王位に即ついたのを見届けると、サイファはその翌日に、迎むかえに来た恋こい人びとと一緒に国都から去っていった。


　女王位にまったく執しゆう着ちやくしないサイファも見事なら、女王の夫という地位よりも気ままな旅芸人であることを選んだ彼女の恋人も、また見事な男だった。


　そんな男だからこそ、姉上も彼に惚ほれたのじゃろうが、それにしても。


　リカルドやリィシャ、そして家臣たちと一緒にふたりを見送ったセフィアは、ふたりを乗せた馬車と護衛の騎き兵へいが見えなくなるまで手を振ふり続け、そして。


　静かに手を下ろすと切なげなため息を吐ついた。


「本当に三の姉上は逃にげ足が速い……」
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　セフィアの戴冠式に出席した国こく賓ひんの多くは、そのままリディア王国へと移動を始める。王都で執とり行われる現国王からリカルドへの王位継けい承しようの儀式に出席するためだ。


　当然、セフィアもシュールティス女王として出席するために、リカルドと共にリディア王国へ向かった。





　懐なつかしいカルヴェルグ城で一いつ泊ぱくしたセフィアとリカルドは、その後、セフィアの希望で険しい裏街かい道どうを通ることにした。


　とても一国の女王が通るような道ではないが、セフィアの気持ちがわかるリカルドは、笑って彼女の我わが儘ままを聞いてやった。





　謀む反ほんが起きた直後、セフィアはネゥネゥの背負い櫃びつに隠かくれてこの峠とうげを越こえ、ようやくの思いでリディア王国へと逃のがれたのだ。


　あのときのセフィアは追討軍に追われ、明日、自分がどうなっているかすらわからないほど切せつ羽ぱ詰つまっていた。


「それが今やシュールティスの女王か。人の運命など、わからんものじゃな」


　峠の直前で振り返ったセフィアが小さく呟つぶやいた。


　彼女は敢あえて歩きたいからと言って、馬にも乗らず輿こしにも乗らず、リィシャや侍じ女じよたちに助けられながら峠まで登ってきたのだ。そのために歩き易やすい筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでの上着という、女王様らしくない物を着ている。


　振り返ったセフィアの眼下に、いま登ってきた屈くつ曲きよくした山道が山やま肌はだを縫ぬうように延びているのが見えた。


　その先には広大なシュールティスの緑の平野が霞かすむように広がっている。


「ネゥネゥ」


「はい、女王様」


　リカルドの傍かたわらに控ひかえていたネゥネゥが一歩、進みでる。


　彼女はいつもの料理服姿だった。


「おぬしは吾われを背負ってこの道を駆かけ登ってきたのか。ほんに力持ちじゃのう」


「はい、力ちから餅もちですよ、わたしは！」


　ネゥネゥの相あいも変わらぬ料理食材駄だ洒じや落れに、セフィアがくすりと笑った。


　一年半ほど前、悔くやしくて心細くて、吾はネゥネゥの背中で泣いておった。それが、今ではこうして笑って同じところを歩いておる。吾は幸せ者じゃ。


　リカルドが静かにセフィアの横に立った。


「一年と半年、あっという間だったな、セフィア女王様」


「リカルド殿どの……というか、様は要いらんと言うに」


「いや、まだ俺は王子だからな」


「さようか。じゃが、直すぐ国王になる。そうしたら対等な立場に戻もどれるの」


「……だな」


「リカルド殿」


「なんだ、女王様」


「今までありがとう。そして、これからもよろしゅうな」


「俺のほうこそ、これからもよろしく」
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　翌年になってリカルド王とセフィア女王は正式に婚こん姻いんし、シュールティス王国とリディア王国は、シュールティス＝リディア連合王国となった。


　さらにその後、二つ、三つと＊＊＊＊＝リディア連合王国が誕生したのだが、その国がどこかは……言わぬが花というものだろう。





　ちなみに。


　リカルドの王位継承儀式が終わった翌日にユーリが女子に戻ったため、リカルドはユーリを女子に固定するための儀式（！）を行ったらしいが、そのときのちょっとした騒そう動どうに関しては、セフィアとリカルドとユーリのためにも触ふれないでおこうと思う。




[image: ]







　　あとがき








　さても「乱☆恋」、これにて全五巻の完結でございます。ご愛読、まことにありがとうございました。


　残念ながら十六人の婚こん約やく者全員を登場させることは叶かないませんでした。登場したけれど活かつ躍やくする場が与あたえられなかった婚約者もいますし、そこは作者の力不足をお詫わびするしかありません。楽しみにしてくださった読者さんには伏ふしてご寛かん恕じよを願う次第。


　それでも「お話を終わらせられない」作家として定評（？）がある舞まい阪さかとしては、最後、なかなか綺き麗れいにまとまったかな、と思うのですが、如何いかがでしょう。


　この後リカルドが、「戦争は他国に任せて我が国は婚こん姻いんで大きくなるぜ」と、ハプスブルク家も真まっ青さおの血けつ縁えん戦略を駆く使ししてリディア王国が一流国家の仲間入りをする礎いしずえを築くなんていう構想もあったのですが……今は彼とセフィア（たち）の幸福な結けつ婚こん生活を祈いのるばかりです。


　さて、こうして終わってみると、この五巻の内容こそ舞阪がいちばんやりたかったことではなかったかと思い至ったり（今いま頃ごろか）。なので、この復ふくし讐ゆう戦は別の企き画かく・タイトルで必ずや、と決意も新たにしております。


　その復讐戦の第だい一いち弾だんになるのが、ＭＦ文庫Ｊさんで夏から（たぶん七月）始まるだろう新シリーズなのではないかなぁ。内容はというと、剣けんと魔ま法ほうと魔ま女じよっ娘こぞろぞろろの異世界召しよう還かんものファンタジー。なんか「白しろ兎うさぎ」っぽい？　と思った方もいらっしゃるでしょうが、少し違ちがいます。なんといっても主人公が男だ。なんか「火ひ魅み子こ」っぽい？　と思った方もいらっしゃるでしょうが、少し違います。なんといっても主人公が「現代から召還された高校生」ではないですから。


　って、他社の新シリーズをあまり宣伝しても不ま味ずいでしょうから──ＭＦさんが角川グループ入りしたから平気？──この辺で謝辞を。


　担当Ｏさん、いろいろありがとうございました。異動先での活躍をお祈りしてます。


　イラストレーター得とく能のう正しよう太た郎ろうさん、魅み力りよく的な婚約者たちを描えがいてくださってありがとうございました。十六人全員の絵を見てみたかった！





　富士見ファンタジアさんでも、あまり間まをおかず次のシリーズを立ち上げたいと思っておりますが、こればかりはネタとスケジュール次第でして、現状、なんとも言えません。見捨てないで気長にお待ちください。


　では最後に、恒こう例れいの予告というか今後の予定をば。


　前述したとおり、七月にはＭＦ文庫Ｊさんで新シリーズが始まる予定です。タイトルは「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔女の国」かな。ただし、まだ仮題ですが。


　八月には「ガブリエラ戦記」（ファミ通文庫）の五巻かな？


　十月にはもしかすると「競泳戦隊ミズギーズ」（ガガガ文庫）の三巻が出る？　かも？


　十一月にはＭＦ文庫Ｊさんの二巻目ですかね？


　そんな感じで今年の後半もスケジュールがガッチガチなんですが。挫くじけず頑がん張ばっていきたいと思います。骨ある限り栄えあれ！





★最後の最後にブログの告知を。舞阪百貨店新別館開店（旧別館＆本館は閉店）です。


　　　　　↓


http://maisaka100ka.blog.fc2.com








二〇一二年五月吉きち日じつ




舞阪＠札さつ幌ぽろの五月は桜さくら吹雪ふぶきで始まる　洸こう





乱らん☆恋こい５


婚約者は16人!?





舞まい阪さか　洸こう
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